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			ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける④

			横塚司

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第77話　城塞都市の戦い１

			第78話　城塞都市の戦い２

			第79話　城塞都市の戦い３

			第80話　城塞都市の戦い４

			第81話　城塞都市の戦い５

			第82話　城塞都市の戦い６

			第83話　城塞都市の戦い７

			第84話　城塞都市の戦い８

			第85話　城塞都市の戦い９

			第86話　水攻め

			第87話　生まれた脅威

			第88話　メキシュ・グラウ

			第89話　神話の怪物を討伐せよ

			第90話　使者

			第91話　ごちそう

			第92話　森のなかの街

			第93話　巫女リーン

			第94話　秘密兵器

			第95話　特殊能力

			第96話　世界樹

			第97話　世界樹の森の戦い１

			第98話　世界樹の森の戦い２

			第99話　世界樹の森の戦い３

			第100話　世界樹の森の戦い４

			第101話　世界樹の森の戦い５

			番外編　志木縁子に天秤はいらない２

		

	
		
			第77話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い１

			　

			　ぼくとミアは、城(じよう)塞(さい)都市に向かって飛行している。

			　異世界に来て３日目の、お昼前。ぼくたちふたりは、学校の山にあふれたオークたちの本拠地と思われる洞(どう)窟(くつ)で、グロブスターと命名したモンスターによる強制的なテレポート魔法に巻き込まれた。

			　ぼくとミアは、たったふたり、小高い丘の上に出現した。同時にテレポート・アウトしたモンスターは手早く始末したのだが……。

			　その後、すぐ近くの城(じよう)塞(さい)都市でモンスターとの戦闘が起こっていることに気づき、この戦闘に介(かい)入(にゆう)することを決意したのである。

			　相変わらず、といってはなんだけど、ぼくは飛行が下手だった。旋回すれば方向を見失う。ふらついて、まともにまっすぐ飛べない。

			　見かねたミアが、ぼくの手をとって、引いてくれた。

			「すまん」

			「ん。適材適所。カズっちに運動神経を期待してはいけないかっこ戒(いまし)め」

			　なんといわれても仕方がないほど、ぼくの飛行は頼りなかった。

			　いやほんと、目立つこととＭＰが心もとないことさえ考えなければ、グリフォンを召(しよう)喚(かん)したい。いくらぼくでも、使い魔の背に乗っていればだいじょうぶだろうから。

			　……だいじょうぶ、だよな？

			　それはさておき、ぼくたちは車がゆっくり走るくらいのスピードで、高度を下げて、草原の少し上、高度１メートルくらいを滑るように飛んでいく。

			　背の高い草が、まるで波(は)濤(とう)のように波打っていた。こんなときでなければ、この飛行を楽しむこともできたかもしれない。

			　使い魔のカラスとウィンド・エレメンタル２体が、ぼくについて飛んでいる。

			　視線を前に移す。ぼくたちはいま、南側の丘から北に向かって飛行しているから、敵にとっては逆光となる。こちらの姿を発見するのは難しいだろう。そしてぼくたちにとっては、敵の様子をとても観察しやすい。

			　ぼくは片手で双眼鏡を使って、町の付近の様子を観察する。

			　壁が破られたのは、町の西側だ。ジャイアントが壁面にとりつき、よじのぼり、壁の向こう側へ消えていく。そのついでに壁面の周囲にいた兵士を手で払い、地面に叩き落としていた。

			　６体のジャイアントが通り過ぎたあと、壁面を守る兵士の姿はひとつもなかった。

			　全滅したのか、逃げていったのか。あのまま守っていたとしても無駄死にするだけだから、たぶん逃げたのだと思いたい。

			　好機とばかりに、人間に似た緑の肌のモンスターが壁面にとりつく。縄(なわ)梯(ばし)子(ご)をかけ、垂直な壁面を協力して登る。互いに手を貸して、抜群のチームワークを発揮していた。

			　この緑の肌のモンスター、オークよりずっと頭がいい。

			　まずいな、とぼくは思う。これまでは、向こうの頭の悪さを利用するかたちで、戦力差を覆(くつがえ)してきた。今回は、いつもと同じとはいかないかもしれない。

			　いつもと同じ感覚では、間違いなく手痛い反撃を食らうことだろう。

			「チュートリアルは終わり、って感じかね」

			　昨日までの激戦がすべてチュートリアルだったなどと思いたくはないが、いやしかし、それくらいの気構えでいるべきだ。

			　いまぼくたちは、ふたりしかいない。しかも前衛が、使い魔だけだ。アリスやたまきという切り札がない以上、これまでよりさらに慎重な行動が求められる。

			　それは必要ならば、戦果を捨てる判断もする、ということだ。最悪の場合、この町は見捨て、尻尾(しつぽ)を巻いて逃げだすのである。もちろん、そうはならないよう動いてはいくが……。

			「カズっち、少しおおまわりしよう」

			　ぼくの手を引くミアが、少し右手にカーブした。壁の崩(ほう)落(らく)部分からは見えない場所で、外壁にとりつくつもりなのだろう。見た感じ、もはや壁の上のどこであれ、兵士の姿など見られない。総動員態勢で、内部に侵入した敵を迎え撃っているのか。

			　無(む)謀(ぼう)で、絶望的な戦いだ。でも彼らにとっては、自分たちの家を守るための戦いである。

			　慎重に飛んでも、飛行時間は、10分に満たないくらいだった。

			　ぼくたちは、ついに壁面に辿り着く。

			　石造りの壁面は、だいぶおんぼろに見えた。蔦(つた)がからみつき、苔(こけ)むしている。メンテナンスされていなかったのだろうか。

			　維(い)持(じ)補(ほ)修(しゆう)の概(がい)念(ねん)すらないのかもしれない。ただ昔からそこにあって、利用し続けてきただけかもしれない。

			　近くで見てみれば、壁面のそばは、空堀となっていた。壁が崩(ほう)落(らく)したあたりでは、事前にジャイアントが投石かなにかで堀を埋めていたのだろうか。

			　さて、壁の向こう側はどうなっているかな。

			　カラスとリモート・ビューイングで、壁の内側を簡単に偵(てい)察(さつ)する。

			　ぼくたちがいる壁からすぐ向こう側は、完全に無人だった。戦いが行われている場所から、かなり遠いせいだろう。どうやらこちら側には、なんの人員も配置されていないようだ。

			　これ、敵が陽動とか使ってきたら、どうするつもりだったのだろう。それとも、陽動なんて絶対にない、という確信があったのだろうか。

			「まったく余裕がない、のかも」

			　ミアが呟(つぶや)いた。なるほど、その可能性もあるか。実際、さきほどカラスが鳥(ちよう)瞰(かん)偵(てい)察(さつ)をしたときも、兵士の数はそう多くなかったように思う。具体的に何人、とかはさっぱりだったし、一般人なのか兵士なのかわからない人も多かったし。

			　だいたい、兵士たちも服装とかがバラバラだったように思う。１００人以上、２００人以下。その程度だ。まあ、いまウダウダと考えていても仕方がない。

			　ミアが、自分とぼくにフライをかけなおす。ぼくたちは、壁面の上まで飛ぶ。壁の上につくられた通路に立ち、町を見下ろす。高い位置から、壁が崩れた方面に視線を向けた。

			　そこで、虐(ぎやく)殺(さつ)が行われていた。６体のジャイアントが、家屋を叩き壊し、バリケードを破壊し、その後ろにいる兵士たちを吹き飛ばしている。

			　兵士たちも黙っているわけではない。十数本の矢がジャイアントの一体に集中する。

			　ジャイアントは、うざったそうに片手で顔をかばう。

			　けむくじゃらの手の甲に突き刺さったかにみえた矢は、巨人が片手を軽く振ったとたん、ぱらぱらと地面に落ちる。皮(ひ)膚(ふ)をまったく貫(かん)通(つう)できていなかった。

			　圧倒的なまでの戦力差に、建物の上から射かけていた弓兵たちがひるみを見せる。

			　そこに、緑の肌の兵士たちが矢を射かけた。人間の弓兵は、ばたばたと倒れていく。

			「ジャイアントが盾になって、緑のやつが周囲を倒す。いい連携だな……」

			「ホブゴブリン」

			　ぼくは、ミアに「へ？」と聞き返した。

			「ホブゴブリン。ゲームでは、よくゴブリンの上位種、オークと同格の兵士として出てくる」

			「あれが……そのホブゴブリン、なのか。というかゴブリンとか出てきてないだろ」

			「あくまで仮称。ゴブリンは小柄な鬼として描かれることが多いから、そぐわないっぽい」

			　たしかに、そういわれればそうか。どうせ仮称だ。適当につけておこう。

			　上手くすれば、白い部屋で名前を聞けるだろうし。もっとも、白い部屋では、ヘルハウンドやジャイアント・ワスプの現地での名前は教えてくれなかったけれど。

			　いや……違うのか？　ぼくたちが先に名づけてしまったから、教えてくれなかったのか？

			　その仮説について、ミアに披(ひ)露(ろう)する。ミアは「かも、しれない」と呟(つぶや)いて、ぼくを見上げた。

			「でもいまは、そんなことはどうでもいいんだ。重要なことじゃない」

			「あ、ああ、そうだな」

			「アトリームにだって、モンスターくらいいましたよ。もっとすごいモンスターがね」

			「ネタを入れたい気持ちはわかるけど、ごめん、よくわからない」

			　ミアはしょぼんとした。首をぶんぶん振る。おい、英雄志願者、ネタに生きてどうする。

			「ん。気を取り直して……どうする、カズっち」

			　ぼくはもう一度、戦場となっている町の西側を見渡した。ジャイアントのうち１体が、主戦場から外れて、逃げる人間の兵士を追いかけだしていた。

			　あ、これ、チャンスかもしれない。

			「あっちのはぐれたやつを叩こう」

			「人助けもできて、一石二鳥？」

			「感謝はアテにしないでいこう。万一、人間からも攻撃されるという可能性も考慮した上で」

			　ミアは、一瞬、きょとんとしたあと、ぽんと両手を打ち鳴らした。

			「奇怪な術を操る、あやしいやつめ。さては魔女だな、的な」

			「そうでなくても、ぼくたちの恰(かつ)好(こう)は……」

			　ぼくたちはいま、学校指定の制服や体操着の上にリュックサックを背負っている。日本人からすれば普通の学生に見えても、この世界の住人にとっては、どうだろう。

			　ぼくがちらりと見たこの町の住人は、粗末な一枚布の服を着ていた。腰もとで紐(ひも)を結んだ恰(かつ)好(こう)で、男性でもスカートを穿(は)いているように見える。

			　いま逃げまどっている兵士の場合、その上に皮鎧(よろい)だ。ぼくたちの恰(かつ)好(こう)は、どこからどう見ても異質だろう。異(い)端(たん)審(じん)問(もん)にかけられても文句はいえない。

			　いや、文句をいう前に逃げるけど。

			「それに、ほら。ぼくはモンスターにしか見えない使い魔を連れているし」

			　後ろを見る。ウィンド・エレメンタルは、風でできた半透明の裸の女性だ。ぼくだって、なんの知識もなしに見たら、モンスターだと思うだろう。そんなものを複数体従えているぼくなんて、怪しいことこの上ない。

			　かといって、ウィンド・エレメンタルなしでジャイアントを倒せるとも思わない。使い魔による護(ご)衛(えい)は、絶対に必要なのだ。

			　そして、この戦い、所(しよ)詮(せん)は前(ぜん)哨(しよう)戦(せん)だ。ＭＰ消費はなるべく少なくして勝ちたい。

			「ん。カズっちのＭＰ温存は賛成。召(しよう)喚(かん)を７にして、新しい使い魔、呼びたいところ」

			　召(しよう)喚(かん)で呼び出す使い魔の強さは、おおむね武器スキル持ちのマイナス２ランクあたりだ。

			　召(しよう)喚(かん)ランク７で呼び出せるようになるケンタウロスナイトなら、槍(そう)術(じゆつ)ランク５時代のアリスと同程度の強さ、ということである。

			　いやもちろん、アリスの方がずっとクレバーで、上手な戦い方をすると思うけれど。

			　あのジャイアントの強さについては、さっきから見ている限り、槍(そう)術(じゆつ)ランク５時代のアリスなら、なんとかできる……そんな気がする。

			　無論、パワーはジャイアントが圧倒的だろうし、アリスはリーチでも負けているから、相応の戦い方は必要だろう。でも、それはこれまでの戦いでも同じだった。エリート・オークだって、ジェネラルだって、体格では圧倒的に上だった。

			　アリスやたまきは、その圧倒的なパワーの差を理解した上で戦った。ときにいなし、ときには強引に懐に入り込むことで、身体的な劣勢を跳ねのけてきた。

			　ジャイアントが相手でも、その差がいっそうおおきくなっただけのことだ。

			　いや、その「だけのこと」が至(し)極(ごく)厄(やつ)介(かい)であることは理解しているけれど、方向性としては、おおむねそういうことだ。

			　そして、敵が単純バカなら、いくらでもやりようはある。

			「まずは、１戦交えて、だな」

			　ミアはぼくと自分にフライをかけなおし、ウィンド・エレメンタル２体と共に町の内部へ侵入する。建物の陰に隠れて低く飛び、南方、こちらの方に移動してくるはぐれジャイアントに接近する。

			　そのジャイアントは逃げる兵士を追うのに夢中になっているようで、いまのところこちらに気づいた様子はない。しかも、かなり本隊から離れてくれていた。

			「ミア、まずはストーン・バインドでいけ」

			　地魔法のランク４、ストーン・バインドは、石に対してかける魔法だ。

			　幸いにして、この町の通りの一部は、石畳で舗(ほ)装(そう)されている。いまジャイアントが向かっているあたりもそうだ。

			　ストーン・バインドをかけた石は、強い粘着力を持つ。石畳にかければ、ジャイアントの足の裏を地面に張りつけることができるはずだ。

			　上手くかかってくれれば、あとはもう、ミアが攻撃魔法の連打で仕留める。

			　無理なら、ウィンド・エレメンタルが足止めしている間に攻撃魔法の連打で仕留める。

			　どっちにしろ、ミアの攻撃魔法頼りになるけれど、ぼくがランク７の使い魔を呼び出せるようになるまでは、仕方がないところだろう。

			　角を曲がったところで、ジャイアントの姿が見えた。醜(みにく)い顔の巨人は、ちょうど目当ての兵士を見つけ、これを踏みつぶしたところだった。

			　ケチャップのパックが潰れたように、赤黒い液体が飛び散る。

			　いまさら、これくらいの光景で動揺したりはしない。

			　でも怒りは、沸(わ)く。ぼくは拳(こぶし)をかたく握る。

			「ん」

			　ミアがきゅっと口を引き結ぶ。ぼくと同様、ミアだって怒っているのだ。

			　ジャイアントの近く、15メートルほど離れた建物の陰で着地。顔だけ出して、巨人を見上げる。

			　ここに至っても、向こうはぼくたちの存在に気づいていない。兵士を踏みつぶしたまま、満足そうにニタリと笑っている。近くで見ると幼児のような顔をしていた。ネオテニー、といえばいいのだろうか。醜(しゆう)悪(あく)な顔だ、とぼくは思った。

			「いくよ」

			「ん。任せて」

			　戦闘、開始。

		

	
		
			第78話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い２

			　

			　物陰からそっと顔を出して、15メートル先の街路に立つジャイアントを観察する。

			　でかい。全長４メートル、ということは某鉄の棺(かん)桶(おけ)なむせる巨大ロボットと同じくらいなわけだから、そりゃあ頭のなかではわかっていたのだけれど……。

			　やはり実物をすぐ近くで見るというのは、違う。オークや蜂とは比べ物にならないほど、威(い)圧(あつ)感(かん)がある。

			　幼いころ、動物園で象を見た。象が歩くたび、ずしん、ずしんと地面が音を立てていた。柵のすぐ向こう側にいる象を見上げて、ぼくはあんぐりと口をあけた。

			　あのときぼくは、自分が安全だと知っていた。象が襲ってこないことも、絶対に破れない壁が目の前にあることも理解していた。いまは違う。あのときの象と同じくらい巨大なこのモンスターは、凶暴で、しかもぼくとこいつの間にはなんの壁もない。

			　開幕、ミアがジャイアントの足もとにストーン・バインドを放つ。ジャイアントの足が、地面に埋め込まれた煉(れん)瓦(が)にぴたりと貼りついた。

			　よし、きいた！

			「ミア、沈黙からの……」

			「ん。サイレント・フィールド。……ポイズン・スモッグ」

			　まずはサイレント・フィールドでジャイアントが声を出せないようにする。しかるのち、黒みがかった緑色の雲を、ジャイアントの身体がすっぽり包み込むように発生させる。

			　ジャイアントの苦(く)悶(もん)に満ちた叫び声が発生する……はずだったが、それはサイレント・フィールドによってまったく聞こえない。

			　ポイズン・スモッグは、毒の霧を発生させる魔法だ。水魔法のランク３に似たようなものがあるが、風魔法のこちらはランク５だけあって、かなり即効性の魔法である。

			　かなりの猛毒で、触れただけで肌をも腐食させる。ずっと霧のなかに居続けると、普通の人間なら15秒ほどで死にいたるという。集団戦ではたいへん効果がおおきな魔法だ。ストーン・バインド等の足止めとあわせて使うと、極悪なまでの性能を発揮するはずだった。

			　現にいま、雲の外にいるぼくたちでも、ジャイアントがおおいに悶(もだ)えているのがシルエットでわかる。ジャイアントは足を地面から離すことができず、ゆえに逃げることも叶わない……。

			　はずだったのだ、が。

			　ジャイアントの咆(ほう)哮(こう)が響き渡る。離れたぼくたちのもとにすら伝わってくるほどの衝(しよう)撃(げき)波(は)。

			　周囲の家屋がビリビリと震える。サイレント・フィールドが破壊されていた。

			「ジェネラルと同じ、魔法破りか！」

			　だがサイレント・フィールドは破れても、ストーン・バインドは破れなかったようである。

			　足は煉(れん)瓦(が)に張りついたままだ。そして魔法でできた重い雲は、ジャイアントの周囲を取り囲んだまま。

			「これって、サイレント・フィールドがランク２で、ストーン・バインドがランク４、ポイズン・スモッグがランク５だからか？」

			　つまり、こいつはたとえば「解呪の咆(ほう)哮(こう)：ランク２」みたいなものを持っていて、ランク２の魔法は破れても、ランク３以上の魔法は破れないということだろうか。

			　いや、こいつの魔法破りで破壊できるランクのボーダーは３の可能性もあるけれど……。

			　この仮説が正しければ、今回、逃げられる心配はないか。このジャイアントは、毒の雲を維持して殺せることになる。しかしいまの咆(ほう)哮(こう)は、ほかのジャイアントやホブゴブリンに警告を促(うなが)しただろう。次からは、こんな上手くはいかないに違いない。

			　いや、そもそも……。

			　地面が音を立てて引き裂かれる音が、周囲に響く。ジャイアントは、ちから任せに地面に敷かれた煉(れん)瓦(が)ごと足を持ち上げた。無理矢理に１歩を踏み出す。そのたび、地面が激しく揺れる。

			「なんて馬鹿力だ、こいつ！」

			　幸いにして、敵の抵抗はそこまでだった。毒の霧を抜けたところで、体力が尽きたのか、その場にがっくりと膝をつく。

			　そりゃあ、１分近くも猛毒の霧のなかにいたのだ、無事ではすまないに違いない。

			　むしろ、通常の人間が死ぬラインの４倍近くも粘っていたのが脅(きよう)威(い)である。

			「ライトニング」

			　ミアの容(よう)赦(しや)のない電撃攻撃が、弱った巨人を打ちすえる。

			　さらに……。

			「ストーン・ブラスト」

			　とどめとばかりに放った石弾の雨が、ジャイアントの頭部に命中。モンスターは地面に倒れた。その身体が溶けるように消えていき、そのあとには青い宝石が３つ、残る。

			　ぼくとミアは白い部屋に行く。ミアがレベルアップしたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「雑(ざ)魚(こ)なのに、かなり強敵」

			　ぼくとミアは、白い部屋でさっそく作戦会議に入る。

			　ＰＣの前の椅子に座ったぼくの膝に、ミアがぴょんと飛び乗ってくる。

			「おい」

			「ん。役得」

			　ぼくを見上げて、ミアはほんの少し笑う。

		

	
		
			[image: p_18.jpg]
		

	
		
			　親(しん)戚(せき)の小学生の従妹(いとこ)みたいだ。いやまあ、ぼくの親(しん)戚(せき)の従妹(いとこ)は、もう少し生意気だったけど。

			「スキンシップを重ねて、カズっちの好感度を上げる」

			「ゲームみたいにいうな」

			　あれ、とミアは小首をかしげる。

			「ＣＧぶっこぬきのエロゲの方がいい？」

			「なんのこといってるのか、健全なぼくにはわかりません」

			「仕方がない……頭でわからないなら身体でわからせて」

			　ぼくは向かい合わせになろうともぞもぞ動くミアの額を、ぺしりと叩いた。

			　軽いつもりが、思ったよりちからが入ってしまったようで、ミアは額を押さえて涙目になる。

			「この痛みも、愛のかたち？」

			「ああそうだよ、愛だ愛。だから話をもとに戻そう」

			「むう。愛が適当」

			　ぼくはミアの肩をつかんで、強制的に１８０度回転、ノートＰＣの方を向かせる。

			　ＰＣのモニタに表示されているのは、いつもの質問受けつけウィンドウとスキルポイント割り振りウィンドウだ。

			「あのジャイアント、強さ的には、確実にエリート・オーク以上だよな」

			「経験値的には、少なくともオーク10体分以上あるっぽい。わたしのレベルアップまでの残り経験値が、たぶん、そのくらいだった」

			　オーク10体分以上ってマジか……。

			　いやまあ、ジャイアントだもんな。身長４メートルもあるヤツがちから任せに殴りかかってくるってだけで厄(やつ)介(かい)だし、オーク10体分じゃ安すぎるくらいだ。

			「加えて、サイレント・フィールドが破られた」

			「ジェネラルと同じ特殊能力だな」

			　そのへんも含めて、聞いてみるか。ぼくはノートＰＣのキーボードを叩く。

			　まず、ジャイアントの正式名については「ジャイアント」という返答がきた。

			　ホブゴブリンの正式名についても「ホブゴブリン」という返答がきた。やっぱり、こっちが勝手に名前をつけると、それがシステムに登録される的な仕組みなんだろうか。

			「カズっち、グロブスターは？」

			「一応、やってみるか」

			　結論からいうと、グロブスターの正式名については教えてくれなかった。

			　これは……ちょっとした差だけど、でも意味深だ。

			「ん。初めて見たモンスターに『鈴木土下座ェ門』とかつけてみて、反応を見たいところ」

			「心で『ビホルダー』と考えてしまったら、ビホルダーで登録されるんじゃないか」

			「そもそも、あんなヤバいやつに会いたくない」

			　だったらいうなよ……。

			　ちなみにビホルダーというのは、ダンジョンズ・アンド・ドラゴンズというテーブルトークＲＰＧに存在する目玉お化けの固有モンスターである。過去にいろいろあって、現在ほかのゲームや漫画、小説で使用される場合、イビルアイやゲイザー、ドゥゲイザー等と呼ばれている。

			　それはさておき……。

			　ジェネラルやジャイアントが持っていた解呪の特殊能力についても、質問してみた。

			　やはり応答なし。ただし、高レベルのすべてのモンスターが持っている能力なのか、という問いに対しては「否」という返答。

			「ってことは、あれやっぱり、特殊能力のひとつなんだな。レベルが上がると自動的に低レベル魔法はキャンセルされるとか、そういう非道なことはないわけだ」

			「逆にいうと、こっちが対策なしでバインド系魔法を喰らうと、詰みになるかもしれない」

			　ミアのいう通りだ。ホブゴブリンのなかに魔法を使うやつがいるとしたら、そのあたりも注意する必要がある。

			　注意しても、どうしようもないことがあったりしたら……お手上げ、だなあ。

			「ミア、あと聞くことはあるか」

			「現地人のこと」

			　ああ、うん。そうだよな、答えてくれないだろうけど、一応、訊ねておくか。

			　ぼくは、いまモンスターの部隊と戦っている現地人たちについていろいろ訊ねた。それと、この町についても。あまり答えは期待していなかったが、意外なことに返答があった。

			　この町の名前は現地民の呼び名でヘシュ・レシュ・ナシュ。

			　現地民は、自らを人類と呼んでいる。そして、人類の話す言語は、彼らが呼ぶところの共通語。ぼくたちは、現段階では、共通語で会話する者たちとの意思疎(そ)通(つう)ができない。

			「これは……」

			「ん。なんか、協力的？」

			「いや、どうなんだ」

			　ぼくとミアは顔を見合わせ、困惑する。

			「あ、まさか」

			　ぼくは、ふとひとつの質問を思いつく。ＰＣに訊ねた内容は「ぼくたちが共通語で会話をする方法は」である。

			　返答がきた。その内容に、ぼくとミアは息をのむ。

			「ミアベンダーに用意した魔法を使用すること……」

			　ミアの行動は素早かった。ぼくの膝から滑り下りると、部屋の中央のミアベンダーに駆け寄り、ラインナップを確認する。

			「ぬかった……っ、われとしたことが」

			「誰だ、われって」

			　額を押さえて「アウチ」のポーズをするミアの後ろから、ミアベンダーの画面を覗き込む。

			　たしかに、存在した。少なくともぼくが20レベルになったときは存在しなかったいくつものアイテムが、ミアベンダーのなかにある。

			　その大半については、いまはどうでもいい。重要なものは、たったひとつ。

			　ランク２魔法、メニー・タンズ。

			　必要トークンは、ほかのランク２魔法の半分、たった２００個。

			　といっても、手持ちだけでは足りない。

			「ぼくたちふたり合わせて、トークン１５０個分くらい。いま倒したジャイアントが30個分だから……」

			「あと１体、ジャイアントを潰せば」

			　計算上は、そうなるか

			　問題は、そのあとレベルアップして、またここに来なきゃいけないことだけど。

			「どのみち、敵を倒さなきゃ、ここの人たちと交(こう)渉(しよう)なんてできない」

			「そりゃ、そうか……」

			　ミアのいう通りだ。やるべきことは、あまり変わらない。とにかくいまは、敵戦力を削り続けるしかない。

			　厄(やつ)介(かい)なのは１体目から敵に咆(ほう)哮(こう)を許してしまったことか。

			　これでもう、敵軍には、強敵が存在することを教えてしまった。

			　いや……そうだろうか。あの叫びは、警告になっただろうか。警告だったとして、いきなり全軍が警戒し、攻撃を止めたりは……しないよな。

			「ミア。今後、敵はどう出ると思う」

			「様子見の部隊を送る？」

			「どれくらいの規模だと思う」

			「おおめに見積もって、10体くらいのホブゴブリンに、ジャイアント１体」

			　まあ、そんなもんか。

			　だとしても……かなり厄(やつ)介(かい)なことになりそうだなあ。いまのぼくたちで勝てるだろうか。

			　いざとなれば、ぼくのＭＰを使い、アイアンゴーレムを召(しよう)喚(かん)するという手もあるが……。

			「カズっちのＭＰは温存でいい」

			　ミアは首を振り、宣言する。

			　たしかにいまはミアのＭＰが大幅に余り、ぼくのＭＰは半分以下である。ぼくのＭＰを温存できれば、それに越したことはないのだが……。

			「それで死んだら、元も子もないんだぞ」

			「死なない。基本的には、分断して処理しよう」

			　それに、とミアはにやりとしてぼくを見上げる。

			「迎撃戦なら、敵を待ち構えられるなら、カズっちの得意な戦法がある」

			「落とし穴か！」

			　ミアはうなずく。

			「アース・ピットで、罠(わな)を仕掛ける」

			　

			　ミア：レベル14　地魔法４／風魔法５　スキルポイント３

			　

			　ぼくたちはさらにいくつか質問を重ねたのち、もとの世界に戻る。

			　ポイズン・スモッグを風魔法で吹き散らし、トークンを拾う。

			　ジャイアントが死んだ街角で、手際よく迎撃の準備を行った。

			　待ち構えて、数分後。

			　次の敵がやってきた。

		

	
		
			第79話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い３

			　

			　人間がふたり、並んで歩ける程度の路地だった。

			　ずしん、ずしんとジャイアントの足音が響く。地面が揺れる。

			　身長４メートルの巨体が、建物の角を曲がり、その姿を現す。その後ろには、緑の肌の兵士、ホブゴブリンの部隊が続いている。

			　そこに、ぼくとミアが姿を見せる。

			　彼我の距離は20メートルあるかないか。敵がこちらに気づく前に、ミアが魔法を使う。

			「ストーン・バインド」

			　ジャイアントの足もとの地面が、強い吸着力を持ち、この巨人を足止めする。

			　巨人は、いらだちの声をあげた。ホブゴブリンの集団が、ぼくたちの姿を見て叫ぶ。

			　10名ものホブゴブリンが、二列縦隊で、剣と盾を構えて、整然と突進してきた。

			　おそろしい迫力だ。いましも背を向けて逃げ出したくなるところを、必死でこらえる。

			　彼らが、ぼくたちの５メートルほど手前まで到達したとき……。

			　先頭の４名の姿が、ぱっと消える。

			　さきほどまで頑(がん)丈(じよう)な煉(れん)瓦(が)が敷き詰められていたはずの地面に、ぽっかりと大穴が空いたのだ。

			　あらかじめミアがアース・ピットを使い、さらに風魔法ランク５のリファクションという幻(げん)影(えい)魔法でその穴を隠していたのである。

			　地魔法と風魔法のコンビネーションにより、即席の罠(わな)が完成したのだった。

			　これではもう、ぼくが穴を掘る必要なんてない。

			　いや、スコップもないし、こんな煉(れん)瓦(が)敷きの地面で穴なんて掘れないけど。

			　落とし穴の横幅は、路地の道幅いっぱい。確実に先頭の２体は落ちると読んでいた。

			　４体も落ちてくれたのは、なんともラッキーだ。

			「ポイズン・スモッグ」

			　ミアは、穴のなかめがけて毒霧の魔法を使う。穴のなかに落ちたホブゴブリンたちから、かん高い悲鳴があがる。

			　残りのホブゴブリンたちが罠(わな)にかかったと気づき、立ち往生するところを……。

			　ウィンド・エレメンタル２体が、横の建物の屋根から飛びかかる。使い魔たちに与えた任務は、混乱を巻き起こし、１体でも多くの敵を穴のなかに落とすこと。

			　さらに２体のホブゴブリンが、落とし穴に転落する。

			　道幅が狭いことが幸いし、ホブゴブリンは立ち往生していた。いくら規律がしっかりしているといっても、彼らにとって、こんなかたちの攻撃は想定外だろう。

			「ミア、追撃だ」

			「まーかせて。ワールウィンド。ライトニング」

			　フライで少し浮き上がったミアの魔法攻撃が、混乱するホブゴブリンたちを痛めつける。

			　ワールウィンドによってホブゴブリンの退路を断ち、一列に並ぶ彼らをライトニングで何度も打ちのめす。

			　楽勝ムードに見えるが、じつは時間との勝負だ。十数メートル先で足止めしているジャイアントが、いつ足場をちからまかせに破壊してくるか。それまでにこのホブゴブリンたちを始末できるか。

			　まだ穴に落ちていない４体が誰も倒れないうちに、ぼくがレベルアップする。

			　ってことは、穴に落ちた６体だけで経験値が溜まったか……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さて、それじゃ」

			　ぼくは白い部屋で、さっそくＰＣに向かう。

			　ミアに了解をとったあと、召(しよう)喚(かん)魔法のレベルを上げる。

			　これで、ようやく本格的な準備が整う、か。問題は倒した敵の宝石を拾えないから、まだメニー・タンズの魔法を買えないことだけど……。

			　いまは目の前の敵を片づける方が重要だ。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル22　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法６→７　スキルポイント８→１

			　

			　ぼくたちはもとの場所に戻る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦場に戻ってすぐ。

			　ミアはさらに、上方からライトニングを放つ。

			　ホブゴブリンのうち１体を仕留めてみせる。

			「こいつら、あんまりタフくない」

			　さらにもう１発のライトニングで、１体のホブゴブリンが青い血の海に沈む。

			　ここでミアがレベルアップ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「む、むむ。ホブゴブ８体目でわたし、レベルアップ……」

			　白い部屋で、ぼくとミアは経験値の計算をする。ホブゴブリン８体を倒したとして……。

			　ホブゴブリンの経験値は、おそらく。

			「オーク４体分、でほぼアタリ」

			　ミアがいう。ぼくも同意する。間違いないだろう。数が多い敵の経験値は、計算しやすい。

			　ミアのスキルポイントは温存する。まず風魔法をランク６にしたい。

			　

			　ミア：レベル15　地魔法４／風魔法５　スキルポイント５

			　

			　もとの場所に戻る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　残るホブゴブリンは２体。だがここに至り、２体は協力して、背後に存在するワールウィンドでできた突風の壁を突破しようと試みる。

			　１体がウィンド・エレメンタルの攻撃を引きつけているうちに、もう１体が盾をかざして、突風に突入したのだ。

			　風の抵抗を受け、ぼろぼろになりながらも、１体のホブゴブリンが向こう側によろめき出る。

			　ちょうどそのタイミングで、ジャイアントが吸着する足場を粉(ふん)砕(さい)した。

			　ホブゴブリンが、なにごとか叫び、ジャイアントに指示を出す。

			　ジャイアントはうなり声と共にうなずき……。

			　くるり、ときびすを返した。

			　走り出す。いや、逃げ出している。

			　まずい、ホブゴブリンならともかく、ジャイアントを本隊のもとに返しては……。

			　と、焦るぼくの手を、一度降りてきたミアがぐいと掴(つか)む。

			「追撃」

			「わ、わかった」

			　ミアはそのまま、フライで上昇し、ジャイアントを追う。

			　フライの魔法でふたり分を支えられるのは、ぼくが事前に、ミアにもマイティ・アームをかけておいたからだろう。それでも重量の分、スピードは鈍るから……。

			「カズっち、あとはひとりで追って」

			「了解！」

			　ミアはぼくにフライをかけ、前に放り出す。ぼくは悲鳴をあげ、きりもみ回転しながら、必死で飛ぶ方角を調整する。

			　ホブゴブリン２体の頭上を抜け、ジャイアントに追いすがり……。

			「サモン・ケンタウロスナイト」

			　ぼくの真下の地面に、下半身が馬で上半身がたくましい体(たい)躯(く)を持つ男性の使い魔が召(しよう)喚(かん)される。

			　右手にはランス、左手には盾、腰には予備の剣。背中には弓と矢筒を背負っている。金属の鎧(よろい)を身にまとい、頭もフルフェイスだ。

			　ケンタウロスナイトは、召(しよう)喚(かん)された直後から猛スピードでぼくに併(へい)走(そう)する。

			　フライのかかったぼくと同じスピードにもかかわらず、ケンタウロスナイトの方はまだ余裕がありそうだ。

			「あのジャイアントを倒せ！」

			　ぼくは命じる。ケンタウロスナイトは、なにかぼくにはわからない言葉で叫び、猛スピードでジャイアントとの距離を詰めた。彼我の距離があっという間に縮まり……。

			　ケンタウロスナイトが跳躍する。ジャイアントの背中に、身体ごとぶつかっていく。

			　鋭く長いランスは、巨人の心臓を背後から一撃で貫(つらぬ)いた。

			　ジャイアントは断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴をあげて、うつぶせに倒れる。ケンタウロスナイトは、とどめとばかりにランスを捨て、腰の剣を抜(ばつ)刀(とう)して首に一撃。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)だった。首筋から青い血を吹き上げ、ジャイアントの身体が倒れる。

			　その身が薄れていく。

			　一方、上手く飛行魔法が制御できなかったぼくの身体は、建物の壁面にぶち当たってようやく止まる。痛い、めちゃくちゃ痛い。おおきな怪(け)我(が)はないけど、背中がこすれて、皮が剥(む)けてそうだ。

			　ともあれ、ぼくは立ち上がり……。

			　振り向けば、２体のウィンド・エレメンタルが、ホブゴブリンの残り２体を始末しているところだった。なんとか、敵を全滅させることができたのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　４種のエレメンタルには毒がきかないと、Ｑ＆Ａで答えが出ている。だから毒霧はもう消えているけれど、穴のなかの宝石は一応、ウィンド・エレメンタルに任せた。

			　ちなみにホブゴブリンは、１体につき赤い宝石を５個、落としている。

			　ホブゴブリン10体でトークン50個分。さらにジャイアント１体で30個分。

			　この戦いだけで80個分も集まり、いまぼくたちのトークンは合計で２６０個分だ。

			　これでメニー・タンズを買うことができる。

			　問題はぼくもミアもレベルアップしたばかりということくらいだ。白い部屋に行かないと、ミアベンダーは使えない。

			　はっはっは、次のレベルアップはいつになることか……。

			「逆に考えるんだ、カズっち。敵はまだたくさんいるや、レベルアップし放題だと考えるんだ」

			「なんとも前向きなことで」

			　いやまあ実際、それくらい前向きに考えないと、これだけの敵を相手にやってられるか、というところではある。

			　ジャイアントが、あと４体。

			　ホブゴブリンは少なくとも１５０体以上。

			　加えてまだ一体も交戦していない、最低でも火魔法ランク３を使うメイジ・ホブゴブリンが５体以上。ヘルハウンドとは別の、狼のようなモンスターもいる。

			「いちばん厄(やつ)介(かい)なのは、ホブゴブリンたちの協調性の高さだな……。今回は失敗していたけど、危機にあたって協力して戦おうとする。自分の身を犠(ぎ)牲(せい)にしても、軍として勝利しようとする。ふたりしかいないぼくたちにとっては、とても危険な相手だ」

			「ん。次も上手くいくとは思わない方がいい」

			　ふたりの意見は一致していた。そのためにも……。

			「とにかく敵の鼻づらを掴(つか)んで、ひっぱりまわすこと、か」

			「テンポアド、大事」

			　精鋭ではあれども数が少ないぼくたちは、先手を取り続けなくてはならない。

			　ぼくたちは、休む間もなく、次の戦いに向けて移動を開始する。

		

	
		
			第80話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い４

			　

			　ひとまずは状況の確認だ。

			　ぼくとミアは２階建ての建物の屋根にあがり、遠くを観察する。

			　残る４体のジャイアントが、さきほどまでぼくたちがいたあたりに進撃していく。邪魔な建物を破壊し、道幅を無理矢理に広げている。

			　おそらくは、あのジャイアントたちの足もとで、ホブゴブリンたちが整然と隊列を組んでいるのだろう。

			「あの場所で迎撃を続けなくて、よかったな」

			「ん。一撃離脱。移動し続けないとダメ」

			　ぼくたちはひとまず安(あん)堵(ど)し、では、と次の作戦を考える。

			「分断して各個撃破、といきたいところだけど」

			「ん。現地のひとたちが、無(む)謀(ぼう)な突撃をしてくれれば、それを囮(おとり)に……」

			　さっき、英雄になりたい、といってたひとがコレですよ。

			　彼女の場合、いざ作戦立案となるとゲームっぽい合理的思考がそれまでの感情的ないれこみにとってかわっちゃうんだろう。

			　じつに頼もしいことではある。彼女が行きすぎた合理的思考に堕(だ)するなら、ぼくが声をかけてやればいいだけのことだ。ぼくたちは、お互いに互いの欠点を補える。

			「現地のひとたちと協調できれば、少しは楽になりそうだね」

			「そのためにも、メニー・タンズ。……あとは、わたしがレベルアップするだけ」

			　ミアベンダーを使えるのは、レベルアップして白い部屋に行ったときだけだ。

			　次にレベルアップが近いのは、ミアである。ざっと経験値を計算した限りでは、あとホブゴブリン３、４体程度だろうと思われた。

			　と、敵軍に動きがある。狼の遠吠えがあがり、狭い路地を抜けて、なにか灰色の生き物がものすごいスピードでこちらに近づいてくる。

			「遠くでちらりと見た、あの獣か」

			　狼らしきあのモンスターが臭いでこちらを追跡してきたというなら、ここで確実に全滅させなければ、今後の作戦行動に支障をきたすだろう。

			　ぼくとミアは迎撃態勢を整えるべく、一度、地上に降りる。

			　さっき呼び出したばかりのケンタウロスナイトにキーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アームの３種の付(ふ)与(よ)魔法をかける。キーン・ウェポンに関しては、槍(やり)と剣と弓の３つすべてだ。

			　なおＱ＆Ａによれば、弓矢の場合、矢ではなく弓にキーン・ウェポンをかけることで、そこから発射される矢がすべて強化されるらしい。

			　本当はハード・ウェポンやハード・アーマーもかけてあげたいところだが、ここはぐっとこらえてＭＰを温存しよう。状況によっては、もう１体、このケンタウロスナイトを呼び出すかもしれないのである。

			　はたして、建物の角を曲がって現れたのは、２体の、灰色の毛を持つ狼のようなモンスターだった。

			　ぼくの使い魔であるグレイ・ウルフよりひとまわりおおきな体(たい)躯(く)。爛(らん)々(らん)と輝く赤い双(そう)眸(ぼう)。

			　２体が、おおきく吠えて、毛を逆立てる。

			　彼らの全身が、青白く輝く。

			　あ、これなんかヤバい。ぼくはとっさに、ウィンド・エレメンタルを前面に立てる。

			　次の瞬間、２体の狼型モンスターが、ウィンド・エレメンタルに衝(しよう)突(とつ)していた。

			「ワープか？」

			「ん。ただ速いだけっぽい」

			　瞬きする間もなく、15メートルほどの距離を詰められたのだ。体当たりされたウィンド・エレメンタルが女性の声で悲鳴をあげる。

			　使い魔たちは、しかしそうして体当たりしてきた狼型モンスターを両手で捕まえている。

			　おおきなダメージを受け、それでも主人を守るべく、身を挺(てい)して狼たちを拘(こう)束(そく)する。狼たちの全身が、パチパチと音を立てていた。

			　静電気、なのか？　だとしたら、いまのって……。

			「雷に変化する的な特殊能力で距離を一気に縮めた、みたいな」

			　ミアが呟(つぶや)く。

			「でも、だとしたら、ウィンド・エレメンタルにはあまり効いてないはず。相性的にラッキー」

			　そうかもしれない。ウィンド・エレメンタルは、常時レジスト・エレメンツ：風がかかっているらしいのだ。これはほかのエレメンタルも同様、属性に対応する耐性を保持しているとのことである。

			　でも、そんな相性のいいウィンド・エレメンタルが受け止めてなお、かなりのダメージを受けているようだった。

			　それだけのちからがあるモンスターなのか。

			　だとすれば、こいつらを倒せる絶好の機会を逃すわけにはいかない。

			　ぼくはケンタウロスナイトに素早く攻撃を命じる。ケンタウロスナイトが抜(ばつ)刀(とう)し、すれ違いざま、２体の狼型モンスターを斬り裂く。

			　まさに一撃必殺。ケンタウロスナイトが剣をひと振りするだけで、狼型モンスターは真っ二つに斬り捨てられていった。

			　おそるべきは、ケンタウロスナイトの卓(たく)越(えつ)した剣さばきだ。

			　ランク５の剣術と同等、つまりエリート・オークより強いということである。

			　２体の狼型モンスターが、露となって消えていった。あとには、青い宝石がひとつずつ残る。

			「ん。レベルアップ」

			　ミアが告げる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。

			　メニー・タンズを購入できるようになったぼくたちは、ミアベンダーの前に立つ。

			「どうしようか。これはミアが覚えるか？　ＭＰはまだ、そっちの方が余裕ありそうだし」

			　４属性のランク２の魔法には、レジスト・ウィンドやレジスト・アースのように、ぼくたちにはあまり必要のない魔法がある。これを潰してメニー・タンズを入れるべきだ、というのがぼくの意見だった。

			　ミアは首を振る。

			「カズっちは、わたしたちの、リーダー。この魔法は、カズっちが覚えるべき」

			　なるほど、それも一理ある。ＰＣに質問したところ、メニー・タンズの効果時間はまる１日、つまり24時間であるらしい。これはレベルアップやスキルのランクでも変化しないのだとか。

			　ちなみに、リード・ランゲージも同様である。昨日の夜にかけたぼくのリード・ランゲージはまだ効果が続いているということだ。あれから異世界の文字なんてひとつも読んでないから、関係ないけど。

			　さて、ぼくがこの魔法を覚えるとなると、替わりになにを切り捨てるべきか……。

			「サモン・パペット・ゴーレムとか、もういらないかな……」

			「ただ戦うだけの使い魔じゃ、インフレについてこられない。燃費はいいけど」

			「ランク２のモンスターはさすがになあ」

			　ランク１のカラスは、いまだにいろいろと活躍しているんだけどね。

			　ランク３の狼も、たぶん、使いようはあると思う。

			　でも、ランク２のこれは……なあ。

			「これでいよいよぼくたちも、この世界のひとたちと会話できるようになるってわけか」

			「未知との遭(そう)遇(ぐう)、相互理解、そして育まれる男同士の愛……ふう」

			　わざとらしく頬を染めるミア。ぼくはつとめて無視することにする。

			「さて、戦場に戻るか」

			「カズっち、あともうひとつ」

			「なんだよ」

			「たぶん、次の敵が、すぐ来る。迎撃か逃げるか、決めておこう」

			　ああ、そうか。さっきの狼たちが案内していただろうからなあ。

			　敵軍の本来の予定では、狼たちが先制攻撃でぼくたちの出鼻をくじき、遅れてきた部隊が始末をする、というあたりだったのだろう。

			　でも、ぼくたちの戦力は予想以上だった。先に先発隊かつ足止め要員の狼たちを殲(せん)滅(めつ)してしまった。結果的に……。

			「各個撃破できそうだよな」

			「かも、しれない」

			　少なくとも、巨人が近づいてくるような音はしていない。ホブゴブリンだけなら、多少、数が多くてもなんとかなるだろう。

			「わたし、風魔法を上げるから、援護の手段も……増える」

			「ああ、風のランク６は、ライトニング・アローがあるか」

			　ライトニング・アローは、風属性ではランク３のライトニング以来となる、直接攻撃魔法である。雷の矢をランクにつき１本飛ばすという、火魔法ランク２のフレイム・アローと同じような魔法だ。

			　ランク６でやっと火のランク２と同様の魔法とは、さすが直接攻撃に長(た)けた火魔法というべきか、風が直接攻撃に向かない属性というべきか。さすがに矢１本あたりの威力はフレイム・アローよりかなり上で、しかもほぼ必中であるという。

			　別々の目標に雷矢を向けることもできるというから、雑(ざ)魚(こ)散らしにはおおいに効果を発揮するだろう。

			「逃げてもいいけど、敵は削れるときに削っておくべきかな」

			「ん。いまはまだ、余裕がある」

			　ぼくたちは、綿(めん)密(みつ)に打ち合わせを重ねた。いろいろなパターンを考え、討論のすえ、取(しゆ)捨(しや)選(せん)択(たく)していく。敵の出方によって、対応策を変える。

			　これでだいたいはだいじょうぶだろう、という計画ができたところで、ミアのスキルを上昇させる。

			　

			　ミア：レベル16　地魔法４／風魔法５→６　スキルポイント７→１

			　

			　ミアがエンターキーを叩く。

			　もとの世界に帰還する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　路地裏に戻って、準備を整え、敵の襲(しゆう)撃(げき)を待つ。

			　狼たちが出てきた道は、狭い。ここから出てきてくれるなら……。

			　はたして、２体のホブゴブリンが、盾を構えてその狭い道から飛び出してくる。10メートルほど離れたぼくたちの姿を見て、警告の声をあげる。

			　次の瞬間、そのうちの１体が喉に矢を受け、倒れ伏す。

			　弓矢を構えたケンタウロスナイトの、見事な一矢だった。

			　ここで、ぼくがレベルアップ。

			　打ち合わせは特に必要ない。すぐもとの場所に戻る。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル23　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法７　スキルポイント３

			　

			　残った１体のホブゴブリンは、仲間がやられたのを見て、一度、細い道に戻ろうとする。

			　だが盾を構えてじりじり下がったところで、ケンタウロスナイトのもう一射が、腿(もも)の肉を貫(つらぬ)いた。ホブゴブリンは、悲鳴をあげて地面に転がる。

			　それを聞きつけても、残りの敵は現れなかった。

			　これは……正面突破が危険と考えたか？　ふと気づく。さっきの警告の声なんかも、メニー・タンズを使っていれば聞きとれたんじゃ……。

			　ああもう、ぼくのバカ！　なんでこんな簡単なことに気づかない！

			　ぼくは唇を噛む。

			「カズっち、後悔はあと。いまは戦闘に集中」

			　ミアの叱(しつ)咤(た)の声で、理性を取り戻す。そうだ、反省はあとでいい。

			　ぼくは自分にメニー・タンズを使った。

			　その直後。地面に転がっていたホブゴブリンが、ケンタウロスナイトの追撃の矢を受け、断(だん)末(まつ)魔(ま)の声をあげる。

			「ガルガ・ニグーに栄光あれ！　魔王軍、万歳！」

			　死するホブゴブリンは、そう叫んでいた。

			　魔王……軍？

			　え、なに、あんたらそういう系？

		

	
		
			第81話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い５

			　

			　魔王軍。

			　メニー・タンズをかけた直後に聞いた、ホブゴブリンの叫び声が、これである。なんかもう、いきなりすごくアレな言葉を聞いてしまった気がする。

			　魔王。

			　いつの時代だよ、ドラクエかよ、といいたくなる単語だ。

			　メニー・タンズの野郎、いったいなにをどう翻(ほん)訳(やく)してやがる。

			　いや、待てよ。ぼくは少し冷静になって考える。

			　そもそもこの翻(ほん)訳(やく)、さきほどちょっとミアと話したように、ノートＰＣでのモンスター名翻(ほん)訳(やく)と同様「現地民での言葉を、ぼくたちが認識するなにかに置き換える」ものである可能性が高い。

			　たとえば、ぼくが最初にオークという単語をＰＣで知ったあのとき、すでに山の誰かがあの豚顔のモンスターを見て「オークだ」と認識していたから、ＰＣがあのモンスターを「オーク」として登録したという推論である。

			　なにがいいたいかというと、この「魔王軍」というのも、ぼくらの誰かが勝手に彼らをそう呼んでしまった結果ではないか、ということだ。

			　仮にメニー・タンズ翻(ほん)訳(やく)機構のようなものがあるとして、この集団が翻(ほん)訳(やく)機構によって「魔王軍」と登録されてしまった。だがそれは、最初にオークを見た誰かが「なんだよこれ、魔王軍かよ！」と叫んだだけかもしれない……とか、そういう話だ。

			　うん、別にだからといってなにがどう、というわけではない。ただ、本当に魔王がいるとかそういうアレな予断を持ちたくないだけである。

			　やー、だって……。

			　魔王だぞ。そんなものがいる世界に飛ばされたぼくらが、なにをやらされるかとか……ああもう、考えたくない。

			　よほど奇異な顔をしていたのだろうか。ミアがぼくを見上げてくる。

			　ああ、そうだ。いるかどうかもわからない魔王とかいうすっとこどっこいな野郎より、まず現実の問題に対処しなければ。

			「ここにいるのは、危険」

			「後退するか」

			　ミアは少し迷ったすえ、「上に」といって自分自身とケンタウロスナイトにフライをかけた。

			　なるほど、逃げるにしてもなんにしても、フライがあるとないとじゃ機動性が違う。

			　ぼくは飛ぶのが苦手だから、ケンタウロスナイトに運んでもらえってか。

			「んじゃ、頼むよ、ケンタウロスナイト」

			「任せて欲しい、主」

			　ぼくはケンタウロスナイトの背に飛び乗る。

			　ミアとケンタウロスナイトが空に舞い上がる。ウィンド・エレメンタル２体が追従してくる。

			　おお、ぼくの使い魔は、ぼくよりよほど飛ぶのが上手い……って。

			　なんだ、いまの渋い声。

			　……あれ？　いま、こいつしゃべった？

			　ぼくは、騎乗したケンタウロスナイトの顔を見る。

			　フルフェイスの使い魔は、兜(かぶと)の奥の赤い目でぼくを見返す。

			「ひょっとして、メニー・タンズのおかげ？」

			「左様だ、主」

			　なるほど、これまでもカラスなんかとはテレパシーっぽい意思疎(そ)通(つう)ができていたけど、ほかの使い魔とはまったく会話できなかった。でもそれは、こうした使い魔たちが独自の言語を保有していたってことなんだろうか。

			　あー、うーん、でもなあ。こうして会話できちゃうと、使い捨ての駒にするのもためらわれてくるなあ。

			「主よ、われらこの地に降り立った肉体は、所(しよ)詮(せん)、写し身。本体は別に存在する。遠慮なく戦術的に活用されよ」

			「う、うん、わかった」

			　やべぇ、一瞬で思考を読まれた。

			　いやまあ、使い魔の前で、どう使い捨てるか、みたいな話をよくしてたわけだしなあ。向こうとしても、そこは釘を刺してくるか。

			　正直、ケンタウロスナイトの気遣いはありがたい。いまここで、ぼくの思考がへんなところで鈍るのは、かなり危険なことである。彼らは駒、使い捨てできる便利な駒だ。そう考えていかないと、本当に大切なものを守れなくなる。

			「ええと、そうだ、ウィンド・エレメンタルたち、きみたちは……」

			「はい、なんなりとお命じを」

			　あ、やっぱしゃべれるんですね。なんとなくそんな気がしてました。

			　でも、これはこれで、戦術的におおきな価値がある。

			「ふたりは左右にわかれて、屋根の上伝いに移動しつつ、敵の動きをチェックして」

			　２体のウィンド・エレメンタルは、ぼくの指示に従い散っていく。ミアがぼくを見て「わたしにも、メニー・タンズ、ちょうだい」といった。

			　ああ、そうだな。これはきみにもかけておいた方がよさそうだ。

			　ぼくはミアに魔法をかける。

			　メニー・タンズを貰ったミアは、さっそくケンタウロスナイトに話しかける。

			「おっぱいのおおきな女の人と、お尻(しり)のおおきな女の人、どっちが好み？」

			「おいこら。えーと、答えなくていいからな」

			「ちぇっ。……じゃあ、ケンちゃん、あなたはこの世界について、どれだけ知ってる？　もしこの町についてわかるなら……」

			　ケンちゃんって、おい。

			　いいけどさあ。それに、質問そのものは非常に鋭いところを突いている。

			「残念だが、わたしはこの世界の存在ではない。必要ならば、詳しいことはのちほどに」

			「ん。じゃあもひとつ。あなたという個人を、また次も召(しよう)喚(かん)とか、できたりする？」

			「いまの状態では、次に召(しよう)喚(かん)されるケンタウロスナイトがわたしになるとは限らない」

			「『いまの状態では』っていったね。じゃあ、次もあなたという同じ個体を呼び出す方法ってある？」

			「専従契約を結ぶことで、可能となろう。だがわれは、その方法を知らぬ」

			「そか……」

			　なんか、ミア、すごいな。ゲーム的な発想なんだろうけど、ぼくが思いもよらなかった概(がい)念(ねん)を発掘してきたぞ。専従契約ってなんだよ。

			　でも、いまのところそういった契約とかはできないのか……。

			　同じ使い魔を何度も呼び出せるなら、情報の共有とかでラクもできそうだし、結構よさげだけど。そのあたりは今後の調査課題かな。

			　ま、そのあたりはあとの話だ。いまは目の前のホブゴブリンたちを迎撃しなければ。

			　ぼくたちが登った建物の屋根から見た限りだと、ホブゴブリンたちは狭い通路をふた手にわかれ、挟み撃ちをしようとしていたようだ。

			　その後、ぼくたちが屋根にいることを見つけた者たちが大声で連絡を取り合い、向こうも別の建物の屋根によじ登ろうとしている。

			　敵は、弓矢でぼくたちをなぶり殺しにする気のようだ。

			　こちらに来ているホブゴブリンの総勢は、20体程度。ただ気になるのは、ホブゴブリンたちの発言のなかに「インジュタイを呼んで来い」というものがあったということ。

			「インジュタイ、ってなんだと思う、ミア」

			「淫(いん)獣(じゆう)……あ、嘘、耳、引っ張っちゃいやん。語の意味でもって日本語に翻(ほん)訳(やく)されていると考えるなら……陰(いん)呪(じゆ)隊(たい)、とか」

			　ああ、なんかよくわからないけど、理解した。

			「魔法使いか」

			「たぶん。……だから、カズっち」

			　わかってるって、耐性付(ふ)与(よ)だろ。敵の魔法使いがどんな魔法を使って来るかは、偵(てい)察(さつ)の結果、ある程度わかっている。特に警戒するべきは、城壁の外から人間にぶっぱなしていた火魔法だ。

			　ちょうどそのタイミングで、ウィンド・エレメンタルたちも戻ってきた。

			「周囲に伏(ふく)兵(へい)は見当たりませんでした」

			「わかった、ありがとう」

			　会話できるのは、本当に助かるなあ。

			「ディフレクション・スペル。……レジスト・エレメンツ：火」

			　ここはＭＰをケチらず、全員に火耐性をつけておく場面だろう。オークの魔術師たちのように、いろいろな属性持ちがいる可能性もあるが、とにかく火の攻撃だけは段違いにダメージがでかい。そもそも地魔法とかなら、ヒート・メタルとかの絡め手できそうだし。

			　はたして、警戒は正解だったようだ。

			　ぼくたち全員が火防御を固めた、その直後。

			　彼方(かなた)から飛来した無数の炎の矢が、ぼくたちより少し高いところにいたウィンド・エレメンタルたちの肌を焼く。

			　間一髪だった。レジスト・エレメンツのおかげで、ウィンド・エレメンタルたちはほとんど傷ついていない。

			　飛んできた方向を見れば、ローブを羽織った者たちが、全部で４体。

			　皆、30メートル以上離れた建物の屋根に立っている。

			「メイジか」

			　時間をかけては、厄(やつ)介(かい)なことになる。ならば……。

			「ケンタウロスナイト、突っ込もう。あいつらを掃(そう)討(とう)する」

			「了解した、主」

			　ケンタウロスナイトは、ぼくを乗せたままフライによる飛行を器用に操り、ローブの者たちに突進する。ローブの者たちは慌てたように炎の矢を集中してくるが、ケンタウロスナイトの頑(がん)丈(じよう)な身体は、それらをものともしない……。

			　どころか、ケンタウロスナイトは剣を一(いつ)閃(せん)。炎の矢を断ち斬ってみせる。

			　おいおい、魔法すら斬れるのか。これもレジスト・エレメンツ：火で耐性がついているからかもしれないけど、それにしてもすごい。

			　距離が詰まったため、メイジはぼくたちにファイア・ボムを使ってくる。

			　これは目標に当たった瞬間、爆発し、広範囲に被害を与える、いわば魔法の手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)だ。手(しゆ)榴(りゆう)弾(だん)と違って投(とう)擲(てき)するわけじゃないから、多少、その射程は長いのだけれど……。

			　ケンタウロスナイトの眼前で炎の球が爆発する直前、ケンタウロスナイトは剣を投(とう)擲(てき)する。

			　剣は、炎の球を真っ二つに断ち斬った。

			　火球は、そのままシュッと音を立てて消滅する。

			　投(とう)擲(てき)された剣はさらにまっすぐ飛び、魔法を使ったローブの者の胸もとを襲う。

			　ローブの者が、慌てて身をすくめる。その頭上を、剣が通り過ぎる。

			　ちっ、避けたか。でも、そのおかげでローブがはがれた。

			　緑の肌、無毛。つぶれた鼻のついた、ひらたい顔。鋭く尖(とが)った耳と、おおきく横に裂けた口。

			　そして橙(だいだい)色の目。

			　いままでのホブゴブリンは、深くヘルメットをかぶっていたから、顔を見ることができなかったけど……。これが、ホブゴブリンの顔なのか。

			　で、やはりこいつは、ホブゴブリンの魔法使いか。

			「メイジ・ホブゴブリン、ってところかね」

			　なお残る３体のメイジは、距離を取るべく高くジャンプし、別の建物に逃げようとしていた。

			　これ、ハイジャンプか？　となると、風魔法も使える？

			　まずいな、ライトニングとかを喰らうと、さすがにぼくでも痛いはず。

			　いや、所(しよ)詮(せん)は「ちょっと痛い」程度と確信してはいるのだけれど……。

			　ケンタウロスナイトはランスを構え、正面のホブゴブリンを串刺しにする。メイジは断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴をあげて、その身を弛(し)緩(かん)させる。

			　人型のモンスターが露と消えたあと、ドロップしたのは青い宝石ひとつ。

			　直後、左右の建物に散った３体のメイジが、ぼくに対して立て続けにライトニングを放つ。

			　あー、ぼくが司令官だと思ったかー。

			　大正解だよ、ちくしょう！

			　胸と肩、腕。幾筋もの鋭い痛みが走り、身体が硬直する。

			　ぼくは呻(うめ)き声をあげ、しかし……なんとか馬上でこらえた。

			　かろうじて落ちないで済んだけれど、ケンタウロスナイトの胴体に必死にしがみついている状態だ。

			　ああもう、くそっ！

			「ウィンド・エレメンタル！」

			　ぼくの指示に従い、追従してきたウィンド・エレメンタルたちが、左右のメイジに攻撃を仕掛ける。メイジは逃げようとするが、こちらの方が速い。

			　ケンタウロスナイトも、ウィンド・エレメンタルが追っていない１体に向き直り、そちらに突進する。メイジは必死になって、ぼくにライトニングを放ってくるが……。

			　これも、なんとか耐えた。

			　歯がガチガチいっているけど、なんとか無事だ。心臓がぎゅってなって痛いけど、でも生きているから、きっとだいじょうぶだ。

			　ええい、レベル23のヒットポイントをなめんな！

			　そして、こいつらメイジどもさえ倒してしまえば……。

			　距離を詰めたケンタウロスナイトが、２体目のメイジ・ホブゴブリンを仕留める。

			　少し遅れて、２体のウィンド・エレメンタルが、それぞれのメイジを仕留めた。

			　４体のメイジは全滅。

			　ケンタウロスナイトは、屋根に落ちていた剣を拾う。ぼくは荒い息をついて、ちからを抜いた。

			　あー痛かった。けど、これで敵の魔法使いを潰せた。

			　今後を考えると、でかいアドバンテージだ。

		

	
		
			第82話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い６

			　

			　メイジは仕留めたものの、分散したホブゴブリンたちは、完全にぼくらに狙いをつけていた。

			　四方八方から、矢が飛んでくる。

			　しかもぼくとミアは、現在、分断されていた。ふたりの距離は、50メートル以上もある。

			「いちど、下に！　エレたちはミアを守って、彼女の命令を聞いて！　合流は……」

			　ぼくはケンタウロスナイトの背中から、ちらりと周囲を見渡す。

			　ぱっと目に入ったのは、町の反対側、北の端にある桟(さん)橋(ばし)だった。つーか、あれ？　この町に川なんてあったっけ。

			　と思ってよく見てみれば、川が流れていたのはだいぶ昔のようで、いまは桟(さん)橋(ばし)の向こう側に外壁が建てられている。

			　北の壁だけ、苔(こけ)の量が少ないように思えた。あそこが一番新しいのか。

			　なら、あっちは防備もしっかりしていたのだろう。だからこそ、ホブゴブリンたちもあちら側から攻めなかったのか。

			　合流地点は、あそこでいいか。

			　とはいえ、いまはメニー・タンズがかかっている。具体的に単語を叫ぶと、敵にも気づかれる。

			「ミア、集合場所は、レベルアップしてから伝える！」

			「ん、りょーかい」

			　ウィンド・エレメンタルたちがミアのもとへ飛んでいく。彼女たちには、ミアが詳(しよう)細(さい)を話すだろう。

			　ぼくはケンタウロスナイトに指示して、適当な路地に着地させる。

			「北へ。ついでにホブゴブリンを２体ほど、倒したい」

			「了解した、主。振り落とされぬよう」

			　いわれた通り、ぼくはケンタウロスナイトの背にしがみつく。

			　ケンタウロスナイトが猛然と走り出す。角を曲がり、そこそこ広い通りに出る。

			　ホブゴブリンの１体が、ちょうど屋根の上でぼくたちに背を向けていた。こちらの動きが素早すぎて、対応しきれていないようだ。

			　ケンタウロスナイトは、ランスを腰のフックにひっかける。ぼくは素早く、背中の弓と矢を渡す。

			「感謝を、主」

			　半人半獣の戦士は、弓弦を引き絞り、矢を放つ。

			　その一射は、ようやく振り向いたホブゴブリンのかぶとの奥、左目のなかに吸い込まれた。

			　一撃で絶命。ホブゴブリンは仰(あお)向けに倒れていく。

			「お見事！」

			　思わず、叫んだ。ケンタウロスナイトは少し誇(ほこ)らしげに鼻を鳴らしたあと、矢筒から矢を１本抜いて、加速する。ぼくは彼の背中にしがみつく。

		

	
		
			[image: p_58.jpg]
		

	
		
			　通りひとつ行ったところで、10メートル先の物陰に隠れていたホブゴブリンが姿を見せ、矢を放ってくる。だが高速で走るこちらに狙いがつけられないのか、矢はおおきくそれた。ケンタウロスナイトの反撃の矢が、このホブゴブリンの兜(かぶと)を弾く。

			　ホブゴブリンは軽い脳(のう)震(しん)盪(とう)を起こしたのか、武器を手放して膝をつく。ケンタウロスナイトはそのまま突進し、ホブゴブリンの頭を前脚で踏みつぶす。骨が砕ける音と共に、身体がふわりと浮く。

			　ケンタウロスナイトは勢いを落とさず、駆け抜けていった。

			　ぼくが振り返ると、致(ち)命(めい)傷(しよう)を負ったホブゴブリンが消えるところだった。

			　白い部屋にワープする。

			　ミアがレベルアップしたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　この白い部屋でなら、誰に内緒話を聞かれることもない。

			　ぼくはミアに、集合場所は桟(さん)橋(ばし)だと告げる。

			「桟(さん)橋(ばし)……」

			　ミアは小首をかしげた。

			「川がなくなったのに、町は存続している？」

			「鳥(ちよう)瞰(かん)偵(てい)察(さつ)のとき、もっと北の方に川があったと思う。ひょっとしたら、川の流れを変えたのかもね。川があると守りにくいとかで」

			「籠(ろう)城(じよう)したとき、水に困るよ？」

			　うーん、そうだよなあ。なんでだろう。

			　ぼくは首をかしげ、ひとつの可能性に思い至る。

			「水を召(しよう)喚(かん)できるとか？」

			「あ、そか。魔法があれば、籠(ろう)城(じよう)でも安心？」

			　うん、ぼくたちの世界の常識で測っちゃいけないこともあるかもしれない。

			　ぼくが水や食糧を召(しよう)喚(かん)できるんだ。この世界のひとが召(しよう)喚(かん)できてもおかしくない。

			　東に山があったように思うから、以前はそこから水が流れてきたのだと思う。なんらかの段階で、それがいらなくなったとか、だろうか。

			　全部推測にすぎないけど。

			「ときに、カズっち。いまさらだけど、使い魔、出して。いろいろ聞きたい」

			「あー、そうだなあ。話は聞いておきたいなあ」

			　どの使い魔を召(しよう)喚(かん)するか、考えたすえ、ぼくは覚えたばかりの召(しよう)喚(かん)魔法ランク７、サモン・サーヴァント・チームを唱える。執事やメイドの一団を召(しよう)喚(かん)する魔法だ。

			　はたして、ピシッと燕(えん)尾(び)服(ふく)を着こなした初老の執事たちと、英国風メイド服を着た若いメイドたちが姿を現す。

			　あわせて１００人。

			「多すぎだろ！」

			　ぼくは思わず叫んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋のおおきさは、だいたい教室ひとつ分だ。さすがに１００人も入ると、手狭である。

			　幸いにして、必要な人数を残して送(そう)還(かん)できるらしい。せっかく来ていただいて申し訳がないけれど、執事とメイド、それぞれ３人ずつ残し、還ってもらった。

			　残った６人に訊ねる。

			「あなたがたは、どんな場所から召(しよう)喚(かん)されて、死ぬとどうなるんですか」

			「わたくしども使い魔は、いわばかりそめの身体と魂(たましい)を持つ存在です。普段どこにいる、というわけではございません」

			　執事が礼儀正しく答えてくれた。ぼくはミアを見る。ミアは口もとに手を当て、「フェイトのアレっぽい感じ？」と呟(つぶや)いていた。

			　アレってなんだ、アレって。いやだいたいわかるから、説明しなくていいけど。

			「わたしも、質問、いい？」

			「ああ。みんな、ミアの質問にも答えてやってくれ」

			「そこのメイドさん、カズっちがエッチしたいっていったら、性的なご奉仕とかＯＫなの？」

			「はい、もちろん……」

			　ぼくはミアの頭を軽くコツンと叩いた。メイドさんには、そういう質問には答えなくていいと告げる。

			「おまえは、本当にもう……」

			「カズっちが本当に知りたいことを代弁してあげただけなのに」

			「あいにくと、そのへんは間に合ってますので」

			　この場にアリスとたまきがいなくてよかった。いや、すでに関係を持っている女性がふたりもいる時点で、だいぶアレっていうかソレなんだけど。

			　というかメイドさんの答えを聞いちゃった時点でちょっと胸が高鳴ったのは自分でも……いやこれは仕方がない。

			　気を取り直して、本格的な質問に移る。まずこの世界のことについて訊ねた。

			　答えは「わからない」だった。別に生前、この世界で暮らしていた魂(たましい)がどうのという話ではないようだ。

			　じゃあ角度を変えて、さきほどミアがケンタウロスナイトから聞きだした専従契約について聞いてみよう。

			「専従契約は、個にして集合であるわれわれに特定の人格を与え、使い魔として召(しよう)喚(かん)するための契約です。契約の術式を手に入れ、特別な儀式を行うことで契約が可能となります」

			「契約の術式って、どうすれば手に入るのかな」

			「それはわかりかねます」

			　ですよねー。

			　いやまあ、必要なもの、欠けているものが判明しただけで朗報だ。つまりこの件に関しては保留にしなきゃいけないってことだけど。

			「ちなみに、あなたがた執事やメイドは、敵と戦えたりするんですか」

			「いいえ、わたくしどもは、いっさい戦闘術を学んでおりません。お役に立てないでしょう」

			　まあ、じゃないと一度に１００人も召(しよう)喚(かん)できないよなあ。

			　いちおう、瓦(が)礫(れき)を片づけたりするだけのちからはあるらしい。ちから仕事はできても戦いでは無力っていうのは、なんか違和感があるけど……そういう制約も含めて、使い魔なのかな。

			　とりあえず、自己申告のまま、戦闘用途では召(しよう)喚(かん)しないことにしよう。

			　ランク７の使い魔だから、ＭＰを49点も使うしなあ。じゃあどんな用途なら彼らのために49点ものＭＰを使えるのかって話になるけど。

			　白い部屋で贅(ぜい)沢(たく)する用？　マジでそれくらいしか思いつかない……。

			　いちおうこの魔法、同じランク７のサモン・フィーストとセットになっている。

			　こちらは、いわば１００人分のパーティ・セットだ。豪(ごう)奢(しや)なテーブルと椅子、料理とお酒、そのほか贅(ぜい)沢(たく)なパーティに必要なものがすべてそろったお得な宴会セット、いまならたったのＭＰ７点というわけである。

			　執事＆メイドと宴会セット……。

			　なんだこの召(しよう)喚(かん)魔法ランク７って……。

			　ま、まあいいや。ぼくは執事たちに待機するよう命じて、ミアと今後の相談をする。

			　早急に合流するとして、次にどうするべきか。

			「わたしたちを追って、敵の戦線は伸びきっているはず。追いかけて来るやつらから、始末していく？」

			「あまり深追いするのはな……。そろそろ残りのジャイアントが来るんじゃないか」

			「やってくるジャイアントが１体なら、倒そう。２体なら、片方を足止めする。３体以上なら、逃げる」

			　そのあたりが妥当かな。結局のところ、ゲリラ戦術で時間をかけて間引いていくしかない。

			「町の兵士とか、中央の方に集まっていたひとたち、まだ無事かなあ」

			「囮(おとり)として、がんばって欲しい」

			　見たまえ、諸君。これがさきほど「英雄になりたい」といっていた者の吐く言葉である。

			　こいつ、とことんヒーロー性とかに欠けるやつだなあ。

			　ジト目でミアを見る。ミアは、ぼくの視線の意味を理解したのか、プイとそっぽを向く。

			「どうせわたし、品性が下(げ)劣(れつ)」

			「いまこの状況で、マキャベリストなのはいいことだよ。少なくとも、それってぼくの命を助けるために全力を振り絞っているってことだ」

			　ミアは「じゃ、そういうことにしておく」と、はにかむように笑う。

			　

			　ミア：レベル17　地魔法４／風魔法６　スキルポイント３

			　

			　ミアがエンターキーを叩く。ぼくたちはまた、死闘の町に戻る。

			　互いに別の場所に。

		

	
		
			第83話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い７

			　

			　ぼくを乗せたケンタウロスナイトは、敵でいっぱいの町を駆け抜ける。

			　ところどころで、倒れている現地民の姿を見かけた。いずれも、ホブゴブリンにやられたのだろう、深い矢傷や刀傷を受けている。

			　たまに、まだぴくぴくと痙(けい)攣(れん)していたりする。呻(うめ)いているひともいる。

			　でも、無視だ。

			　いまぼくらに治(ち)療(りよう)魔法の使い手はいない。わざわざ治(ち)療(りよう)魔法を取る気もない。使い魔の回復ならぼくの魔法で可能だし、ぼくはちょっと擦り傷が痛むけど、でもその程度なら我慢ができる。

			　さっきのライトニングによる痛みも、思ったほどではなかった。痛いには痛いけど、でもまだまだ耐えられる気がするのである。

			　レベル20以上のぼくは、もはやジェネラルよりレベルが上である。

			　自覚がないだけで、相応にタフになっているのだろう。それこそ、もはやただの人間を超越するほどに。

			　そしてスキルポイントは、この世界で生き残るための命綱だ。ぼくらひとりひとりのスキルポイントは、ぼくらの仲間を守るためにこそ存在する。

			　ぼくの付(ふ)与(よ)魔法も、召(しよう)喚(かん)魔法も、仲間のためにある。だから、ぼくらの仲間でないひとたちがいくら傷つこうと、いくら死んでいこうと、心を凍らせる。

			　これはぼくとミアが話しあって決めたことだ。いまごろ、別のルートを通って走るミアも同じように行動していることだろう。

			　それでいい。

			　ぼくらは、互いのことを思いやることで、強い意志を保つことができる。ぼくらが誰かを助けるとしても、それはまず、仲間の安全を確保した上でなければならない。

			　死体のなかには、ミアより背の低い子供のものもあった。

			　背中に矢を受けていた。そばに、矢が10本ほど入った矢筒が転がっていた。

			　これを兵士に渡す役割を果たそうとして、流れ矢に当たったのか。

			　ぼくはケンタウロスナイトに命じ、立ち止まらせる。

			　矢筒を拾わせた。

			「この矢を、せめてぼくたちの役に立てよう。この矢でホブゴブリンを殺そう」

			「了解した、主」

			　ケンタウロスナイトが、ふたたび走り出す。

			　ぼくは唇をきつく噛む。鉄の味がした。

			　まったく、ケンタウロスナイトの背は震動がひどいな。

			　ちくしょうめ。拳(こぶし)を握る。

			「主、この先、左手の屋根に敵が２体いる」

			「殺せ」

			　戦術的には、無視していい相手のはずだ。

			　でも、無視を命じることはできなかった。

			　ケンタウロスナイトは、ぼくの命令通り、通りすがりに矢を放つ。

			　２体のホブゴブリンをたて続けに射殺してみせる。

			　見事な腕前だった。２体のホブゴブリンは、向こうも弓を構えていたにもかかわらず、射る間すらなく喉や胸を射貫かれる。

			　ちからなく地面に倒れ落ちていく。

			　宝石を拾う暇はなかった。ケンタウロスナイトは獲物が即死する様子を横目で見ながら、そばを通り過ぎる。

			　ぼくは前を向く。

			　後ろを振り返ると、あの死んだ子供の顔を見てしまいそうだったから、まっすぐ前だけを見る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　合流地点の桟(さん)橋(ばし)には、すでにミアの姿があった。

			　２体のウィンド・エレメンタルは、いいつけ通り彼女を守ってくれたようである。

			　ミアはひとりではなかった。

			　彼女のそばに、彼女と同じくらいの背(せ)丈(たけ)の少年少女が３人、立っている。といっても、ミアは小学生くらいの年恰(かつ)好(こう)だから……彼らも10歳から12歳、といったところだろうか。

			　いずれの子供も、怯(おび)え、震えている。

			「カズっち」

			　ケンタウロスナイトに乗ってきたぼくに、ミアが悲しそうな表情で振り向く。

			「この子たち、逃げ出してきた、みたい」

			「逃げ出す？」

			「この町の中央。おおきな屋敷、あそこから」

			　ああ、領主の屋敷っぽい、なんか頑(がん)丈(じよう)な壁で囲まれたところか。

			　民間人っぽいひとたちは、あのなかに匿(かくま)われていた感じだった。

			　だが……はて、どういうことだろう。あそこから逃げてきた？

			　ぼくが疑問を覚えてきょとんとしていることに気づいたのだろう、怯(おび)える少年がおそるおそる、といった感じで口をひらく。

			「その騎士さま……逃げて……。水の魔法使いさまが……山で、堰(せき)止めていて……もうすぐ、たくさんの水が、町を押し流す……」

			　騎士さまって誰だよ。

			　ぼくのことか。

			　いや、いいけどさ。ケンタウロスナイトに乗っているのは事実だし。

			　でも、彼の言葉の意味は……。

			「水攻めか」

			　少し考えて、ぼくはようやく理解した。

			「さっきいってた、水がいらなくなった理由。水の魔法使い。で、いまそいつが……洪水を起こす」

			「ん。この町に残った人たちは、囮(おとり)。モンスターをおびき寄せるための餌(えさ)っぽい」

			「ぼくたちは、間抜けにもその餌(えさ)に食いついちゃったわけだ」

			　この町のなかが、妙に閑(かん)散(さん)としていた理由。

			　にもかかわらず、必死で戦うものたちがいる理由。

			　いろいろな不自然の原因が、ようやく理解できた気がする。

			　領主さまの軍の本体は、東の山のなかにいて、堰(せき)で水を止めている。領主の部下である水の魔法使いが、そうして溜まった水を操作し、洪水を起こす。

			　この町を、水のなかに沈める。

			　町に押し寄せたモンスターたちを、一(いち)網(もう)打(だ)尽(じん)にする。

			　囮(おとり)となったこの子たちや、町のひとたちや、兵士たちは……そのための生(いけ)贄(にえ)だ。

			　ちからに劣る領主軍にとっては、必要な犠(ぎ)牲(せい)。

			　ジャイアントの強さと、それにぜんぜん太刀打ちできていない兵士たちの様子を見れば、この戦術は……。

			　アリ……かなあ。

			　やーだって、どうせ勝てなくて全滅するなら、町の住人も片っ端からモンスターに殺されるなら、せめて囮(おとり)として利用しようって話なんだろうし。

			　ひどい話ではあるけれど、でも彼らには後がないのだ。

			　勝たなくてはなにもかもを失うのだ。なりふり構っていられるような状況ではないのだろう。

			　それは、わかる。よくわかってしまう。

			　昨日までのぼくたちが、まさにそうだった。

			　誰を助けて、誰を見捨てるか。ぼくたちは常に、その選択を迫られてきた。

			　実際、ぼくたちは、何度も見捨てるという決断を下してきた。

			　あの２日間をぼくたちが生き延びることができたのは、オークたちがよそに気を取られているうちに、少しずつちからを蓄(たくわ)えていったからだ。

			　ぼくはそのことを忘れない。ぼくの方針で犠(ぎ)牲(せい)になったひとたちがいるということは、決して忘れない。

			　でも、その上で。

			　ぼくは、あえてこういいたい。

			「ミア。この町のひとたちは、ぼくらの仲間じゃない」

			　ミアが息を呑んで、馬上のぼくを見上げる。

			「ぼくは、ぼくの仲間を失うのが怖い。ましてや、ミア、それがきみならなおさらだ」

			「カズっち……」

			　ミアはきゅっと唇を噛む。

			　ぼくは笑ってみせた。

			「ミア、答えて。きみはそれでも、彼らを助けたいか」

			　ミアは戸惑うように、目線をそらせた。

			　彼女は、それが偽(ぎ)善(ぜん)のようなものだって、はっきりと理解している。

			　ぼくや彼女だけでなく、育(いく)芸(げい)館(かん)でぼくらを待っているであろう者たちまで間接的ながら危険に晒(さら)す行為であると認識している。

			　領主に見捨てられた民衆を助けて、それからどうするのか。

			　彼らを連れていくのか。ずっと守り続けていくというのか。

			　それでも、ぼくは彼女に問おう。

			「ミア、きみはさっき、いったよね。英雄になりたいって」

			「いった、けど……」

			　ミアは、迷っていた。彼女はいま、理性と感情を天(てん)秤(びん)にかけている。

			　なりたい自分と、現実の自分。そのふたつの狭(はざ)間(ま)で激しく揺れ動いている。

			　半年前まで小学生だった少女は、ちいさな拳(こぶし)をぎゅっと握って、うつむく。肩を小刻みに震わせている。

			　ミアは賢い。彼女は、英雄的であろうとするには、あまりにも賢すぎる。

			　英雄というのは、つまり不可能を可能にしてしまった者のことだ。無茶を押し通してしまった者のことだ。

			　でもそれは、ただ大(おお)博打(ばくち)に勝っただけのこと。愚(ぐ)者(しや)が無知と無(む)謀(ぼう)に任せて、普段なら越えられない山をえいやっと乗り越えてしまっただけのこと。

			　賢明であればあるほど、そんな無策は許せないだろう。ましてや、賭けるのが自分の命だけではないのなら、なおさらである。

			　仕方がない、とぼくは肩をすくめた。いまの彼女には決断できないなら……。

			　ぼくはケンタウロスナイトを見る。

			「攻撃だ、殺せ」

			「了解した、主」

			　ケンタウロスナイトが弓に矢をつがえる。ミアが、そして少年たちが、目をおおきく見開く。

			　ケンタウロスナイトの放った矢が、物陰から接近してきたホブゴブリンの胸に吸い込まれる。

			　いつの間にか、２体のホブゴブリンがすぐそばまで近づいていたのだ。

			　ケンタウロスナイトはもう１体のホブゴブリンに突進しながら、弓を捨てて腰のアタッチメントにセットされたランスを構える。

			　背を向けて逃げ出そうとするホブゴブリンの胸を、一撃で貫(つらぬ)く。

			　

			　ぼくがレベルアップする。

			　これでいい。

			　これで、ミアが考える時間を与えてやれる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋で、ぼくとミアは向かい合って座りこみ、顔を見合わせる。

			　ミアが、ほんのわずか、口もとをほころばせる。

			「ありがと、カズっち」

			「どういたしまして。……それじゃ、ミア。いろいろ検討しようか」

			「ん……。あの子たちを見捨てるか、どうか？」

			「それもあるけど、水攻めの情報を含めて、ぼくたちが今後、どう対応していくか」

			　ぼくたちは魔法で飛ぶことができる。いざとなれば、ただ飛んで逃げればいい。

			　ミアが助けたいといった３人くらいなら、ついでに飛ばしてあげることもできるだろう。

			　この３人がぼくたちの望む情報源として充分かどうかは、わからない。普通に考えて、情報のウラを取るなら大人を探すべきかもしれない。

			　兵士たちの指揮官とかなら、いっそういろいろなことを知っているだろう。

			「そもそも、この町のひとたちから話を聞く必要すらないかもね」

			「ん、えと？」

			「だって、東の山で水を堰(せき)止めているひとたちがいるんだろう。権力者なら、きっとそっちにまわっているはずだ」

			　この町に残るということは、自殺に等しい。ここまで非情な作戦を取った権力者が、そんな自殺を望むとはとても思えない。

			　いやまあ、自分は町と共に滅びるとか、そういう美学がある可能性はあるけれど。

			　でもそれって、ただの責任逃れだよなあ、とも思う。

			　ぼくたちは、昨日までのあの地(じ)獄(ごく)をくぐり抜けてきた。幾多の困難を、歯を食いしばって乗り越えてきた。自殺する指揮官なんて、ただ甘えているとしか考えられない。

			　たぶん、志(し)木(き)さんを見ていたせいだろう。どれほどの屈(くつ)辱(じよく)にまみれても、石にかじりついてでも戦い続けてやる、という彼女の覚悟を見てきたからだろう。

			　もっとも彼女のそれは、多少、自(じ)虐(ぎゃく)的、自傷行為的なものがあるのだけれど……。

			　しかしそれを加味してなお、前を向き大波に抗(あらが)い続けようというすさまじいまでの気(き)概(がい)があった。

			　あれこそが、指導者のあるべき姿なのだ。

			　彼女の思惑はともかく、結果的には彼女につき従うことで、多くの生徒が命を救われた。烏(う)合(ごう)の衆(しゆう)だった育(いく)芸(げい)館(かん)組は、いまやぼくたち主力が抜けても、育(いく)芸(げい)館(かん)を守るくらい、なんとでもしてしまうだろう。

			　彼女たちがそう思えるほどに強くなったのは、志(し)木(き)さんの執念の賜(たま)物(もの)といっていい。

			　だから、思うのだ。

			　指導者はもっとも安全なところにいるべきだと。

			　仮にもいっぱしの指導者なら、安全なところで、自分が決断を下した作戦の責任を取るために、いまもこの町の様子を見ているに違いないと。

			　そんなことをミアに話す。

			　ミアは少し考えたあと……。

			「前から思ってたけど、カズっちって志(し)木(き)っちのこと大好きだよね」

			「それは絶対に誤解だ」

			「じゃあ、志(し)木(き)っちを、買い被ってる？」

			「それは……あるかもね。彼女に対するぼくの最初の評価は、いつか殺してやる、だったわけだし」

			「つまりカズっちはツンデレと……」

			「男のツンデレとかキモいだけだから」

			　ミアは肩をすくめた。なにか乙女(おとめ)的に、ツンデレについて思うところがあるのかもしれないが、そこはぐっと言葉を飲み込んだようだ。

			　ミアはしばらく床の木目を眺めたあと、顔をあげる。

			「じゃあ、カズっち。ひとつ提案」

			「いってみろ」

			「あの子たちがいうには、中央に集まっている町のひとは、１００人いないくらい」

			「だから？」

			「全員、助けよう」

			　ぼくは眉(まゆ)をひそめた。それができれば苦労はない……はずなんだけど。

			　ミアがそのことを理解していないはずがない。

			「どうやるつもりだ」

			「サモン・サーヴァント・チームで１００人の執事とメイドを出して、町のひとをひとりずつ抱えてもらったあと、ディフレクション・スペルと飛行魔法」

			　なるほど、とぼくはうなずく。

			　さっそく、サモン・サーヴァント・チームを使って執事たちを呼び出し、この作戦が可能かどうか訊ねた。

			　執事もメイドも思った以上にちから持ちの様子であった。あんまりにデブなひとが多くなければ可能だろう、という答えを得る。

			　実際に、メイドさんのひとりにぼくを持ち上げてもらう。かなり重そうだったけど、両腕で抱え上げてくれた。

			　すぐ目の前に豊満な胸もとがあったけど、気合で無視する。

			　ミアが、その状態のメイドさんにウィンド・ウォークを使う。

			　一応、普通に歩いて宙を登ってくれた。歩くたびに、メイドさんのやわらかい胸もとがぼくの頬に当たって、いやほんとたいへんにけしからん。

			　それはともかく。

			　うん、ぼくをメイドさんひとりで持ち上げられるなら、執事さんも男のひとを抱え上げることが可能だろう。どうしても重いひとは、ふたりで運ぶ手もあるし。

			　これなら、マイティ・アームを併用することでなんとでもなりそうだ。いい作戦だとミアを褒(ほ)める。

			「必死で考えた」

			　ミアは相変わらず表情の変化の少ない顔でいう。

			　だけど、かなり嬉しそうにしているのが、ぼくにはわかる。というか、おっぱいの暗黒面に呑まれそうになったぼくを見て、からかいすらしなかったことが、これまでになく緊張しているなによりの証だろう。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル24　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法７　スキルポイント５

			　

			　ぼくたちはさらに詳(しよう)細(さい)を煮詰めたあと、もとの場所に戻る。

		

	
		
			第84話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い８

			　

			　桟(さん)橋(ばし)に戻ってすぐ、ミアが子供たちにいくつか訊ねる。

			　現在の状況について、もう少し聞きだす必要があるのだ。

			　

			　ぼくはケンタウロスナイトの背から降りて、周囲を警戒する。

			　って、この場所は守りにくいな……。白い部屋で打ち合わせをしていると、こういう待機場所についての認識はおろそかになりがちだ。

			「どこか建物のなかに移動しないか。頑(がん)丈(じよう)そうな建物とか……」

			　といってから、ジャイアントたちのパワーを思い出す。あの馬鹿力に耐えられる建物なんて……ないよなあ。

			「どこでもいい、目立たない建物に入ろう。敵に見つからないうちに……」

			「見つかったぞ、主よ」

			　ケンタウロスナイトが告げ、ぼくの命令を待たず矢を射た。

			　ホブゴブリンが１体、20メートルほど先の物陰で倒れる。仲間が殺されたのを見て、残る３体がいちもくさんに逃げていく。

			　うわあ、よく統制されているなあ。

			　こいつら、偵(てい)察(さつ)隊なんだ。無理せず、本隊に報告を持っていこうとしている。

			　どうする、追うべきか。ほんの少し迷ったすえ……。

			「追わなくていい。さっさと移動しよう」

			　ぼくはそう告げる。追撃で時間を食うより、その間にさっさと隠れてしまった方がいいという判断だ。

			　逃げるホブゴブリンたちが、逃走経路の先に罠(わな)を張っているという可能性も考慮している。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　子供たちを連れて、少し離れた２階建ての家に入る。出入り口が表と裏にあることが決め手だった。屋根裏から飛行魔法で逃げるという手も使える。

			　ミアが子供たちにいろいろ訊ね、わかったことは以下の通り。

			　

			・この町の名前は、ヘシュ・レシュ・ナシュ。

			　これは白い部屋で聞いたものと同じだ。

			　

			・モンスターたちの軍隊は、魔王軍といわれている。

			　魔王とはなにか、という質問には、モンスターの王さまじゃないの？　と疑問形で答えられてしまった。つまりよく知らないのだろう。翻(ほん)訳(やく)ミスがあるのかどうか、微妙なところである。

			　

			・この国のこと、世界のことについてはよく知らないらしい。

			　ついでにいえば、学校に通っているわけでもないらしい。無学かー、まあそりゃそうかー。

			　

			・この１年ほどで、あらゆることが変わったという。ひとの行き来が少なくなり、隊商が少なくなったから物資が値上がりした。モンスターが増えた。そしてついに、この町をモンスターの集団が襲った。

			　なるほど、この世界、最初からこんな状態じゃなかったってことか。

			　

			・昨日、この町の兵士のうち、20名ほどが残った。残りは領主と共にいなくなった。

			　領主は外に打って出てモンスターを迎撃する、と残った兵士の指揮官から説明があったようだ。その後、モンスターの集団がやってきた。

			　そのときようやく、町の人々は、自分たちが囮(おとり)にされたことに気づいた。

			　

			・町に残った兵士は、領主から遠ざけられていた派(は)閥(ばつ)の者たちらしい。

			　まあそうだよなー。ちなみに隊長は、壁面を巡る攻防戦で戦死したようだ。いまは指揮を執る者もいないとか。まあ、いたとしてもなんの役にも立たないだろう。

			　で、隊長が死んで士気の落ちた兵士のひとりが領主の作戦について漏らしているところを、子供たちは立ち聞きした。

			　

			・子供たちの親は、すでに戦死しているという。だから、ほかの大人には相談せず、自分たちだけでも逃げようとした。でもすでに、町のなかのあちこちにホブゴブリンがいた。

			　たまたま通りがかったミアが彼らをさらわなければ、とっくに殺されていただろう。

			　

			・領主の屋敷は町のなかにおける簡易な砦(とりで)となっているため、残った住人すべてがそこに集められている。

			　町に残った、というのは、モンスターの集団の姿が見えたとき町から逃げ出した者が相当な数いたから。彼らがどうなったかは誰も知らない。

			　

			・いま領主の屋敷に残っている住人は１００人以下。ほとんどは女と子供、あと老人。動ける男は町を守るための戦いに駆り出されたからだ。

			　ぼくがカラスによる偵(てい)察(さつ)のときに見た、不揃いの装備を持った者たちが、こういった臨時の兵士だったのだろう。そういった臨時の増員で水増しして、１００名とちょっとの軍隊ができあがり……そして全滅した。

			　

			　ざっとこんなものか。ぼくは、ちらりと腕時計に視線を移す。洞(どう)窟(くつ)のなかからこの地方に転移してから、すでに１時間と20分が経過していた。

			　まだ80分、というべきか。召(しよう)喚(かん)魔法で援軍を呼ぶにしても、あと40分。

			　領主の屋敷は、それまで保たないだろう。

			　領主はそれを見越しているに違いない。洪水作戦は、まもなく行われるということだ。

			　執事とメイドを使って住民を助けるとしても、領主の屋敷に迫るモンスターたちをなんとかする必要がありそうだ。

			　その上で、空を飛んで逃げる。

			　モンスターたちは濁(だく)流(りゆう)に呑まれ、囮(おとり)役の一般人たちは生き延びる。

			　上手くいけば、の話だ。そもそも、生き残りの住民を説得しなきゃいけない。

			　子供たちは、ぼくのことを「モンスター使い」と呼んでいた。まだちょっと、ビビられている。

			「えーと、モンスター使い、っていうのは役職かなにか？」

			「その……いえ、知らない、です」

			「ぼくみたいなひとがほかにいるわけじゃない、ってことか」

			「一部の魔法使いは、カラスや鷹(たか)を使い魔にしていると聞きます。あなたも、カラスを使(し)役(えき)しているから……」

			　あー、レベルアップしまくったいまでも、カラスは便利だからねえ。

			「昔はぼくも、カラスしか使えなかったよ。修業するうちに、いろいろ使(し)役(えき)できるようになったんだ」

			　そういって安心させる。昔っていっても、二日前の話だけど。

			　で、さて。領主の屋敷に兵士がいるとして、その兵士に話を通せば……できるかなあ、うーん。

			　いや、考えてばかりでも仕方がない。

			　こうしている間にも、モンスターたちは町の奥に向かって進軍しているはず。いくら屋敷の守りが堅(けん)牢(ろう)でも、町の外壁すら壊したジャイアントの前には、ひとたまりもないだろう。

			　カラスを偵(てい)察(さつ)に放ち、外にホブゴブリンがいないことを確認して全員で飛びだす。

			　すでにフライは切れているから、ウィンド・エレメンタルが周囲を偵(てい)察(さつ)して、敵がいないことを確認しながら進む。

			　それでも、町にあふれたホブゴブリンとの遭(そう)遇(ぐう)戦は避けられなかった。

			　やむをえず、２度ほど戦う。合計で５体のホブゴブリンを倒し、ミアが一度、レベルアップする。

			　スキルポイントは温存して、もとの場所にすぐ戻る。

			　

			　ミア：レベル18　地魔法４／風魔法６　スキルポイント５

			　

			　幸いにして、この２度の遭(そう)遇(ぐう)戦で逃がしたホブゴブリンはゼロだ。ケンタウロスナイトが一気に距離を詰めてくれるおかげで、非常に助かっている。

			　彼、剣や弓の腕もたしかにすごいけど、なにより機動力が最大の武器だ。

			　そんなこんなで、慎重に進むこと５分ばかり。

			　町の中央よりやや東よりに存在する広い屋敷の壁が、目の前に現れる。

			　もっとも、その壁はすでに崩壊していた。

			　なかを覗けば、先走ったジャイアントが２体、屋敷の庭で生き残った兵士に襲いかかっている。幸いにしてホブゴブリンの姿がない。

			　これは手助けして住民を安心させるチャンスか？

			「仕留めよう」

			「ん。任せて」

			　ウィンド・エレメンタル２体には、周囲の警戒を任せる。

			　ぼくはケンタウロスナイトにヘイストをかけた。

			「頼んだぞ」

			「任せられよう、主」

			　ケンタウロスナイトが、兵士の身体をふたつに引き裂いたばかりのジャイアントに突進する。

			　ほぼ同時に、ミアが魔法を放つ。

			「ストーン・バインド」

			　庭に敷き詰められた置き石に、ジャイアントの足が縛(しば)りつけられる。

			　その間に、ケンタウロスナイトが別の１体と接触。ランスの穂先がジャイアントの足首に深く突き刺さる。

			　ジャイアントは苦(く)悶(もん)の声をあげ、めちゃくちゃに手を振りまわす。しかしこのときすでに、ケンタウロスナイトは素早く離脱している。反対側にまわりこみ、さらに一撃。

			　ジャイアントが、がっくりと膝を折る。鋭い突進から、ランスの一撃がその首筋に突き刺さる。致(ち)命(めい)傷(しよう)だった。

			　ケンタウロスナイトは、ヘイストやほかの付(ふ)与(よ)魔法の効果があるとはいえ、圧倒的なちからの差でもってジャイアントを葬(ほうむ)り去ったのである。

			　そこで、もう１体のジャイアントが咆(ほう)哮(こう)をあげた。置き石をちから任せに引きずりながら、ケンタウロスナイトとの距離を詰める。

			　ケンタウロスナイトは、まだ１体目のジャイアントからランスを引き抜けていない。

			「ミア、援護」

			「ん。ライトニング・アロー」

			　雷の矢が６本、ジャイアントの身体に吸い込まれる。

			　ジャイアントの全身が痙(けい)攣(れん)する。強い痛みに、一瞬、ひるんだようである。

			　その一瞬で充分だった。ケンタウロスナイトは巨人の死体からちからずくでランスを引き抜き、距離をとる。

			　ジャイアントは追いすがろうとするが、その前にケンタウロスナイトが馬首を返す。突撃。

			　彼我の距離は一気に縮み、交差。

			　ジャイアントは、ランスが刺さった膝を押さえて地面に倒れる。ケンタウロスナイトは引き返してきて、うつぶせのジャイアントの背に飛び乗り、首筋に剣で一撃。

			　ジャイアントが断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴をあげる。

			　戦闘終了だった。だいぶ手際がよくなったなあ。手近な建物の上から周囲を観察していたウィンド・エレメンタルが、ぼくのもとに戻ってくる。

			「残る２体のジャイアントが、きます」

			「ホブゴブリンの姿は」

			「どうやら周囲に散っていたようです。隊長らしき者が、通りふたつ先で部下を集合させています」

			　ああ、そうか。敵にとってぼくたちは、ジャイアントすら刈るおそるべき正体不明の相手、である。部隊を集合させ、組織的にぼくたちに当たろう、ということだろう。

			　だけどジャイアントは、そこまで考えていない。完(かん)璧(ぺき)に連携が取れているわけではないのだろう。これはチャンスだ。

			「先にジャイアント２体を仕留める。ウィンド・エレメンタルは、ホブゴブリンがきたら合図を」

			　と、そのジャイアント２体の動きが止まる。ウィンド・エレメンタルによれば、隊長ホブゴブリンのそばにいたメイジが、なにやら魔法を行使したという。

			「たぶん、ウィスパー・サウンド」

			　ミアがいう。

			　ウィスパー・サウンドは、風魔法ランク３だ。離れた相手に言葉を届ける魔法である。軍隊にとっては、非常に便利な意思疎(そ)通(つう)手段になるということか。

			　携帯電話みたいな使い方ができるもんな。

			　今回はそれで、ジャイアントに隊長の命令を伝えたか。

			　って、それ、困るんですけど……。

			「カズっち、すごい、ヤバい。どうする？」

			「わかってる。ミア、子供たちを連れて、兵隊さんでも住民のまとめ役でも、とにかく交(こう)渉(しよう)できる相手を見つけて」

			　最悪、彼らは見捨ててぼくたちだけ逃げた方がいいかもしれない。そう思ってしまうくらい、このホブゴブリンの軍隊ってやつは……危険だ。

			「現地住民を、きみが説得するんだ」

			　ミアは少しためらったあと、「ん」とかたい表情でうなずいた。子供たちと共に、かけ足で領主の屋敷の敷地内に入っていく。

			　さて、こうなると……。

			　ぼくだけで、少し時間を稼ぐ必要がある、かなあ。

		

	
		
			第85話　城(じよう)塞(さい)都市の戦い９

			　

			　時間を稼ぐといっても、まだ１５０体以上いるであろうホブゴブリンと２体のジャイアントに対して、ケンタウロスナイトとウィンド・エレメンタル二体だけで突撃するわけにはいかない。

			　かといって、黙っていれば彼らはすぐ隊列を整え、この屋敷に侵攻して来るだろう。敵にまだ魔術師がいる関係上、顔を見せるだけでも危険だ。

			　攻撃はする。しかし直接攻撃はＮＧ。できれば顔も見えないほどの距離からの攻撃。

			　制限は多いけど、方法はある。まず使えないだろうと思っていた召(しよう)喚(かん)魔法だけれど、意外なところで出番がまわってきた。

			　ぼくは敵の集結地点から見て反時計まわり、北の方に移動し、少しひらけた公園のような場所に出る。

			　ウィンド・エレメンタルを監視に立たせつつ、魔法を行使する。

			「サモン・シージエンジン」

			　召(しよう)喚(かん)魔法ランク７のこの魔法によって、巨大な投石器を呼び出す。

			　一般にカタパルトと呼ばれるこの木組みの機械は、古代から使われてきた由緒正しい攻城兵器だ。

			　しかもぼくが呼び出したこれは、10個の大岩がすでに自動装(そう)填(てん)されているという、妙に近代的なシロモノであった。

			　ちなみにこれは使い魔扱いではない。ＭＰ消費はたったの７で済む。だから遠慮なく、あと３個、このカタパルトを並べた。

			　合計４台のカタパルトが、広場に並ぶ。

			　操作は簡単だ。レバーで射角を定め、発射ボタンを押すだけでいい。使い魔であるウィンド・エレメンタル２体とケンタウロスナイト、それにぼくで、同時に投石ボタンを押す。

			　風が、唸った。一斉に投石された大岩が、街路を横切って飛び、ホブゴブリンたちに襲いかかって……いるはずだ。

			　ウィンド・エレメンタルたちが舞い上がり、着弾を観測する。

			　地面が揺れた。建物いくつか離れた先で、土煙があがる。

			　やったか。

			「外れました」

			　ウィンド・エレメンタル観測員が教えてくれる。

			　ダメか。だいぶ後ろの方に落ちたとのことだ。まあ、次弾はもっと上手くやろう。

			　斜角を修正し、２射目。

			　着弾の揺れと共に、今度は激しい悲鳴があがってきた。

			　おっ、少し被害を出せたか。

			「ホブゴブリン、20体ほど、こちらに来ています」

			　そりゃ、被害が出たら、そう来るか。

			　でも、まだ本隊は固まっているとのこと。ならば３射目だ。

			「やった、おおあたりー」

			　ウィンド・エレメンタルたちがはしゃぐ。聞けば、４体ばかり同時に潰したようだ。

			　ということは……。

			　思った通り、ぼくのレベルアップだ。白い部屋に転移した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミアと白い部屋で情報交換をする。

			　どうやらミアも同時にレベルアップしたようだ。同じくらいの経験値でレベルアップするタイミングだったんだなあ。

			　で、そのミアだけど。

			　血だらけだった。左肩を押さえている。

			「ん、へいき。ちょっと斬られただけ」

			「ぜんぜん平気じゃないだろう。……モンスターか」

			　ミアは首を振る。

			「人間。兵士さん」

			「まさか……」

			「ん。怪しいよね、いきなり現れて、ここから脱出させてやる、なんて」

			　ミアは皮肉に口もとを釣り上げる。

			「モンスターの手先だと思われても、仕方がない」

			「すぐ助けにいく。もういい、そんなところさっさと離れて……」

			　ミアは苦笑いして首を振った。

			「誤解は解けた。交(こう)渉(しよう)は、そこそこ順調」

			「そこそこって、どういうことだよ」

			　改めて、詳しい話を聞いた。なんでも、得体の知れない侵入者であるミアのことを、生き残りの兵士が胡(う)散(さん)臭(くさ)く思ったらしい。

			　兵士は殺気立ち、いきなり殺そうとしてきた。その剣がミアの肩をかすった。

			　でも、兵士に好き勝手をさせたのは、そこまでだった。ミアはスリーピング・ソングでその兵士を眠らせ、残りの兵士が迫る前にフライで手の届かないところに移動した。

			「ついでに、連れてきた子供にもフライをかけてあげた。で、みんなにこれかけられるよ？　っていった」

			「あー、そうか。実際にやってみせた方が、心も動くか」

			「兵士たちより、まわりのご婦人方が信じた。奥さんにどやされて、兵士たちもしぶしぶって感じ」

			　そういえば、兵士のほとんどはこの町のひとで、無理矢理、徴(ちよう)兵(へい)されたんだっけか。女房は強し、ってことかね。

			「兵士さんも、必死だった。奥さんを、子供を守るために、死に物狂いだった」

			「そう……か」

			　そんなふうにいわれてしまっては、ぼくはもう、なにもいえない。

			　彼らだって、もう勝ち目がないことはわかっていた。それでも家族のため、愛する者のため、抗(あらが)おうと覚悟を決めていた。

			　ミアは、そんな人々の前に現れた、生き残るための唯一の道しるべのはずだ。ただ問題は、ミアが、そのことを相手に理解させなければならないということである。

			　そりゃあいきなり現れた子供が、すべて自分に任せておけといったところで……困るよなあ。

			「説得、難しい」

			「スムーズにいかなかったのは、仕方がない。ミアはよくやったよ」

			「やっぱり、どこかの交(こう)渉(しよう)人みたいに、シリーズにいっぺんは拷(ごう)問(もん)されないといけない？」

			「そんな別の意味で身体を張る交(こう)渉(しよう)人は、ひとりでたくさんだ」

			　あと、きみが拷(ごう)問(もん)されるところなんて見たくないです。

			　ま、ともあれ、話がまとまりそうなのはなによりだ。本当は、もっと時間がかかると思ったのだけれど……。

			「じゃあ、すぐそっちに行く」

			「ん、そうして。たぶんもう、時間がない」

			「えーと、それって、つまり？」

			「そっちはカタパルトの爆音で聞こえなかったかもしれないけど」

			　と前置きして、ミアはいう。

			「東の方から、へんな音が響いてきた。だんだんおおきくなってる。あと、鳥が一斉に山から飛び立って、逃げた」

			　あー、もうか。って、それ、本当にヤバいんじゃ……。

			「急いで」

			「わかった、全力で行くよ。もう少し敵の数を削(そ)いで、経験値にしたかったところだけど……」

			「諦(あきら)める。生きてこその、経験値稼ぎ」

			　もっともだった。

			　そして、同時にふと気づく。

			「そういえば、兵士たちってさ。レベルアップとか、どうなってるんだろうな、この世界」

			「ん？」

			「だってさ、ホブゴブリンを倒せば、１体で経験値１２０点だぞ。２体も倒せばレベル３になるわけでさ」

			「あー、パーティとかのシステムは、知らないっぽい」

			　それは説明したのか。

			　まあ当然か。パーティに入れれば、範囲魔法の効果に入れられるしな。でも、パーティに入ってないとなると……レベル０なのか？

			「古参の兵士でも、パーティとかできないっぽい。モンスターを倒したことがあっても、レベルアップとか知らない感じ。たぶん……」

			「そうか、ぼくたちとは、根本的に違うわけか」

			「きっと、わたしたちの成長は、特別」

			　やはりそうなのか。

			「この世界に来た異世界人限定システム、とかかも」

			　ＰＣとか白い教室っぽい部屋とか、すごく現代風な感じで、たしかにちっともファンタジーっぽくないなあとは思っていたけれど。スキルとかレベルとか、じつにコンピュータＲＰＧっぽくて、なんだかなあと思っていたけれど。

			　それらは、ぼくら専用にしつらえられたシステムなのか。

			　ぼくたち、あの山にいた人々だけが、この世界においてひどく異質なのか。

			　であれば、ぼくたちがこの世界に現れた意味とは、いったいなんなのだろう。

			　そう、魔王がいる世界で、モンスターがいて、そのモンスターを倒すことでメリットがあるぼくたちとは……。

			「カズっち、難しく考えるのは、やめよう」

			「うーん、そうしたいところなんだけどねえ」

			　ミアは、「ん」とうなずき、ぼくを床に座らせあぐらをかかせると、そのなかに飛び込んできた。

			　ぼくは少女の小柄な身体を、背中から抱き留める。ミアはぼくを見上げる。

			「カズっち、ひとりで難しく考えるの、悪い癖(くせ)」

			　ぼくは「うー」と癇(かん)癪(しやく)を起こした子供のように唸った。きっと、苦虫を噛みつぶしたような表情をしているだろう。

			「わたしたちは、ただ巻き込まれただけ。このちからを与えた側がなにを期待しているとしても、そのちからでわたしたちが生き延びたとしても、この部屋の持ち主の思惑通りに動く必要なんてない」

			「それは……そうなんだけどさ。だいたい、英雄になりたいっていいだしたのは、ミアだろう」

			「人助けより、カズっちの方が、大事だよ？」

			　当然だというように、ミアは小首をかしげてみせる。

			「１００人を見殺しにしてカズっちが助かるなら、わたしは全力で１００人を見捨てるよ」

			「そりゃまた、ぼくは愛されてるな」

			「ん」

			　ミアは答えのかわりに、ぼくの首筋に口づけした。ぞくりとする感覚が背筋を這い上がる。

			　思わず、彼女を抱きしめる腕にちからがこもった。

			「感じた？」

			「おまえなあ」

			「我慢できなくなったら、押し倒しても……」

			「そのへんにしとけ」

			　拳(こぶし)で、こつんと軽くミアの頭を叩く。今度はミアが「うー」と呻(うめ)く番だった。

			「へたれー」

			「ぼく、もう、恋人がふたりもいるんで……」

			「わたし、仲間はずれは、寂(さび)しいよ？」

			　ミアは正面を向いて、首筋に手を這わせてくる。

			　ミアの胸が当たって……。残念ながら、とても平坦だった。

			「いま、残念なやつだと思った？」

			「思ってません」

			「嘘つき」

			　ぷうと膨(ふく)れてみせる。ミアのちいさな手が、ぼくの頬を軽くつねる。

			　ぼくは苦笑いする。

			「町のひとを助けて、それから、どうする」

			　ミアに訊ねる。中一の少女にそんなことを聞いてどうするのだという思いはあるけれど、でも、彼らを助けたいと願ったのはミアだ。

			　その意思は尊重したい。

			「シンプルに考える。敵がいて、味方になりそうなひとが、いる」

			　ミアは考え考え、ゆっくりと話した。

			「だったら、いまは、味方になりそうなひとたちを、味方にしたい。それから先は、あとから考えよう」

			「その結果、せっかく助けたひとたちを見捨てることになっても？」

			「わたし、さっき、いったよ」

			　ミアはぼくをまっすぐに見上げて、胸を張る。

			「あのひとたち全員とカズっちの二択なら、わたしはカズっちを選ぶ。彼らが足手まといになって、カズっちの身が危うくなるようなら、斬り捨てる」

			　はっきりと宣言してみせる彼女の言葉には、ひとかけらの迷いもなかった。

			「それでいいのか」

			「別に正義の味方がしたいわけじゃ、ない。英雄になるには、まず称(たた)えてもらいたいひとたちが生き残ってくれないといけない」

			「ミアは……ぼくに褒(ほ)めてもらいたいから、英雄になるの？」

			「ん。ほかのひとにも褒(ほ)めてもらいたいよ？　でも、まず第一は、カズっち。わたしは、カズっちにとっての、英雄になりたい」

			　どうして、とはあえて聞かない。彼女はとうに、決断したのだろう。それはアリスが一昨日(おととい)下した決断であり、たまきが昨日下した決断だ。

			　だったら、いいだろう。せめて女の子の３人くらい、背負ってみせよう。

			　昨日までの２日間、ぼくが生き残ることができたのは、ほかならぬ彼女たち３人のおかげなのだから。

			　その恩を、ぼくは忘れない。それは、身体の関係じゃないミアでも同じことだ。いやむしろ、そんな彼女だからこそ、言葉で信頼を紡(つむ)がないといけないのかもしれない。

			「ぼくは、ミアを褒(ほ)めるよ。きみはすごいやつだ。よくやった。……これからも、頼む」

			　そういって、やさしく頭を撫(な)でる。

			　ミアは目を細め、「ん」とうなずく。

			「ところで、スキルポイントは風魔法につぎ込む、でいいんだな」

			「もちろん。これでランク７」

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル25　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法７　スキルポイント７

			　ミア：レベル19　地魔法４／風魔法６→７　スキルポイント７→０

			　

			　いくつか細かい打ち合わせをしたあと、ぼくたちはもとの場所に戻る。

		

	
		
			第86話　水攻め

			　

			　投石器の前に戻ってすぐ、ぼくは使い魔たちに撤退命令を下した。

			　ケンタウロスナイトの背に飛び乗る。

			「領主の屋敷に！」

			　ケンタウロスナイトが、広場から離れる方向に走り出す。ウィンド・エレメンタルたちもついてくる。

			　水攻めが始まった以上、ことは寸刻を争うのだ。

			　すぐに屋敷の壁が見えてくる。

			　ぼくは壁の前でケンタウロスナイトの背中から降りた。

			　この使い魔には、壁の裂け目まで走って、まわり込むよう指示を出す。ケンタウロスナイトの行く手に、ホブゴブリンの姿が見えていた。

			「ついでに、蹴(け)散(ち)らしてくれ！」

			「承知」

			　頼もしい言葉が返ってくる。こいつに任せておけば、だいじょうぶだろう。

			　ぼくは２体のウィンド・エレメンタルの手を借りて壁を乗り越え、庭へ転がり込む。

			　中庭には、１００人ほどの人々が集まっていた。

			　兵士らしき、男たちも３人ほどいる。でも彼らは、剣や槍(やり)を杖(つえ)のようにして、ちからなくうずくまっていた。

			　身体のあちこちに包帯が巻かれていて、その包帯が赤黒く染まっている。

			　まともに戦えるひとは、みんな戦って死んだってことかな。

			　そりゃ、戦力差的にもそうだろう。でも彼らの頑張りがあったからこそ、いまのいままで、ホブゴブリンたちの襲(しゆう)撃(げき)を押しとどめることができたわけだ。

			　ぼくらが来るなんて、彼らはこれっぽっちも知らなかった。なにもかもが偶然だ。でもこれまで散っていった人々の献身の結果、彼らはまだ全滅していない。

			　ま、でも。こんな状態でミアが「助けてやる」なんていっても、悪魔の誘(ゆう)惑(わく)だよなあ。

			　そのミアだが、現地民の老婆が、彼女の肩に包帯を巻いているところだった。

			　胸もとがはだけている。ぼくは慌ててミアから視線をそらした。

			　ひとりの中年の女性が、ぼくの前に進み出てくる。ぼくに対して、深く深く頭を下げる。

			「わたしたちは、あなたがたに従います。どうか、わたしたちをお救いください」

			　その言葉には、畏(い)敬(けい)の念が感じられた。

			　ミアが短時間でどんな言葉を使ったのかは、わからない。

			　でも彼女は難事を見事にやりとげた。それだけで、充分だ。

			　そのミアは、治(ち)療(りよう)を終え、女性のすぐそばに立ち、ぼくを見る。

			　ゆっくりとうなずく。

			「カズっち、お願い」

			「ああ。いまから、あなたがたを運ぶひとたちを呼び出します。サモン・サーヴァント・チーム」

			　執事とメイド、合計１００人が出現する。

			　町のひとたちが目を丸くした。３人の兵士たちも、唖(あ)然(ぜん)として口をぱくぱくさせている。

			　さて、時間がない。

			　東の空から、轟と風が唸る音が聞こえてくるのだ。

			　破滅が迫ってくる。

			　まもなく、この町は終わりを告げる。

			　ぼくは残るＭＰを振りしぼり、ディフレクション・スペルからマイティ・アームをかけた。

			　執事やメイドたちの筋力を底上げしておかなければならないからだ。拡大化された魔法により、執事とメイドたちの両腕が輝きに包まれる。

			　そのタイミングで、ちょうどケンタウロスもやってきた。

			「主よ、ホブゴブリンを３体、殺してきた」

			「わかった、ありがとう」

			　兵士たちが警戒しているが、ぼくとケンタウロスナイトがフレンドリーに話す様子を見て、少し安心したようだ。

			　さて、唸り声のような音はますます強くなってくる。思ったより時間の余裕はなさそうだから……。

			「ミア。予定変更、ウィンド・ウォークじゃなくてフライにしよう」

			「ん、了解」

			　ぼくは急いで、今度はミアにディフレクション・スペルをかける。ミアはぼくたちと使い魔、そしてサーヴァント・チーム全体にフライをかける。

			　執事やメイドたちの身体が、ふわりと宙に浮いた。

			　ウィンド・ウォークをやめた理由は、移動速度の違いだ。階段を上るように上昇していくウィンド・ウォークでは、逃げるのに間に合わなくなる恐れがあると判断した。

			　フライの場合、鳥が飛ぶ速度で移動できるから、圧倒的に速度が出る。

			　執事とメイドが、さっと人々のなかに入っていって、各々ひとりずつ抱え上げ、空に舞い上がっていく。わりとシュールな光景である。

			　兵士たちは、皮鎧(よろい)のせいでちと重い。ひとりあたり、ふたりの執事に抱え上げられる。

			　ぼくは自分で空を飛ぼうかと一瞬、考えたが……。

			「カズっち。自分の能力のなさを認めるのも勇気」

			「ちくしょう、貴重な助言ありがとうよ！」

			　ミアに指摘され、おとなしくケンタウロスナイトの背にまたがる。はいはい、運動神経ゼロですよ、すみませんね。

			「飛んでくれ」

			「承知した」

			　ちなみに、ぼくが召(しよう)喚(かん)した執事とメイドたちは、見事な身体コントロールで、ひとひとり抱えて上空へ舞い上がっていっている。

			　ミアが、風魔法ランク３、コントロール・ウィンドという魔法でちょうどいいころあいの上昇気流をつくり出しているのもおおきい。この魔法、使い道は限定されているけど、かゆいところに手が届く感じだなあ。

			　ケンタウロスナイトが皆の先頭を追い抜き、ひときわ上空へ。順々にあがってくる執事やメイドたちを見下ろす位置につく。

			　ぼくは東の山を見る。

			　山の緑を押しつぶしながら、茶色い壁が盛り上がる。山に茂る森を割って、その茶色い水の壁がせりあがってくる様子を、発見する。

			　なんだ、あれ。

			　あれが……堰(せき)止められて放流された川の水なのか。どうやったら、あんなふうになる。

			「この町の魔術師は、ウォーター・エレメンタルを使(し)役(えき)するって」

			　ミアがぼくのもとまで舞い上がってきて、そういった。

			「そうか、あれは……魔法を使っているのか。領主の配下の水魔術師か……」

			「森の精霊使い、と呼ばれるひとたちのひとりとか」

			「精霊使い……エレメンタル特化？　それとも、そう見せているだけとか？」

			「わたしたちとは、根本的に魔法体系が違うっぽい？」

			　そうかもしれない。モンスターを倒してレベルアップし、スキルポイントを得るというのがぼくたちだけの特権だとすれば、魔法体系だっておおきく違う可能性がある。

			　それにしても……すごいことをするな。精霊を自由に操ると、水をあんなふうに操ることができるってわけか。

			　大量の水が、壁のようになって、山を駆け下りてくる。その先端が、森のそばの監(かん)視(し)塔(とう)に接触し、高さ10メートルはありそうな監(かん)視(し)塔(とう)をひと呑みにする。

			　町の壁までは、もうすぐだ。

			「避(ひ)難(なん)を、はやく！」

			　執事とメイドたちが叫んでいる。下を見れば、ひとりの若い女が、いまさらのように屋敷へ走っていた。

			「わたしの子が、まだ戻って来ないの！　探しにいったマールも、まだ……」

			　メイドたちが慌てて追いかけている。

			　ミアが一度地面に降りようとする。ぼくはミアの肩を掴(つか)んで、止めた。

			「ダメだ」

			「でも、カズっち」

			「時間がない。あとは執事たちに任せよう」

			　それより、とホブゴブリンたちの方を見る。彼らは、はたしてどうしているのかと……。

			　町の西側を見て、唖(あ)然(ぜん)とする。

			　公園に集まったホブゴブリンたちが、なにやら輪になっていた。輪の中心で、隊長らしき装備のいいホブゴブリンが、朗(ろう)々(ろう)と呪文のようなものを謳(うた)う。

			　隊長ホブゴブリンの全身が赤黒く輝き出す。そして……隊長ホブゴブリンの目の前にある空間が、まるで魚眼レンズでも通したかのように歪(ゆが)んだ。

			　空間の歪(ゆが)みから、ゆっくりと、ピンク色の肉ともいうべき物体がはい出してくる。

			　直観的に理解する。あれは……。

			「グロブスター……」

			　ミアが生(なま)唾(つば)を飲み込む。その全身が、震えていた。

			　ぼくはケンタウロスナイトの背から手を伸ばし、ミアを抱き寄せる。

			「カズっち……」

			「だいじょうぶだ。……だいじょうぶ」

			「ん。……そだね、あれも、もうすぐ、水に沈む……」

			　ふたたび東に視線を移せば、巨大な水の壁は町の東部を呑み込みながら屋敷に近づいてくる。

			　だが……いまだ、屋敷に入っていった女性が出てこない。彼女を待っているのか、中庭には、彼女を待つ老人がふたりもいる。

			　まずいな、もう本当に時間がないぞ。

			　ぼくとミアが、上空から叫ぶ。急ぐよう促(うなが)す。それを聞いて、サーヴァントの執事が説得を始める。

			　老人のひとりが、仕方がないと、自分を抱えて運ぶよう執事に頼む。彼を抱えて、執事が空へ舞い上がり……。

			　その直後、だった。

			　屋敷を囲む壁を越え、ひときわ勢いを増した水の壁面が、屋敷を一瞬で呑み込む。庭にいた老人も、そして舞い上がったばかりの老人も、そして彼らを運ぶ者たちも、一瞬で泥水のなかに消える。

			　ミアが、押し殺した悲鳴をあげる。ぼくは彼女の身体を抱えながら、ケンタウロスナイトに命じ、さらに高く舞い上がらせた。

			「南の丘へ」

			　ぼくはミアを抱きかかえたまま、一行の先頭に立って、南の丘を目指すようケンタウロスナイトに命じる。

			　ちらりと、遠ざかっていく町の方を振りかえる。ホブゴブリンたちも、残った２体のジャイアントも、そしてグロブスターも、すべて巨大な洪水に呑み込まれていた。

			　かなりの準備と囮(おとり)と犠(ぎ)牲(せい)者を必要とした罠(わな)は、見事に成功したのだ。

			　領主の采(さい)配(はい)は、見事だと思う。たぶん志(し)木(き)さんとは、にこやかに握手できるんじゃないかと思う。テーブルの下で蹴り合いながら。

			　本当に、もう、うん、クソ喰らえだ。

			　ああもう、ちくしょうめ。

			　ぼくはミアの細身の身体を、もう一度、きつく抱きしめる。

			「カズっち、痛い」

			「あ……ごめん」

			　ミアは下唇をきゅっと噛んで、ぼくを見上げる。

			　泣きそうな顔になっていた。ぼくは胸に強い痛みを覚えた。
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			　ふと、眩暈(めまい)に似た感覚を覚える。いましも、彼女がどこかへ消えてしまいそうな、そんな錯(さつ)覚(かく)。

			　あとのことなんてなにも考えず、ミアの震える唇に、ぼくの唇を押しつけた。

			　ミアが目をおおきく見開く。ぼくはすぐ、はっとなって顔を離す。

			「ごめん、いまのは、その」

			「ん。……ありがと」

			「いや、だから、これは……」

			「わたしが、壊れてしまいそうだと、思った？」

			　うん、その通りだ。そうなんだけど……ミア、きみは……。

			「ん。だから、ありがと、だよ」

			「それって、ミア、本当に……」

			「けっこう、いっぱいいっぱいだった」

			　でも、とミアは、はにかんだ笑みを浮かべる。

			「カズっちのおかげで、少し、楽になった」

			　そのとき、背後でまばゆい輝きがあがった。振り返ると、町の中心部付近から太い光の柱が立ち昇っている。

			　なんだ、あれは。

			　ぼくは気づく。あれはたしか、ホブゴブリンたちが集合していたあたりだ。

			　グロブスターが出現していたあたりだ。

			　いったい、なにが起こった。

		

	
		
			第87話　生まれた脅(きよう)威(い)

			　

			　ぼくとミアは、町から南に向かって飛ぶケンタウロスナイトの背中から、背後に立ち昇る光の柱を茫(ぼう)然(ぜん)と見守る。

			　光の柱は、十数秒で消えた。

			　目をしばたたかせて、それからもう一度、光の柱が立ち昇った場所を見下ろす。

			　轟(ごう)々(ごう)と流れる水の渦。その中心に、なにか巨大なものが屹(きつ)立(りつ)していた。

			　ジャイアントより、さらにひとまわりおおきい。

			　全長６メートルくらいはあるだろうか。

			　ひとことでいってしまえば、それは４本の腕を持つケンタウロスだった。

			　顔は兜(かぶと)のなかに隠れ、よく見えない。胸もとから馬の背中にかけては、革の鎧(よろい)に覆(おお)われていた。上の両手に弓と矢を持ち、下の両手で剣と盾を構えている。４本の腕すべてに武具を身につけているということだ。

			「さ、サタンクロス……」

			　ミアが、唖(あ)然(ぜん)として呟(つぶや)く。

			　いやほんとおまえ自重しろ。これでよくわからない言語翻(ほん)訳(やく)機能がアレをサタンクロスと認識したら、どうしてくれるつもりだ。

			　幸いにして、そんなことはならなかった。ぼくたちより少し後ろで、執事に抱えられて飛んでいる兵士が、「メキシュ・グラウ」と呟(つぶや)く。

			「それ、あの化け物の名前ですか」

			　兵士に向き直って、訊ねる。

			　ミアが「あのひと、わたしに斬りつけた兵士さんを、制止してくれた」と耳打ちしてくる。

			　なるほど、ほかのひとに比べて理性的なのかな。

			「は、はい、大魔術師さま」

			　中年の男性だった。よくよく顔を覗いてみれば、なんか、呑み屋にいそうなおっさんだ。もっとも、金髪で茶色い眼をしているのだけれど。

			「神話に謳(うた)われる４本腕の巨人、邪(よこしま)なる神々の尖(せん)兵(ぺい)、メキシュ・グラウ。その弓と矢は竜すらも打ち滅ぼし、剛剣は城を一撃で破壊する……まさか実在したとは」

			　へえ、なるほど……。サタンクロスって名前にならなくて、よかったというべきか、そんなことで安心してどうするというべきか。

			　いやその前に、大魔術師ってなんだよ。

			　誰がそんなことをいった。いったい、どこのどいつが……。

			　ぼくは胸に抱えたミアに視線を落とす。

			　わが信頼すべきパートナーは、無表情で「てへぺろ」と呟(つぶや)いた。

			「ハッタリって、大切だよ？」

			「あとで覚えてろてめー」

			「怯(おび)えるひとたちを説得するのに、肩書きとか、だいじかなと」

			　う、うーん、そういわれると文句をいい辛い。ミアとしても、人間に刃を向けられ、必死だったのだろう。

			　自分より強い大魔術師、とかぼくのことを吹き込んだんだろうか。まあ、いいけど。

			　それにしても、メキシュ・グラウというあのモンスター……。

			　初めて、ぼくたちの知らない固有名詞のモンスターが出てきた。それも、兵士の話を考え合わせれば、この世界にきちんと存在する神話のなかのモンスターである。

			　いったいどこから、あんなものが現れたのか。

			　いや、薄々は理解している。ただ認めたくないだけだ。

			　グロブスターである。

			　洞(どう)窟(くつ)のグロブスターは、ぼくたちをこの場所に飛ばした。あのときは、一方通行のテレポート機能だった。それだけじゃなく、あれには受け入れステーションとしての機能があるということなのだろうか。

			　問題がもうひとつ。出てきたのが、あのメキシュ・グラウ１体だけなのかどうか。

			　洪水でグロブスターはどうなったのか。

			　もし、あんなのが継続的に出てくるのだったら、絶望だ。いや、現状でもすでに、ぼく的には戦う気が失せている。せっかくフライで逃げているのだから、このまま一気に距離をとってしまいたい。

			　そのためには、まず高度を下げることだろう。目立たないようにするべきだ。

			　ぼくは使い魔と執事、メイドたちに地面すれすれを飛ぶよう命じる。

			　すでにぼくたちは町の外を飛んでいる。ここまで水は来ていないから、もう降りてもいいのだが、逃げるためにはフライで飛んでいた方が都合がいい。

			　フライなら、鳥と同じくらいの速度が出せるのである。せっかく助けたひとたちを無駄に死なせないためにも、いまは距離をとることに専念するべきだ。

			　メキシュ・グラウは１歩、東の方に足を踏み出す。

			　即座に高度を下げたことがよかったのか、それとも最初からこちらのことなど眼中にないのか。単純に、己に向かってくる洪水に対抗するべく、きばっただけかもしれない。

			　いくら６メートルの巨人でも、迂(う)闊(かつ)に動けば足を取られるだろう。

			　あの場にはまだ、モンスターたちが生きているのだろうか。それとも全部、なにもかも流されてしまったのだろうか。

			　メキシュ・グラウは、そんな些(さ)細(さい)なことに頓(とん)着(ちやく)などしないとばかりに身をかがめ、強く地面を蹴って、東の山に走り出す。

			　途中で、水のなかに巨大な剣を突き入れる。

			　まばゆい閃(せん)光(こう)があがった。絹(きぬ)を裂くような女性の悲鳴が聞こえたような気がした。

			「たぶん、ウォーター・エレメンタルが、倒された……」

			　ミアが呟(つぶや)く。

			　そうか、あの洪水そのものを操っていたのは、ウォーター・エレメンタルだったっけか。その一部を、メキシュ・グラウはしっかりと視認して、倒してみせたわけか。

			　メキシュ・グラウの走りは止まらない。あっという間に山の手前まで辿り着く。

			　そこで、ぴたりと静止する。巨大な弓に矢をつがえ、斜め上に構えてみせる。

			　え、どこを狙っているんだ？

			　どこにウォーター・エレメンタルを操っている術者がいるか、見えているのだろうか。いや、そうでもないと、突然こんな行動を始めた理由が説明つかないけど……。

			　本当だとしたら、とんでもない千里眼だ。これはもう、視界の外まで逃げるしか方法がなさそうである。

			　メキシュ・グラウの手のなかにある矢が、炎を吹き上げた。魔法の弓矢なのか、それともあいつの固有能力なのか。

			　ケンタウロス型巨人が、己の身の丈にあった巨大な矢を射る。

			　炎の矢は弧を描いて山の上部、森のなかに吸い込まれていく。ワンタイミング遅れて、山の奥で巨大な爆発が起こった。

			　木々が吹き飛ぶ。巨大な煙があがり、きのこ雲になる。

			「え……なんだ、あれ。爆弾でもついてたってことか」

			「神話によれば、メキシュ・グラウの放つ邪炎撃は、地(じ)獄(ごく)の炎を巻き上げあらゆるものを焼きつくしたといいます」

			　兵士がいう。

			　邪炎撃。

			　なんか名前だけですごいな……。もちろん中二病的な意味で。

			「ええと、ほかに能力とか、わかります？」

			「は、はい。メキシュ・グラウは３つの魔法を使います。邪炎撃はさきほどご説明した通りです。残りふたつは、剣から雷を放つ邪雷斬、あらゆるものを見抜く邪竜眼です」

			　邪炎撃、邪雷斬、そして邪竜眼か。

			　ネーミングセンスもアレだけど、それ以上に能力がヤバいなこれ……。レジストをつけるにしても、うーん、２種類か……。

			　なにより邪竜眼が危険すぎる。これってつまり、隠れているものを見抜くってことで……。

			　ミアも同じことを考えたようだ。

			「さっき、せっかく覚えたグレーター・インヴィジビリティが……」

			　しょんぼりとしていた。

			　ああ、うん。風魔法ランク７には、あのインヴィジビリティの強化版、グレーター・インヴィジビリティがある。

			　激しく動いても姿が消えたままという、夢のような魔法だ。覗きとかしたい放題である。

			　しないけど。ミアにもさせないけど。

			　で、グレーター・インヴィジビリティをかけて戦えば、あるいは、といま一瞬、考えたのだ。

			　その手は、邪竜眼の存在によって呆(あつ)気(け)なく封じられてしまった。

			　いや、そうじゃない。考え方を変えよう。

			「作戦を決行してから判明するより、決行前に判明してよかったと考えるべき、だよね」

			「ん。それはわかってる、けど」

			　さっきスキルのランクを上げてから、まだ一度もランク７の魔法を使っていない。

			　にもかかわらず、速攻で封じ手の存在が判明してしまったのである。さすがのミアも、ショックであったようだ。

			「普通、魔法を新しく覚えたら、それって次の敵に対する勝利フラグ」

			「現実はなんとも上手くいかないってことだな」

			「おのれ、許すまじ」

			「ま、こっちが許す許さないの前に、あいつがぼくたちを見逃してくれるかどうかの方が……」

			　ちょうどそのタイミングで、メキシュ・グラウがこちらを向いた。

			　兜(かぶと)の奥から光る赤い眼光が、ぼくを射貫く。背筋に寒気が走る。

			「ミア、テンペストだ！」

			「ん？　あ、そか」

			　風魔法のランク６、テンペストは、強い風で直線状のものを吹き飛ばす魔法だ。Ｑ＆Ａによると、大人でも一瞬で吹き飛ばされるほどの突風であるらしい。

			　とはいえ、しょせんは吹き飛ばすだけだ。正直、ランク６まできて、こんな魔法があってもなあというところであったのだが……。

			「テンペスト」

			　メキシュ・グラウに向かって、暴風が吹き荒れる。

			　距離が相当あるから、敵のもとまでは届かない。だが少なくとも、その進路の空気はおおきく擾(かく)乱(らん)される。

			　直後、メキシュ・グラウが炎の矢を放つ。ぼくに向かって一直線に伸びてくる紅(ぐ)蓮(れん)の炎は、しかし擾(かく)乱(らん)された大気によって、途中でほんの少し軌道をそれ……。

			　双方の距離がひどく開いていたことが幸いした。途中のわずかな角度のズレは、終着点において数百メートルの誤差を生じさせる。

			　ぼくたちの進行方向から見てはるか右手で、着弾。

			　強烈な爆発が起こった。爆風がぼくたちを襲う。大気が激しくかき乱され、ぼくたちも吹き飛ばされそうになる。

			　ぼくはミアを抱えたまま、ケンタウロスナイトの背にしがみつく。

			　そこかしこで町のひとたちの悲鳴があがっている。薄目をあければ、爆風で幾人もの執事やメイドが吹き飛ばされていた。

			　ぼくの使い魔から振り落とされた人々が、地面に落下する。

			　肉が潰れる音がした。

			　骨が折れる音がした。

			　断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴が、あちこちであがった。

			　ケンタウロスナイトが、かろうじて地面に着地し、身を低くして爆風をこらえる。

			　町人を保護できた執事たちも、一度地面に着地し、彼ら、彼女らをかばう。

			　ぼくの使い魔たちは、最善を尽くしていた。それでも、多くの犠(ぎ)牲(せい)が出てしまう。

			　爆風が過ぎたあと、馬上から見渡せば……。

			　そこには、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地(じ)獄(ごく)絵図が広がっていた。

			　首があらぬ方向に曲がっている者がいる。激しく血を流している者がいる。

			　爆心地の方向に目をやれば、おおきなクレーターができていた。

			　ぞっとする。なんだ、このアホみたいな威力は。

			　え、っていうか待って、ちょっとタンマ、マジいまタンマ。

			　こんなやつ、どうしろっていうんだよ。戦うにしても、逃げるにしても、あまりにも敵の武器の破壊力がおおきすぎて……。

			　と、とにかく、もうすぐ丘まで辿り着くんだ。まだ無事な町のひとたちは、丘の向こう側に隠して……。でもって、ぼくとミアは。

			「あ、あ、ああ……っ」

			　ミアが、目をおおきく見開き、震えている。せっかく助け出したはずの人々が無残な姿で草原に転がるという、周囲の悲惨な光景を凝(ぎよう)視(し)する。

			「ミア！　しっかりしろ、ミア！」

			　ぼくはミアの頬を軽く叩く。もう一度、折れそうなほど細い少女の身体をぎゅっと抱きしめる。

			　ミアは喘ぐような声を出した。

			「なん、で。わたし……がんばった、のに」

			「わかってる。ぼくが知っている。ミアは最善を尽くした」

			「じゃあ、なんで、こんな」

			「正気を保て！　まだ生きているひとはたくさんいるんだ！　ぼやぼやしていると次の攻撃が来る、残りのひとたちを、まだ生きているひとたちを守るんだ！」

			　ミアは、焦(しよう)点(てん)の合っていない目で、ぼくをぼんやりと見る。

			　まずいな、どうすればいい。ミアがこんな状態で、こんな化け物相手に時間を稼ぐのか？

			　何分持ちこたえられる。

			　いや、持ちこたえたとして、そのあと、どうすればいい。

			　逃げるとして、逃げ切れるのか？　あんな反則的な遠距離武器を持っている相手に？

			　だったら。

			　いま、町のひとたちを見捨てて、いや囮(おとり)にして逃げてしまった方が……。

			　ぼくは、ケンタウロスナイトに命じて、ふたたび空へ舞い上がらせる。ミアが「あ、だめ」と呟(つぶや)くが、無視。

			　何人かの執事が、ぼくを追って空へ舞い上がってくる。

			　そのときだった。

			　山から、大量の矢がメキシュ・グラウに降り注ぐ。

			　炎の魔法や電撃の魔法もあった。

			「え、なんだ？」

			　どういうことなんだ。ぼくは混乱する。

			「領主さまの軍です！」

			　さきほどの中年兵士が、ふたたび空を飛んだ執事に抱えられ、ケンタウロスナイトのもとまでやってきて叫ぶ。

			　彼も、左肩を押さえていた。ひどく痛そうに顔をしかめていた。

			　爆風のとき、へんなふうにひねったのか。骨折とか、していなきゃいいが……。

			　いや、それより、いまなんていった。

			「領主さまが、メキシュ・グラウに戦いを挑んでいるのです！」

			　まさか、とぼくは首を振る。だって領主は、町を囮(おとり)にして……。

			　いや、違う。勘違いしてはいけない。

			　町の領主は、町を囮(おとり)にしてでも、モンスターの軍勢を倒したかったのだ。逃げるために町を囮(おとり)にしたのではない。勝つために、自らの民を斬り捨ててでも、勝負に出たのだ。

			　そのもくろみは、半分、成功した。計算違いだったのは、メキシュ・グラウというさらに厄(やつ)介(かい)な化け物が現れてしまったことである。

			　領主にとっては、町を犠(ぎ)牲(せい)にしても倒したかった敵。その生き残りがいるというのなら。

			　もはやどれほどの犠(ぎ)牲(せい)を払ってでも、攻撃するほかないのではないか。

			　たとえ、これっぽっちの勝ち目もなくたって……。

			　メキシュ・グラウの注意が、ふたたび山の方に向く。絶望的な戦力を持つ敵を前にして、しかし矢や魔法による攻撃はいささかも衰(おとろ)えを見せない。

			「いまのうちだ！　全力で飛べ！」

			　ぼくは執事とメイドの軍団に命じて、丘の向こう側へ人々を避(ひ)難(なん)させる。

			　幸いにして、避(ひ)難(なん)が完了するまで、メキシュ・グラウの注意は向こうを向いたままだった。

			　生き残った町の人々が、丘の上に着地する。

			　全員、すぐ丘の反対側へ下りていく。

			　よし、これでいい。あの爆発が来ても、町のひとたちの命は守られる。

			　用が済んだあと、執事たちをディポテーションで消す。これから先、少しでもＭＰが惜しい。

			「ミア、だいじょうぶか」

			「う、うん……わたし……ごめん、カズっち」

			「気にするな。あとでなんでもしてやるから、しっかりしてくれよ」

			「ん」

			　ミアはちからなくうなずき……。意を決したように首を縦に振る。

			　それから今度は、左右にぶんぶんと振る。首がちぎれるんじゃないかというほど、激しく振る。

			「うしっ！　元気、出す！」

			　両拳を胸もとでぐっと握って、おおきく叫ぶ。

			　それからぼくを見て、ニッと笑って……。

			「ところで、カズっち。なんでもするっていったよね」

			「おいこら」

			　ぼくはミアの頭をこつんとする。

			　ミアは、照れくさそうに笑った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくとミアは、改めて並んで丘の上に立ち、状況を見守る。

			　メキシュ・グラウが何発か、山に炎の矢を撃ち込んだ。そのたびに、領主軍の反撃は少なくなっていく。

			　完全に山のなかが沈黙するまで、じつに20分以上を要した。

			　領主たちの攻撃を一身に受け続けても、メキシュ・グラウの肉体には、傷ひとつついていない。圧倒的なまでのちからの差だった。

			　あまりにも領主軍が非力すぎるのか、それともメキシュ・グラウが強すぎるのか。

			　領主は、ぼくたちが人々を連れて町から脱出する様子を見ていたのだろうか。町のひとを助けるため、無(む)謀(ぼう)と知りながらメキシュ・グラウに戦いを挑んだのだろうか。それとも、ぼくたちならなんとかしてくれると信じ、時間を稼ぎにいったのか。

			　どちらにせよ、彼らは犬死にではなかった。

			　彼らの絶望的な反撃には、意味があった。

			　そう……。

			「２時間、経ったよ」

			　丘の上に立ち、準備を終えて、ぼくは宣言する。

			　メキシュ・グラウがこちらに振り向く、まさにその瞬間。

			　ぼくは魔法を使う。

			「サモン・サークル」

			　目の前の足もとに赤い六芒星が描かれる。

			　白い光の柱が立つ。規模こそちいさいけれど、さきほどメキシュ・グラウが現れたときとまったく同じ光だ。

			　はるか彼方(かなた)、育(いく)芸(げい)館(かん)に存在する円陣のなか。そこにある物、いる者をテレポートさせる魔法。

			　召(しよう)喚(かん)魔法のランク６。

			　無論、約束の時間までに、向こう側のひとたちが手配を終えていなければならないわけだが……。

			　ぼくは、知っている。

			　ぼくの仲間たちは、ぼくを裏切らない。

			　はたして、光の渦から声がする。

			「わっ、わわっ、まぶしいわっ」

			「はい。でも、これって、きっと」

			　なつかしい声がする。

			　別れてから、まだたったの２時間。

			　ずいぶん長い２時間だった気がする。

			　光が消える。

			　いま丘の上、ぼくの目の前には、いくつかの荷物と共にふたりの少女が立っていた。

			　槍(やり)を手にした黒髪の少女、アリス。白い剣を手にした金髪の少女、たまき。
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			「カズさん！」

			　ふたりが同時に叫ぶ。

			　ぼくはひとつうなずいてみせる。それから、彼方(かなた)のメキシュ・グラウを睨(にら)む。

			「話はあとだ。いまから、倒さなきゃいけないモンスターがいる」

			　ぼくは不敵に笑う。

			「戦力は揃った。反撃開始だ」

		

	
		
			第88話　メキシュ・グラウ

			　

			　数キロ先のメキシュ・グラウが、丘の上のぼくたちめがけて炎の矢を放つ。

			「テンペスト」

			　ミアの轟風魔法が、ふたたびこの炎の矢を脇にそらした。丘の左手の草原で着弾、巨大な爆発が生まれる。

			　すさまじい爆風が丘を襲う。丘の裏手に避(ひ)難(なん)していた町のひとたちが、悲鳴をあげる。

			　皆には伏せるよう指示を徹底しているから、たぶんだいじょうぶだろう。

			　アリスとたまきは、悲鳴をあげて頭をかばい、爆風をしのぐ。そのあと爆心地を見て、仲良く息を呑む。

			「か、カズさん、どうなってるの？　あいつなんなの？　あと丘のあっち側で悲鳴が聞こえたけど、あれって……」

			「いろいろあったんだが、簡単にいうと、あのメキシュ・グラウって化け物がボスだ。あいつを倒す。以上、詳しいことは白い部屋で」

			　白い部屋、というのはぼくたちにとって、もはや魔法の言葉だ。時間がない、あとで話す、という意図をくみ取り、たまきはうなずく。

			「えーと、でも、倒せるんでしょうか」

			　アリスは、ぼくとミアにヒールをかけつつ、冷や汗を垂らしている。なんの心構えもないところに、いきなりすさまじい爆発を見てしまって、いささか焦っているようだ。

			　無理もない。

			　ぼくも大見えを切ったとはいえ、確実に勝てるなんて自信はない。アリスとたまきの応援があってなお、厳しい戦いになると判断している。

			　でも、勝たなきゃいけない。敵はそうやすやすと逃がしてくれないだろうし、ぼくたちの背後には無(む)辜(こ)の民がいる。

			　いや、別に守れとは誰も命令していないし、そんな義務はひとつもないのだけれど……。

			　領主たちは、敵わぬと知りつつ、ぼくたちのために時間を稼いでくれた。

			　なら、その心意気に応えてやらなきゃ、寝覚めが悪い。

			　それに……ぼくは、ミアを見る。ミアはぼくを見上げ「ん」とうなずく。

			　彼女にしては珍しく、声に気合が入っている。

			「遠距離だけなら、何度でも防ぐ。これ以上、あの矢で被害は出さない」

			「といっても、こっちには何キロも先を攻撃する方法なんてないぞ」

			「向こうも、飛び道具が効かないなら……。接近、してくるはず」

			　ミアのいう通りだった。メキシュ・グラウは、巨大な蹄(ひづめ)で地面を蹴り、ぼくたちに向かって走り出す。ぐんぐんと距離を詰めてくる。

			「あ、そうです、カズさん」

			　アリスが慌てていう。

			「洞(どう)窟(くつ)の反対側に蜂の巣があって、そこでいっぱい敵を倒して、ええと、たまきちゃんが剣術をランク８にしたんです」

			「そりゃ、心強い。たまき、きみが頼りだぞ」

			「え、え、わたし……うん、が、がんばるわっ」

			　たまきの剣術がランク８になったか。それなら、いけるかもしれない。

			　ぼくはアリスとたまきに基本のエンチャントをしていく。フィジカル・アップ、マイティ・アーム、クリア・マインド。それからディフレクション・スペルで、レジスト・エレメンツの火と風。さらにディフレクション・スペルを使い、ミアのフライ。

			　今回は敵が近づいてくるまで余裕があるから、さらに付(ふ)与(よ)魔法を……。

			　と思ったら、メキシュ・グラウが炎の矢を放ってきた。

			「テンペスト」

			　ミアが、これもまた竜巻の魔法で横にそらす。

			　だが今回は、さきほどまでと比べてだいぶ距離が詰まってからの一矢だ。丘のすぐ近くに着弾し、爆風と同時に熱や泥まで飛んでくる。

			　丘の後ろに隠れた人々が、かん高い悲鳴をあげる。

			「ここにいるのは、まずいな」

			「ん。さっさと距離を詰めるべき」

			　ぼくは最後に、ディフレクション・スペルからのヘイストをかけ、ケンタウロスナイトに飛び乗る。アリスからヒールをもらったおかげで、さっきよりずいぶん身体が軽い。

			「いくぞ」

			　と声をかけ、散開しつつ巨人に向かって丘を飛び出す。

			　アリスとたまきが、赤い閃(せん)光(こう)となってぼくたちの前を行く。すぐ後ろから、ウィンド・エレメンタル２体とミアがついてくる。

			「アリス、たまき、聞いてくれ。敵はメキシュ・グラウ。この世界の神話によれば、炎の矢、雷の剣、偽りを見抜く眼を持つ化け物らしい」

			　それぞれ邪炎撃、邪雷斬、邪竜眼ということは伏せておく。そんな名前で呼びたくないし、なによりいきなりいわれても覚えられないだろう。

			「だから、魔法で視界を遮(さえぎ)るような手段は使わない。インヴィジの類(たぐい)もダメだ。雷の剣というのはよくわからないが、一応、注意だけはしておいてくれ。レジに頼りすぎるのは危険だ」

			「はい、わかりました！」

			「うん、任せて！」

			　ふたりとも、返事だけは元気がいい。

			　いやまあ、アリスは返事の通り、気をつけてくれるだろう。願わくば、たまきの分まで注意しておいて欲しい……かなあ。

			　いちおう、勝算らしきものはある。

			　この世界、スキルのランクは９が限界だということだ。たまきの剣術ランクが８に上昇したと聞いて喜んだのは、そういうことである。

			　メキシュ・グラウがどれほどおそるべき破壊力を持つ存在であっても、接近してしまえば、あとは接近戦のランク差がおおきくものをいう。

			　それはジャイアントとの戦いでも証明されている。いくらメキシュ・グラウが強いといっても、たまきほどの近距離のエキスパートを相手にして、互角に戦えるはずがない。

			　巨人は、ぼくたちが接近してくるのを見て、下の腕で剣と盾を構えてみせる。

			　その上で、もう一度、上の両腕でもって矢をつがえ……。

			「何度も、させない」

			　そのころには、もうミアの魔法の射程に入っていた。

			　彼我の距離、およそ２００メートル。

			「エレクトリック・スタン」

			　巨人が矢を放つ直前、彼女の雷撃が先手を打つ。

			　風魔法ランク７、覚えたてのこの魔法は、敵の全身に電撃を行き渡らせ、その身体を一瞬だけ麻(ま)痺(ひ)させるというものだ。射程はランク１につき30メートル。いまのミアなら、２１０メートル先の目標まで狙い撃ちできるということだ。

			　これだけ高いランクなのになんとも地味、ではあるが……。

			　この魔法、レジスト系魔法が入っていないと、まず抵抗できないらしいのである。

			　一瞬の硬直は、致命的な隙を生む。わずかなショックを受け、メキシュ・グラウの狙いがわずかに逸れた。

			　放たれた炎の矢は見当違いの方向に飛び、はるか彼方(かなた)で爆発する。爆風がぼくたちの背中を焼く。

			　だがその隙に、たまきとアリスが、四本腕の敵の懐に飛び込んでいる。

			「いくよ、アリス！」

			「はい、たまきちゃん」

			　たまきの白い剣が、メキシュ・グラウの下右手の剣と激しく刃を打ち鳴らす。

			　かん高い音が響く。同時に、アリスの槍(やり)がメキシュ・グラウの下左手の盾によって防がれる。

			「うげ、ふたりとも防がれた」

			　ミアが呻(うめ)く。ううむ、エレクトリック・スタンを受けてなお、アリスとたまきの同時攻撃をしのぐとか……。

			　半端ないな、こいつ。

			　というか、剣術ランク８のたまきが剣技で押されていた。こいつ、ひょっとしてランク９とかの領域なのか？　それって……そうとうにマズいんじゃ……。

			「でも、見た感じ、パワーはあんまない」

			　ミアが、上手な滑(かつ)空(くう)で、ケンタウロスナイトに騎乗するぼくのそばまで来る。

			「巨人にしては、だけど」

			　そういえば、たしかにアリスの突進は跳ね返されたけど、たまきの方は空中で互角に打ち合えている……のか？

			　いや、どうやらたまきは、巧妙な角度で剣をぶつけることで、相手の勢いを削(そ)ぐ戦い方をしているようだ。

			　ようだ、といっても、具体的にぼくが剣技を見て判断しているわけじゃない。

			　ぼくがまたがるケンタウロスナイトが、そう教えてくれた。ぶっちゃけ、ぼくの目では、たまきとメキシュ・グラウの激しい剣がさっぱり見えないのである。

			　この両者があまりに激しく動くため、いまやその姿は残像となってぼやけている。

			　これが、ランク８以上の領域か。スキルランクが極まった者たちの戦いなのか。

			　アリスは、いささか手を出しかねている。

			　彼女は、一本伸ばしのたまきと違い、槍(そう)術(じゆつ)が６しかない。パーティ編成の都合上、仕方がないとはいえ、治(ち)療(りよう)魔法と並行に上げていたからなあ。

			「ど、どうしましょう、カズさん」

			　アリスは一度下がって、振りかえり、ぼくに指示を仰(あお)いでくる。

			「どう分析する？」

			　ぼくはケンタウロスナイトに訊ねた。餅(もち)は餅(もち)屋だ。

			「剣技では、敵が上であろう。しかしメキシュ・グラウの体さばきは、たまき殿に対抗するだけで限界のようだ」

			　なるほど、腕が４本あるっていっても、身体はひとつ……か。そこが攻略の鍵(かぎ)になるかもしれない。なら。

			「アリス、たまきの反対側にまわれ！」

			「え？　あ、はい！」

			　アリスはすぐ、ぼくの意図を了解したようだ。おおきく旋回して、メキシュ・グラウの背後を取ろうとする。

			　敵もそうはさせじと、頻(ひん)繁(ぱん)に立ち位置を変える。

			　だがそれは、たまきに対して注意が分散されるということだった。たまきは、ここぞとばかりに激しく打ちかかり……。

			　ごくわずか。四つ腕の巨人の弓を持つ手に傷がつく。

			　メキシュ・グラウが、苦(く)悶(もん)の声をあげた。

			　よし……っ！　ぼくは拳(こぶし)を握り、喜ぶ。

			　だが、次の瞬間。たまきは悲鳴をあげて、弾き飛ばされていた。

			「え、な、なんだ？」

			「雷撃だ、主！」

			　ケンタウロスナイトが慌てて、飛行したまま急カーブする。

			　ミアがとっさに、ぼくの腰に手をまわす。ぼくとミアを乗せ、ケンタウロスナイトは地面まで駆け抜け……。

			　ついさっきまでぼくたちがいた軌道を、広範囲の雷撃が薙(な)ぎ払う。

			　紙一重、避けた。

			　轟と唸る風が、頭上を吹き抜けていく。

			　空気が焼ける匂い。それは、メキシュ・グラウの剣の一(いつ)閃(せん)から生まれた、おそるべき斬(ざん)撃(げき)である。

			　ぼくたちの背後で、見えない刃が草原を引き裂く。地面がえぐられ、深さ１メートル以上はあるだろう黒い土の溝が生まれた。

			「邪雷斬」

			　ミアが呟(つぶや)く。あ、その名前、使うのね。

			　正直、至近距離にいたたまきは、レジストが入っていなければ、かなりヤバかっただろう。炎の矢と違って、避け辛いのが問題だ。あまり遠距離までは届かないようだけど……。

			　じつはこいつ、遠近共に隙がないのか？

			　いや、それでも遠距離でやり合うより、接近した方がまだマシだ。なにより、ぼくたちはあの一撃を受けてなお、誰も深手を負っていない。

			　ことに、反時計まわりに背後へまわる最中だったアリスには、攻撃が届かなかったようだ。

			　攻撃範囲は、正面から右手側、あわせて１８０度くらいか。それでも充分、広いけど。

			　直撃を食らったとおぼしきたまきだが、空中でスピンしつつも体勢を整える。

			　すぐに雄たけびをあげて、突進していく。ひどい傷を受けたわけではなさそうだが、でも少し動きが鈍い……かもしれない。

			　でも、そんなことは、たまきだってわかっている。そしてなにより、彼女の親友たるアリスがよく理解している。

			「お願い、アリス！」

			　メキシュ・グラウに白い剣を振りおろしながら、たまきが叫ぶ。アリスは阿(あ)吽(うん)の呼吸で、魔法を使う。

			「レンジド・ヒール」

			　現時点で25メートル先まで届くこのランク４の回復魔法は、敵をはさんで接近戦を行うこの戦場において、充分な射程を持っていた。

			　アリスの魔法を浴びて、たまきの身体が淡い光に包まれる。とたん、たまきは元気を取り戻し、メキシュ・グラウにちから強く打ちかかる。

			　一方アリスは、背後からさかんに巨人を脅(おびや)かす。敵の盾が届かぬ後方上空から、刺(し)突(とつ)を入れようとして……。

			　メキシュ・グラウが、後方に勢いよく飛び退いた。アリスは、押しつぶされないよう、慌てて離脱する。

			「来るぞ、主！」

			　ケンタウロスナイトが叫ぶ。メキシュ・グラウは弓に矢をつがえた。

			「ミア」

			「ん。テンペスト」

			　ミアの突風魔法が、大気を激しくかき乱す。

			　メキシュ・グラウはそれでも構わず、炎の矢を放つ。だが今度は、彼我の距離が50メートルもない。テンペストによる突風は、威力の減(げん)衰(すい)もほとんどなく、放たれたばかりの炎の矢とまともに衝(しよう)突(とつ)した。

			　炎の矢が、この至近距離ですさまじい爆発を起こす。アリスとたまきが、吹き飛ばされて悲鳴をあげる。

			　正面で、爆(ばく)煙(えん)があがる。

			　ちい……っ。こうなれば、イチかバチか。

			「リフレクション」

			　唱えた瞬間、わかってしまった。

			　タイミングが遅い。爆風は、魔法の盾をすり抜けてぼくたちを襲う。

			　ケンタウロスナイトが、己の身体を盾にして、ぼくへ来る衝撃を防ぐ。

			　彼が「ぐう」と呻(うめ)いた。使い魔でも防ぎきれなかった熱風が、ぼくの肌を焼く。

			　直後、煙の向こう側から蹄(ひづめ)の音が迫る。

			　ぼくはとっさに叫ぶ。

			「退避っ！　逃げろ！」

			　爆発の煙を突き破り、少し肌を焼け焦げさせたメキシュ・グラウが突進してくる。

			　まずい、炎の矢を爆発させることすらも計算のうちか。それを煙幕に使って、さらには爆風でこちらの体勢を崩して、その隙に各個撃破しようというのか。

			　メキシュ・グラウは突進しながら、まず近くにいたアリスに剣を振るう。

			　剣の先から閃(せん)光(こう)が煌(きら)めく。電撃の前動作だ。

			「アリス！」

			　思わず、ぼくは悲鳴に似た声をあげる。

			　だがアリスは体勢が整わないながらも、メキシュ・グラウの行動をはっきりと見ていた。

			「フラワー・コート」

			　敵との距離が近すぎて、逃げることは難しい。とっさに彼女がしたことは、自分自身に薄いバリアを張ることだった。たいして強力なバリアではないが、アリスもほかに方法がなかったのだろう。

			　アリスはかろうじて、電撃を帯びた剣の攻撃を槍(やり)の柄で受ける。

			　絹(きぬ)を裂くような少女の悲鳴が、戦場に響き渡った。アリスの身体はおおきく吹き飛ばされ、きりもみ回転して地面に落下する。少女の墜(つい)落(らく)地点で、派手な土煙があがる。

			「アリス！　おい、アリス！」

			　ケンタウロスナイトは、敵の動きがよく見えていた。ぼくが叫んだ瞬間、横に飛び退っている。空中で激しく回転する。ぼくは振り落とされないよう、その背に必死でしがみつく。

			　メキシュ・グラウは一直線に駆け抜け、距離をとる。ケンタウロスナイトが、なんとか体勢を立て直す。

			　たまきが、待てと叫びながらメキシュ・グラウに突進した。遠距離戦ではこちらが著(いちじる)しく不利だ。彼女には時間を稼いでもらわなければならない。

			　ぼくはアリスの名前を叫びながら、ケンタウロスナイトに馬首を巡らすよう伝え……。

			「待って」

			　その行動を、いつの間にかすぐそばまできていたミアが止める。ミアはぼくの肩を、そのちいさな手でちからいっぱい握りしめた。

			「アリスは、だいじょうぶ。いまは、勝つこと」

			　ぼくはカッとなってミアをどなりつけようとして……。

			　ミアが、身を乗り出す。ぼくと唇を重ねる。

			　一瞬のキスだった。でもそれは、ぼくに冷静さを取り戻させるのに充分だった。

			　さっきのお返し、か。

			「すまない」

			「ん。あとで愛してくれれば、いい」

			「それは、いささか承(しよう)諾(だく)しかねる」

			　ミアは「ちぇっ」と舌うちする。ぼくはそんな彼女の頭を軽く叩く。

			「でも、いまのは本当に助かった」

			「カズっちの英雄に、少しは、なれた？」

			「英雄……なのかなあ」

			　ぼくは苦笑いする。

			「そのひとにとってできないこと、でもしなきゃいけないことができるのが、英雄なら」

			　ミアはそういって、ぼくの目を覗き込む。

			「わたしは、きっと、カズっちの英雄」

			「……そうかもね」

			「ん」

			　ミアは、わずかに口もとをほころばせる。

			　一方、メキシュ・グラウの突進は、たまきが止めていた。彼女は孤(こ)軍(ぐん)奮(ふん)闘(とう)、全長６メートルの怪物と激しく打ち合う。何度吹き飛ばされても、再度、飛びかかっていく。

			「エレクトリック・スタン」

			　ミアが時折、援護を入れて、おかげでなんとか拮(きつ)抗(こう)状態に持ちこんでいる。ぼくやケンタウロスナイト、ウィンド・エレメンタルは、この激しすぎる戦いを傍(ぼう)観(かん)するしかない。

			　だが、このままでは……じり貧だ。どうするか。このまま、ミアに切り札を切らせるべきか。

			「カズっち、判断は、任せる」

			　ミアは介(かい)入(にゆう)のタイミングを窺(うかが)いながら、そういってぼくを見上げる。

			「いまなら、アリスを助けにいっても、いいよ？」

			「でも、さっきは」

			「さっきのカズっちは、冷静じゃなかった」

			　いやはや、もっともである。ぼくは苦笑いして……。

			　次の行動を宣言する。

		

	
		
			第89話　神話の怪物を討(とう)伐(ばつ)せよ

			　

			　ぼくはミアと分かれ、ケンタウロスナイトを駆って、地面に墜(つい)落(らく)したアリスのもとへ向かう。

			　というか、ケンタウロスナイトの胴体にしがみついて、急降下する彼にすべてを任せるんだけど。

			　ウィンド・エレメンタル２体もぼくについてくる。

			　ミアは、孤(こ)軍(ぐん)奮(ふん)闘(とう)するたまきの援護だ。まずは念のため、とばかりに地魔法ランク１のアース・バインドを放ち、草を生き物のように動かしてメキシュ・グラウの足首を絡め取ろうとするが……。

			　メキシュ・グラウが、咆(ほう)哮(こう)を放つ。たまきの身体が、鞠(まり)のように跳ね飛ぶ。蠢(うごめ)いていた草はすべて、一瞬にして吹き飛ばされた。

			　ああ、やっぱり持ってるか、アレ。

			　解呪の咆(ほう)哮(こう)。

			　しかもメキシュ・グラウの咆(ほう)哮(こう)は、かつてなくすさまじかった。かなり離れていたぼくですら、耳鳴りがするほどだ。これ、間違いなくジェネラルやジャイアントより強力な解呪……というか破(は)魔(ま)の特殊能力だよなあ。

			　具体的にこの能力がどこまで効果を及ぼすのかは、わからない。

			　ジェネラルは風魔法ランク２のサイレント・フィールドを打ち破っていた。ジャイアントも似たようなことをやっていたけれど、地魔法ランク４のストーン・バインドは、あれだけじゃ破れなかった。

			　このメキシュ・グラウにストーン・バインドをかけてみたいところだけれど、あいにくと周囲はいちめんの草原だ。試すなら、風魔法ランク５のポイズン・スモッグとかなんだろうけど、あれは周囲を巻き込む。

			　いまはたまきが接近戦を挑んでいるから……。あ、いや、そのたまきは遠くに吹き飛ばされていたんだっけ。

			「ポイズン・スモッグ」

			　ミアはここぞとばかり、敵の周囲に毒の雲をつくり出した。

			　メキシュ・グラウの身体が気味の悪い煙のなかに埋もれ……。

			　ケンタウロス型の巨人が、咆(ほう)哮(こう)を放つ。

			　毒雲は、一瞬にして四散した。

			　やっぱり、これも効かないか……。

			　ランク５でも効果がないとなると、もうなにをやっても無駄だろう。ミアは仕方なく、ライトニング・アローによる直接攻撃やエレクトリック・スタンによる補助に切り替える。

			　そうこうするうち、ぼくはアリスのもとへ辿り着いた。アリスの落下地点は、そこだけ地面が深くえぐれ、黒い土が露出している。

			　少女は半身を起こし、自分の腕と足に治(ち)療(りよう)魔法をかけていた。

			　胸当てと体操着が、あちこち破けている。ひどいありさまだった。

			　ぼくはアリスのそばにケンタウロスナイトを着地させる。ケンタウロスナイトの背から飛び降り、アリスに駆け寄る。

			「も、もうだいじょうぶです、カズさん」

			　アリスはぼくを見上げて、申し訳なさそうにする。

			「ちょっと、足の骨が折れて、飛び出ちゃって……。すごく痛くて、まずは治(ち)療(りよう)しないと足手まといになるって思ったので」

			「そういうのは、さっさと治(ち)療(りよう)していいから！」

			　あと、リアルに描写しなくていいです。聞いているだけで痛々しいよ……。

			　見れば、たしかに腿(もも)のあたりが血まみれだった。いまはもう、綺(き)麗(れい)な皮(ひ)膚(ふ)になっているけど。

			　しかし、複雑骨折とか……ヤバいな。

			　邪雷斬。

			　名前の通り、まともに食らうと壮(そう)絶(ぜつ)な威力のようだ。

			　アリスに命があって、本当によかったと思う。薄いバリアとはいえ、とっさに一枚、壁をつくれたのは幸いだったということか。

			　とにかく、このメキシュ・グラウというモンスター、これまでとは火力が桁(けた)違(ちが)いである。しかも、攻撃が迅(じん)速(そく)だ。リフレクションも外してしまった。

			　そもそも、あのときリフレクションで弾き返せたかどうかもわからないけど。

			　４本足だから、突進の勢いにはとてつもないものがある。瞬時に後ろへ跳躍し、一気に突進してアリスを吹き飛ばしたときには、心臓が止まるかと思った。

			　あげく、腕が４本もあるから、遠近両対応である。

			　隙がなく、決定打を叩きこむのが難しい。

			　いやー、さすがに神話に出てくるだけある。というか、その神話とかで、どうやってこいつを倒したんだろう。あの兵士に聞いておけばよかった。

			　いや、倒し方とかがあれば、教えてくれているか。詳しく記されていないか、あるいはちから押しで英雄とか勇者とかそういうやつが倒しちゃうのか。

			　どちらにしても、いまの戦いの役には立たないことなのだろう。

			　そう割り切ることにして……。

			　さて、ならばぼくたちなりの攻略法を編み出さなきゃいけない。

			「もう痛みはないか」

			「は、はい。ほとんど、だいじょうぶです」

			　ぼくはアリスの瞳(ひとみ)をじっと覗き込む。あ、わずかに怯(ひる)んだ。

			「痛みが消えるまで、ヒールして。それまでの間にやせ我慢したら、あとで罰ゲーム」

			「え、あの、その……っ、罰ゲーム、ですかっ」

			　おいおい、なぜ顔を朱に染めますか、お嬢さん。

			　きみまでミアのようになったら、お兄さん泣いちゃうよ。

			　それはそれとして、彼女の身体が万全であるというのは、作戦を立てる上で最重要のことだ。いまばかりは、しっかりと治(ち)療(りよう)に専念してもらう。

			　その上で、ぼくの言葉を聞いてもらおう。

			「実は、ミアは切り札を隠し持っている。一度しか使えない奇襲になるけど、でもその一度で、勝負を決めたい」

			　ちらりと戦場を仰(あお)ぎみれば、たまきが傷だらけになりながら、メキシュ・グラウに必死で食らいついていた。

			　もうじき、ヘイストが切れるかもしれない。フライはまだだが、それも遠くないだろう。

			　最悪でも、フライが切れるまでに決着をつける必要があった。一度集まって、これらをかけ直すような暇はないだろうし、敵がそうさせてはくれないに違いない。

			　ぼくは淡々と、アリスに作戦を説明する。

			　といっても、やることは単純だ。

			　ミアの魔法で不意を突く。相手の体勢が崩れたところで、一(いつ)気(き)呵(か)成(せい)に攻め立てる。

			　ただそれだけである。

			　アリスが、治(ち)療(りよう)魔法をやめ、「もうだいじょうぶです。……本当に」と立ち上がる。

			　ぼくは、彼女の目を見て、よしとうなずいてみせる。

			　ああ、なんでぼく、こんなに偉そうなんだろう。いや単純に、アリスが無茶しないか心配なだけなんだけど。

			　いまこの瞬間にも、たまきが傷ついている。ミアが懸命に戦っている。

			　アリスは、彼女たちが心配で気が気じゃないのだ。

			　いまも、ぼくを見ながらも、そわそわしている。はやく戦いに復帰したいのだろう。

			「ケンタウロスナイトの背に乗って。近くまでは一緒の方がいい」

			「は、はいっ」

			　ぼくはアリスと共に、ケンタウロスナイトに騎乗する。

			　ぼくが前で、アリスが後ろだ。この方が、いつでも彼女が離脱できるからだ。
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			　アリスは胸をぎゅっと押し当て、しがみついてくる。体操服ごしに、豊満な胸もとがぼくの背中を圧迫して……いやほんと、それはどうでもいい。

			　もう一度いおう、それはどうでもいい。

			　念のため、ということでぼくはアリスにヘイストをかけなおす。

			　ケンタウロスナイトが空に舞い上がる。

			「タイミングは一瞬、機会は一度だけ。それでダメだったら、一度撤収だ、いいね」

			「で、でも、それじゃ、丘の向こうにいるひとたちは……」

			「見捨てて逃げる」

			　ぼくは、はっきりとそう宣言する。

			　アリスが息を呑む。

			　でもこれは、譲れない。勝ち目がないのにこれ以上、戦う意味はない。だから一度だけ、博打を仕掛けて、それでダメならいかなる犠(ぎ)牲(せい)を払ってでも逃げる。

			　ぼくはもう、仲間の誰ひとりとして傷ついて欲しくない。ましてや、死ぬなんてもってのほかだ。そのためなら、赤の他人をいくらだって生(いけ)贄(にえ)に捧げてみせよう。

			　アリスはためらったあと、うなずいた。ぼくの気持ちを汲(く)んでくれたのだろう。

			「勝てばいい、ってことですね」

			「いや、うん、まあ、そうだけど」

			　あんまり汲(く)まれていなかった。

			　まあ、いい。彼女のいう通り、勝てばいいんだ。

			　ケンタウロスナイトが、連続して攻撃魔法を撃ち出すミアのそばを通り過ぎる。

			　かなり顔色が悪い。

			　そうとうに魔法を連発しているから、疲れが出ているのだろう。どのみち、この戦い、そう長くは続けられないということか。

			「ミア！」

			　たまきの斜め後ろ、50メートルほどの位置を維持する彼女を追い抜きざま、ぼくは叫ぶ。

			「やるぞ、タイミングを合わせろ！」

			「ん！」

			　たまきは、ぼくたちの声が聞こえていたのだろう、なにかすると確信したように、いっそう激しくメキシュ・グラウに剣を打ちおろす。

			　４本腕の巨人は、激しい反撃でたまきの身体を吹き飛ばし……。

			　いまだ。

			「ミア！」

			「グラビティ」

			　ミアが、風魔法ランク７、グラビティをメキシュ・グラウめがけて放つ。

			　いわゆる重力魔法だ。この大型モンスターの周囲で、重力が変化する空間が生まれる。

			　メキシュ・グラウの体重が、一気に10倍以上となった。

			　巨人の動きが鈍る。この魔法、効果は10秒ほどしかないが……。

			　草が地面にべったりと貼りつく。周囲の地面が陥(かん)没(ぼつ)する。

			　メキシュ・グラウは低く呻(うめ)き、そして……。

			　咆(ほう)哮(こう)をあげる。身も凍えるような巨人の雄たけびは、しかし、超重力になんの影響も及ぼさなかった。

			　よしっ、ランク７のこれは解呪できない！

			　それでもメキシュ・グラウは渾(こん)身(しん)のちからを振り絞って、ちからの圏内から離脱しようと暴れ……。

			　もうすぐ、10秒。

			「いまだ、ミア！」

			「ん。リヴァース・グラビティ」

			　グラビティと対になる風魔法ランク７、リヴァース・グラビティが放たれる。こちらの効果は、グラビティとまったく逆の空間を生み出すというものだ。

			　つまり……。

			　メキシュ・グラウの巨体が、ふわりと浮きあがる。全力で超重力の戒(いまし)めから逃れようとしていた巨人は、おおきく体勢を崩して、空中で回転を始める。

			「アリス！」

			「はいっ！」

			　ケンタウロスナイトから飛び出したアリスが、槍(やり)を構えて矢のように突進する。

			　彼女には、あらかじめこれらの魔法について教授してあった。

			　飛行魔法による３次元移動もあっという間に身につけてしまったアリス。彼女だからこそ信じられる、この特異な空間、重力異常のさなかでの機動。

			　向かってくるアリスに対し、メキシュ・グラウは炎の矢を放つ。だが、いまこの大型モンスターの身体は、複雑にスピンしている。

			　魔法の狙いは、アリスをおおきく外れた。

			　ぼくたちのはるか背後で、大爆発が起こる。

			　ならばと、巨人は剣に雷撃をまとわりつかせ、一(いつ)閃(せん)する。さきほどアリスにひどい怪(け)我(が)をさせたその一撃は……。

			「テンペスト」

			　ミアが、スピンするメキシュ・グラウめがけ、暴風を放つ。普段ならば、そんなものを受けても微動だにしないはずだが、いまこのモンスターのまわりは無重力になっている。

			　メキシュ・グラウの身体が空中でスピンし、雷撃は見当違いの方向にいってしまう。

			　無論、近くのアリスも暴風の煽(あお)りを受けるが、彼女はちょっと体勢を崩しただけですぐ持ち直し、やや下方から巨人に突っ込む。

			　アリスは裂(れつ)帛(ぱく)の気合をあげながら、矢のように、一直線に突き進む。身体と槍(やり)がひとつになって、メキシュ・グラウの剣を持つ腕の付け根に体当たりする。

			　巨人が、苦痛の呻(うめ)き声をあげた。剣を取り落とす。

			「たまき！」

			「うん、任せて！」

			　アリスが一撃を与えたことで、敵の攻撃が止む。この隙にたまきが肉薄し、白い剣でメキシュ・グラウの胸をおおきく斬り裂く。

			　青い鮮(せん)血(けつ)が飛び散る。

			　それからは、一方的だった。メキシュ・グラウは接近したふたりに対し、満足に身動きもできないまま一方的に斬られ、突かれて……。

			　そのころにはリヴァース・グラビティの効果はとっくに切れていたのだけれど、地面に転がってもなお、敵は混乱から立ち直れなかった。

			　メキシュ・グラウは、幾度も幾度も、アリスとたまきの攻撃を喰らった。そのうちのひとつが、致(ち)命(めい)傷(しよう)となった。

			　断(だん)末(まつ)魔(ま)の悲鳴をあげ、巨大なモンスターは地面に倒れる。そのまま動かなくなり、すっと身体が消えていく。

			　あとに残ったのは、黄色い宝石が２個。

			　同時に、ぼくたちは白い部屋に移動する。

			　どうやら、アリスとたまきが同時にレベルアップしたようだ。

		

	
		
			第90話　使者

			　

			　白い部屋で、ぼくたちは改めて、再会を喜び合った。

			　たまきがぼくの胸に飛び込んできて、おでこをグリグリと押しつけてくる。それを見て、アリスが少し困ったように笑う。

			　ぼくはアリスを手招きして、その頭を撫(な)でてやる。

			「来てくれて、ありがとう」

			　本当に、心から、感謝の言葉を告げる。

			　召(しよう)喚(かん)魔法でふたりを呼んだあのとき、ぼくはふたりが出てくることを微(み)塵(じん)も疑っていなかった。でもやはり、ふたりの顔を見て、とても安心したのだ。

			　ぼくの召(しよう)喚(かん)に応えれば、２度と戻れぬかもしれない旅につきあうことになる。呼び出された先が死地であるかもしれない。

			　ふたりはそれでも、ぼくが育(いく)芸(げい)館(かん)に用意した魔法陣に乗ってくれた。この過(か)酷(こく)な闘争の場に飛びこんでくれた。いくら感謝しても余りあるというものだ。

			「さて、再会の喜びが済んだところで」

			　ミアが、なぜかリュックサックから縄とろうそくを取り出す。おい、それまだ捨ててなかったのか。

			「戦闘中のミスでカズっちをこんなところに飛ばしちゃったたまきちんには、お仕置きが必要」

			「あ、その、それはほんと、ごめんなさいっ！　でも待って、それはもう充分、志(し)木(き)先輩に怒られたわっ」

			「やっぱり反省の色がない……カズっち」

			　ミアがぼくを見る。ぼくは肩をすくめる。

			「あんまり痛くしてやるなよ」

			「え、アリスのときは止めてくれたよね？　カズさん、なんかわたしに対して扱いが……っ」

			　慌てるたまき。縄を手に、にじり寄るミア。逃げるたまき。

			　ふたりが追いかけっこで遊んでいる間に、ぼくはアリスへ向き直る。

			「ところで、アリスたちはこれでレベル20か」

			「はい。カズさんと別れたあと、左側の通路の先にいったり、外で戦ったりして……」

			「詳しく聞かせてくれるか」

			　アリスからこの２時間の話を聞いた。

			　グロブスターに埋め込まれていた少女は、一応、生きてはいたが、治(ち)療(りよう)魔法を使っても抜け殻(がら)のようだったという。キュア・マインドでもダメ。

			「志(し)木(き)さんは、そんな様子を見て……」

			　アリスは言葉を切り、うつむく。

			　それから、ちいさい声で、呟(つぶや)く。

			「彼女を、殺してあげました」

			　そうか、とぼくはうなずく。

			　志(し)木(き)さんは、有言実行、かつてぼくにいった言葉のままに行動したのだ。

			　ぼくは天井を仰(あお)ぐ。歯を食いしばりながら、狂った生徒に慈(じ)悲(ひ)を渡す志(し)木(き)さん。

			　その姿が見えるような気がした。
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			　それでいいのだ。この先、生きていても意味がないなら。育(いく)芸(げい)館(かん)にとって足手まといとなるだけなら、邪魔になるなら……。

			「わたしやたまきちゃんには、手を出すなって」

			　志(し)木(き)さんらしいことだ、と思った。でも、アリスやたまきを守ろうとしてくれたことには、感謝しておきたい。

			　身勝手だけど、ぼくにとってはほかの誰よりも、彼女たちのことが大切なのだ。

			　彼女たちはその後、洞(どう)窟(くつ)の左側の通路に行ったという。

			　その行き止まりには、蜂の巣があったらしい。巣といっても女王蜂がいたわけでもなく、捕まった女子を苗床として蜂を産むような施設であったとか。

			「苗床？」

			　その単語に反応し、ミアが戻ってきた。おまえほんと、残念なやつだな。

			「あの……こんな話、詳しく聞きたいですか？」

			「カズっちが、とっても興味あるって」

			　おいこら、勝手におれの意思を代弁するな。

			　と思ったけど、でも聞いておいた方がよさそうだな、これ。オークたちの行動の説明にもなる。

			「命が助かった女の子の話だと、グロブスターの触手に掴(つか)まれて、一時的にあのなかに取り込まれて、そのあと気づいたら左側の部屋にいたそうなんです。全身が麻(ま)痺(ひ)して動かなくて、おなかがおおきく膨(ふく)らんでいて、それからまた気づいたら、蜂のモンスターを出産していて……半分以上の子が、出産のときに死んでしまったみたいです」

			　志(し)木(き)さんは、生き残った少女たちのお腹を裂き、出産前の蜂を始末していったという。

			　アリスはそのたび、少女たちに治(ち)療(りよう)魔法をかけた。陰(いん)惨(さん)な儀式のすえ、捕(ほ)虜(りよ)のうち三人だけが正気を保ったまま生き残った。

			「あと、これ……」

			　アリスは、ポーチから宝石を取り出した。なかを覗くと、どうやらこれまでに集めた青い宝石などもかなりの量が入っている。

			　これは……志(し)木(き)さんが集めてくれたものだなあ。やっぱり、彼女にはいくら感謝してもし足りない。

			　ええい、現金なやつだと笑わば笑え。

			「黄色い宝石も１個、あるな」

			「グロブスターを退治したときに……」

			　へえ、あのグロブスターも、黄色い宝石を出すのか。

			「黄色い宝石は、赤い宝石、１００個分だそうです」

			「トークン１００か」

			　それはすごい。

			　いや、すごい……のかなあ。メキシュ・グラウ、あれだけの敵を倒して、ようやく黄色い宝石が２個である。オーク２００体分である。

			　……あれ、そういえば、メキシュ・グラウの経験値はどれくらいなんだろう。

			「ん。わたしがレベルアップしていないってことは、あいつのレベルは42以下」

			「あー、ミアは正確に計算できてたっけか。アリス、たまき、きみたちは？」

			「一応、倒した敵はメモしてあります。グロブスターは別パーティの桜(さくら)ちゃんが倒したので、たぶん正確だと思いますけど……」

			　それから、皆で顔を突き合わせ、大学ノートで何度も検算した結果……。

			「うーん、だいたいこの範囲か？」

			「みたい……ですね」

			「ほんとだねー」

			「ん。カズっちが倒した数を間違えてなければ、たぶん合ってる」

			　町における戦いの最後のあたり、ミアは町のひとの説得に奔(ほん)走(そう)していた。

			　ぼくがカタパルトの砲撃でホブゴブリンを潰した数が合っていなければ、計算が狂う。

			　でもたぶん、間違いはない……ハズ。

			「なら、メキシュ・グラウのレベルは……41か、42」

			　40レベルオーバー、か。

			　ぼくたちは、揃っておおきなため息をつく。

			「そりゃ強いはずだよなあ。いままでで一番強かったジェネラルでも、20レベル以下のはずだもんなあ」

			「いきなり倍以上のレベルの敵なんて、びっくりだわ」

			　そのレベルが倍以上の敵と、いささか劣勢ながらも長いこと打ち合っていたたまきが、呑(のん)気(き)に笑う。

			　あの戦い、たまきの振るっていた白い剣なんて、ぼくには太刀筋がまったく見えていなかったもんなあ。ランク８であれなら、ランク９になったらどうなってしまうことやら。

			「でさ、メキシュ・グラウってなんなわけ？　わたし、きっとラスボスだと思うんだけど」

			「あー、うん、そうだったら……よかったんだけどなあ」

			　ぼくは兵士から聞いた話をざっと説明する。

			　たまきとアリスが仲良く揃って顔をしかめた。

			「あれで量産兵士……なの？　うわあ、なにそれ」

			「あんなのが何体も……ちょっと考えたくないです」

			　ふたりの感想は、もっともである。ミアも肩をすくめる。

			「インフレ、いくない」

			「あくまで神話では、らしいけどね。本当に何体もいるのかはわからない。それ以上の問題は、このままランク９にしても、あのクラスとかろうじて互角程度にしかならないってことで……」

			　それも、あくまで接近戦に持ち込んで互角、ということだ。

			　遠距離では勝ち目がなかった。今回はほかに障害もなかったため、敵にとりつくことができたが……。

			　これでさらにとりまきがいたとしたら、厳しい。

			　いや、厳しいなんてもんじゃない。

			　あと、もうひとつ。

			「あれ以上に強い敵が出てきたら、もうぼくたちの手に負えない」

			　ぼくが指摘する。ミアが「考えないようにしていたのに……」とうらみがましい目でぼくを睨(にら)む。そんなこといわれてもなあ。

			「これまでは、ランク９になれば魔王みたいなやつが出てきても互角に戦えるんじゃないかと思っていたけど、どうやらそうじゃないらしい」

			「ＭＭＯは、カンストしてからが本番」

			　ええい、ゲーム脳め。

			　いや待て、ネトゲか……。

			「そういうゲームって、カンストしてからは、レア装備を集めたりしてパワーアップするんだよな」

			「ん。場合にもよるけど、定番は……レイドとかで強いモンスターを狩る。強い装備が出る。もっと強いモンスターを狩れる。以下インフレ」

			　つまりぼくらも、これからは装備を調えなきゃいけない？

			「あとは、課金して限界突破とか」

			「ミアベンダーでなんかできたりするのかなあ」

			　そのミアベンダーにはいろいろなアイテムが新しく出ているけれど、残念ながら限界突破の類(たぐい)はないようだ。

			　そもそも、アリスたちが持ってきた分でも、トークン３００ポイント分しかない。

			　ぼくたちが町の戦いで拾った分が、１００ポイントと少しだ。

			　さっき倒したメキシュ・グラウが２００ポイントだから、合わせて……６００ポイント。

			　それくらいじゃ、たいしたものは買えないなあ。アイテムを複製するにしても、いま複製してオイシイものなんてないし。

			　蜂の襲(しゆう)撃(げき)はひと段落がついたという。これからは長(なが)月(つき)桜(さくら)を中心とした部隊で中等部の各施設をまわり、オークの残党を始末していくそうだ。

			　もうジェネラルはいないだろうし、地道にやっていけば今日中には山の西側を平定できるだろう、とのことである。最低限、食糧やらなんやらの倉庫は確保しておきたいところであった。

			　なるほど、志(し)木(き)さんとしては、おおむね育(いく)芸(げい)館(かん)の守りに関して目途がついているということか。

			　唯一の懸念は、高等部の状況だったが……。

			「一度だけ、ミアのお兄さんのお使いってひとが来たわ。美人でおっぱいのおおきなお姉さんだったわ！」

			　とても嬉しそうに、たまきがいう。

			「ん？　兄さんの……いいひと？」

			「いや、別にそういうわけじゃないみたいだけど」

			　ミアは舌打ちする。うん、ゴシップの種が欲しかったんですね、わかります。

			「高等部は、いまふたつの勢力に分かれて、オークを掃(そう)討(とう)中だって」

			「ふたつ、っていうのは……」

			「男子寮に立てこもってたひとたちの生き残りと、ミアのお兄さんを中心としたグループ」

			　そうか、とぼくはうなずく。結(ゆう)城(き)先輩は、ぼくと約束した通り、高等部の残党勢力を糾(きゆう)合(ごう)してくれたのか。

			　男子寮の生き残りがまだ勢力を保っているのは……数だけは多かったからだろうか。

			「てなわけで、ゆっくりとイチャラブ新婚旅行してこいってさー」

			　なるほど、志(し)木(き)さんが気づいてないはずはないから、これはたまきとアリスに気兼ねなく育(いく)芸(げい)館(かん)を離れていいように、という気遣いなのだろう。

			　はたしてミアが、ぼくと視線を合わせ、ゆっくりとうなずく。

			　うん、あいにくと、ゆっくりしている暇はないはずだ。

			　この世界、いろいろと切羽詰まったなにかが起きていることは間違いないのである。でなきゃ、あの領主も、民を囮(おとり)にするような狂気の作戦を立てたりはしないだろう。

			　ぼくも、最初は領主の正気を疑っていた。ただ己の保身のために、町をまるごと犠(ぎ)牲(せい)にするのかと。だけど、最後に領主の部隊がメキシュ・グラウを足止めにかかったとき……。

			　なんとなく、理解してしまったのだ。

			　そこにあったのは、敵に対する限りない憎悪である。

			　長(なが)月(つき)桜(さくら)をはじめ、ぼくたちが助けた子たちがオークに対して放ってきた、どこまでも歯止めがきかない憎悪の念である。

			「まず、もうちょいよく、町のひとから話を聞く」

			「ああ、そうだな」

			　さらにぼくたちは互いの労をねぎらい、話をし、いろいろと打ち合わせを終えた上で……。

			　もとの場所に戻る。

			　壊れた町と、かろうじて逃げ出した人々の待つ地へ。

			　

			　アリス：レベル20　槍(そう)術(じゆつ)６／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント４

			　たまき：レベル20　剣術８／肉体１　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは草原に戻る。

			　抜けるように青い空に、１羽の鷹(たか)が舞っていた。それ以外、鳥の姿はない。

			　さきほどまでの激闘は、この周辺から、あらゆる動物たちを追い散らしてしまった。なのにその鷹(たか)だけは、悠々と空を舞っている。周囲を観察するかのように、おおきく弧を描いている。

			　ぼくはふと、自分がカラスで偵(てい)察(さつ)させていたことを思い出す。そう、鷹(たか)の動きは、ぼくがカラスによる鳥(ちよう)瞰(かん)偵(てい)察(さつ)を行うときと酷(こく)似(じ)していた。

			　鷹(たか)をじっと見つめるぼくに気づき、ミアが声をかけてくる。

			　ぼくはミアに懸念を語る。

			「ん。じゃあ……呼んでみる？」

			「あー、できるか」

			　ミアはうなずき、「ウィスパー・サウンド」と風魔法ランク３の魔法を使う。

			　さきほどホブゴブリンたちも連絡に使っていたが、ウィスパー・サウンドは遠くの目標に声を届ける魔法だ。ミアにはメニー・タンズがかかっているから、鷹(たか)を操る者がなんであれ、声が聞けるなら反応があるはずである。

			　もっとも、ぼくの鳥(ちよう)瞰(かん)偵(てい)察(さつ)の場合、リモート・ビューイングでは声が聞こえず、対象のコントロールもできない。そういったことを可能にするには、召(しよう)喚(かん)魔法のランク８、リモート・コントロールが必要である。

			　だが、鷹(たか)は……反応した。

			　ぼくたちのもとへ降下してきて、ぼくたちの頭上をぐるぐると舞ったあと……。

			　ミアが、まるで鷹(たか)匠(じよう)のように腕を掲げる。鷹(たか)はミアの手に着地する。

			「初めまして、異世界のかた」

			　鷹(たか)が、若い女性の声でしゃべった。

		

	
		
			第91話　ごちそう

			　

			　ぼくたちは、激闘の痕が残る草原からフライで丘まで戻る。

			　その道すがら、鷹(たか)の話を聞く。

			　いや、鷹(たか)の向こう側にいるはずの、人間の女性の話だ。

			　使い魔らしき鷹(たか)は、いま、ミアに両手で抱えられている。

			「われわれは、アーラ・フラーラ。ヒトの言葉で光の民とも呼ばれる者。世界樹の守護者。わたくしの名は、リーランダールカラークムール・ラ・フラームサー……」

			「待って、待って、名前は略称でぷりーず」

			「ではリーン、とお呼びください」

			「ん。おっけー、了承。いいこ、いいこ」

			　ミアが、自己紹介を遮(さえぎ)られて少し不満そうな鷹(たか)の頭を撫(な)でてやる。

			　ついでとばかりに、喉を掻く。

			　鷹(たか)は気持ちよさそうに目を細める。

			「待ちなさい、この鷹(たか)はわたくしのしもべです。そんなふうにするのは、あっ、ちょっ、お待ちなさいっ、やあっ」

			　鷹(たか)が、なんかへんな声を出している。

			　えー、このひと、感覚同調みたいなことしている？　ぼくの魔法でいうと、まだ覚えていないけれど、付(ふ)与(よ)魔法ランク８のシンパサイズみたいな感じか。

			「かわいい、カズっち、みてみて」

			　ミアがこっちを向いて、にやにやしている。

			　いや待て、コラ。相手は貴重な手掛かりなんだぞ、いい加減にしろ。

			　鷹(たか)が翼をはためかせ、ミアの腕のなかから脱出した。そのまま上空を舞い始める。

			　あーあ、怒らせちゃった。

			「ごめん、謝る、だから情報ぷりーず」

			「ミア、おまえなあ……」

			「だって、かわいい声、出すから」

			　丘の上に辿り着いたぼくたちは、町から脱出したひとたちに取り囲まれた。

			　メキシュ・グラウを倒したからか、やたらに喜ばれている。

			　特に、トドメを刺したアリスとたまきは大人気だった。現地民たちは、感謝の印なのだろう、頭を下げて手をおおきく上下させるような動作と共に涙を流している。

			「おお、運命の女神アル＝サザールよ、偉大なる御手の導きに感謝いたします。偉大なる魔術師のしもべたちよ。勇(ゆう)壮(そう)なる戦乙女(おとめ)よ。戦神ガルゴスの加護があらんことを」

			　アル＝サザールにガルゴス。運命の女神に戦神。

			　このひとたちの信仰って、古代ギリシャやローマみたいに、多神教っぽい感じ……。

			　って、待て。偉大なる魔術師って……あれ、またなんか勘違いされてる？

			　そりゃそうか。

			　彼らからすれば、アリスとたまきは、ぼくが召(しよう)喚(かん)した使い魔にしか見えないか。

			　ミアが、ぶっきらぼうな言葉で、ふたりは人間だと説明した。

			　彼らは驚き、戸惑っている。

			「わたしたちと同じ人間が……神兵を相手に、あれほど戦えるというのですか」

			「ん。戦える。それが大魔術師カズっちの魔法のちから」

			　人々がざわめく。

			　おいこら、てめえ適当なこといってんじゃねえ。

			　神兵とか気になる単語もあるけど。

			　ぼくは慌てて、アリスとたまきのちからが突出していることを説明し、人々の感謝をふたりになすりつけた。人々は、ふたたびアリスとたまきを崇(あが)め始める。

			「ね、ねえ、カズさん。このひとたち、なにいってるの？　どうなってるの？」

			　たまきが目を白黒させている。

			　あ、しまったな。ぼくはアリスとたまきのふたりにも、メニー・タンズをかけてやる。

			「これで、このひとたちと話ができるよ」

			「わーい、ありがとう、カズさん！　って、わっ、わあっ」

			　会話ができるようになったアリスとたまきは、さらに怒(ど)涛(とう)のような歓迎の言葉を受けていた。

			　あーまあ、こんなの言葉がわかっても、わからなくても同じようなものか。

			　そのうち、アリスが現地民たちのなかに怪(け)我(が)人を見つける。

			　ちらりとぼくを見た。

			「アリス、治(ち)療(りよう)を頼めるか」

			「はいっ！」

			　アリスは、はりきって現地民の怪(け)我(が)を癒(い)やしていく。

			　あ、なんかもう、完全に崇(あが)められてる。

			　さて、上空ではまだ、鷹(たか)がふてくされたように旋回していた。

			　仕方がないなあ。太陽はすでに南中している。急におなかがすいてきた。まー、いまなら危険もないし、いいだろう。

			「サモン・フィースト」

			　丘の上に細長いテーブルが並んだ。純白のテーブルクロスの上で、おいしそうな料理が湯気を立てている。

			　鳥を丸ごと焼いたもの、ボウルいっぱいの野菜サラダ、白いスープ、ローストビーフ、パエリアのようなもの、ピザのようなもの、山盛りのポテトサラダ、エトセトラ。飲み物も水、ワイン、ビール、果実ジュースとなんでもござれ。

			　量は、１００人が満足いくまで食べられるほどある。

			　青空のもと、たちまちのうちに大宴会場が生まれた。

			　目を丸くする現地民たちに、一緒に食べましょう、と告げる。

			　ＭＰがもったいないからサーヴァント・チームは呼ばないけど、まあ彼らとしても執事やメイドがいたら逆に遠慮してしまうだろう。

			　食事が始まる。アリスとたまきは先にご飯を済ませてきたらしく、少しだけサラダをついばんでいた。

			　いや、たまきはさりげなくローストビーフに手を出している。食べすぎて動けなくなっても知らないぞ……。
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			「だ、だって、すごいおいしそうだったんだもん！　おいしいもん！」

			「お、おう。存分に食べてくれ。たっぷり運動した後だしな。どうせＭＰ７点だから、必要ならもう１セット召(しよう)喚(かん)するぞ」

			「え、さすがにそれは……無理……」

			　生き残った現地民は、全部で87人。

			　うち兵士が３人。老人が10名ほど、子供は30人以上いる。

			　少しでも戦える者は駆り出されてしまったから、働き盛りの男性はほとんど全滅だ。

			　こんな状態で、彼らはこれから、どうやって生きていくのか。

			　ぼくがいま、それを考えるべきじゃない、のかな。

			　料理の匂いに釣られてか、鷹(たか)が舞い降りてきた。テーブルの端に着地する。

			　アリスが適当なお肉を皿によそうと、おいしそうについばみ始める。

			　料理の味に満足したのか、鷹(たか)は改めてこちらを見た。

			　黒い双(そう)眸(ぼう)に、吸い込まれそうになる。

			　いやこれは、鷹(たか)の奥にいるはずの誰かの、真剣なまなざし……なのか。

			「大切なお話をしたく思います、カズっち」

			「待ってください。それはミアが呼ぶときのあだ名で、えーと、カズ、と呼んでください」

			「わかりました、カズ。単刀直入に申しましょう。世界樹へお越しいただけませんか」

			　世界樹……。

			　ファンタジーのお約束の単語が出てきたぞ。

			　でかい樹、なのかなあ。葉っぱ１枚で生き返ったり、実は軌道エレベーターだったりするのかなあ。

			　あ、そうだ。ぼくは、夢中になって肉を噛みちぎっている兵士さんに声をかける。

			　さっき、メキシュ・グラウの名前を教えてくれた中年の男性だ。

			「世界樹って知ってます？」

			「はい、大魔術師さま。光の民と名乗る亜人の住む地だといいます。天空まで高くそびえる巨大な樹、この世のはじまりの樹を守る者たちであると、自称しているそうです。ですが、誰ひとりとしてそんな巨大な樹を見たものはいません。そのようなものが本当にあれば、よほど遠くからでも見えるはずですが……」

			「あ、やっぱ曲率半径とかきっちりしてるんですね、この世界」

			「キョクリ……なんですか」

			　兵士はきょとんとしていた。

			　いや、そこはわからなくていいです。大地が平面か球体かなんて、いまはどうでもよさそうだ。

			　というか、うん、亜人……かあ。

			　人種差別とかありそう。いやそれ以前に、亜人ってどういうひとたちなんだろう。

			「ねえねえ、リーンっちって、ひょっとして耳が細長かったりしない？」

			「そういったことはございませんが……お待ちください、あなたは近寄らないでください」

			　ミアが近づくと、鷹(たか)はさっとはばたき、草の上に舞い降りた。意地でも近づかせないぞ、というかたい決意が見え隠れする。

			「ちぇ、エルフじゃないのかー」

			「待て、ミア。エルフ耳がないからってエルフじゃないとは限らないぞ」

			「む、そうか。……じゃあ、リーンっちの身長はどれくらい？」

			「それは……」

			　あ、鷹(たか)が黙った。なんかコンプレックスでもあるんだろうか。

			「わたくしに会えば、わかります」

			　なんだか、すぐに会えるかのような口ぶりだな。

			「この近くに住んでいらっしゃるんですか、リーンさんは」

			「いいえ、ここからですと、徒歩で１か月以上はかかりますね」

			　それじゃ、会いに行くのもたいへんなんじゃ……。

			「転移門を起動いたします。この使い魔には、そのための魔法を遅延発動準備させておりますので」

			　転移門。

			　ぼくたちは顔を見合わせる。その単語には、心当たりがあった。

			　あの不気味で醜(しゆう)悪(あく)でおそろしい肉塊、グロブスターだ。ぼくたちをこの地にワープさせた存在。そしてメキシュ・グラウを呼び出した存在。

			「それを使えば、ここから世界樹にテレポートできるってことですよね」

			「その通りです」

			「世界樹という場所は、安全なんですか」

			　鷹(たか)は沈黙した。おい、そこで黙るのかよ。

			　いやまあ、誠実な態度ではあるけども。

			「リーンさん。ぼくたちが世界樹で遭(そう)遇(ぐう)すると思われる危険についてご説明をお願いします」

			「はい。現在、わたくしたちはモンスターの大規模な攻撃を受けております」

			　あー、そういうことか。

			　だからぼくたちのちからが欲しい、と？

			　それならそれで、共闘できるかもしれない。

			　この声の主がこの世界の地理に明るいなら、学校の山に帰るための手助けを受けられるかもしれない。

			　たとえ正確な場所を知らなくとも、情報を集める手段が手に入るなら……。いや、こうした鷹(たか)による偵(てい)察(さつ)と転移門を組み合わせるなら、あっという間に育(いく)芸(げい)館(かん)へ帰還することすらできる可能性もある。

			　もっとも、それはモンスターの襲(しゆう)撃(げき)をぼくたちのちからでしのぎきることができたら、の話だ。メキシュ・グラウより強いやつがいたりしたら……そんなの、想像したくもないな。

			「その大規模な、というのは、どれくらいですか」

			「オークを中心とした魔物が、およそ、２００００体」

			　おい、ちょっと待て。敵の数の桁があがりすぎだろう。

			「えーと、そちらは何人くらいいるんですかね」

			「わたくしたちの軍は、森での戦いに長(た)けた兵士が２０００名、他の地から避(ひ)難(なん)してきた軍の生き残りが１０００名、さらに狼や熊といった動物たち２０００体で構成されています」

			　リーンさんたちの方も、予想以上に戦力があった。

			　熊とか、絶対にオークより強いしなあ。それだけの数があるなら、森のなかでなら互角に戦えるんじゃないか？

			　いや、そうでもないか。

			　魔物のなかには、強烈に強い個体がいる。ぼくたちがこれまでに戦ってきたなかでも、エリート・オーク、ジェネラル・オーク、それに……。

			「メキシュ・グラウみたいなやつがいるんですか」

			「神兵級の個体の投入は、いまだ確認されておりません。ですが、それに匹敵する存在が控えている可能性はございます」

			「あれ以上、って可能性は？」

			「可能性は、ございます」

			　自分たちにとって不利なことにもきちんと回答している。

			　リーンさんは、誠実な交(こう)渉(しよう)相手に思えた。

			　そうか、とぼくはうなずき、ちらりと隣で唖(あ)然(ぜん)としている兵士を見る。、アリス、たまき、ミアの順番で視線を送る。

			　アリスは、ぼくに笑顔でうなずいた。

			　たまきは、食べるのに忙しいようで、こっちを見てもいない。

			　ミアは、任せるとばかりに、じっとこちらを見つめている。

			「ぼくたちのちからがなくても、魔物の軍勢を退けることはできそうなんですか」

			　少し間があった。

			「正直に申しますと、わかりません。神兵級の個体が投入された場合、苦戦は免(まぬが)れないでしょう」

			「そのためにも、ぼくたちのちからが欲しいと」

			「はい。お力添えをいただきたいと考えます」

			　やっぱり、率直だな。

			　いや、ぼくたちとまだるっこしい交(こう)渉(しよう)をするほど時間的な余裕があるわけじゃないってことか。あるいは、それだけ誠意を見せたいということか。

			　だったら、こちらもストレートに要求してみよう。

			「この町の生き残りたちを全員連れていっていいですか。彼らをこの場に置き去りにしたくないんです。あなたがたの方で守ってもらえれば、いちばんいいわけですけど……」

			「もとより、そのつもりです。みなさんが拒否なさる場合でも、彼らだけは受け入れるつもりでした」

			　うん？　なんでだろう。少しはしぶると思ったんだけど。

			　彼らは戦力的にはなんの頼りにもならない。戦争状態だというなら、ただの足手まといにしかならない人々だ。

			　無駄飯食らい。

			　まあ、多少の肉体労働ならできるかもしれないが、その程度である。

			　しかも世界樹に住むという亜人たちは、どうやら排(はい)他(た)的(てき)な人々のようだし……。

			　いや、排(はい)他(た)的(てき)なのは、ここの住人たちなのかな。ともかく、両者の仲がいいとは思えない。

			「あなたがたに、それでどういったメリットがあるんです」

			「生き残りの人々を少しでもかき集めることは、戦後、この世界を復興する上で重要なことです」

			　ああ、なるほど、うん。

			　え、どういうこと、これ。

			「おい、ミア」

			「カズっち、わたしになにを説明しろと」

			「いや……いまの会話の違和感について、意見が欲しい」

			　ああ、とミアはうなずく。

			「世界は滅亡に瀕(ひん)していた。唯一の希望、人類最後の砦(とりで)は、世界樹であった、的な？」

			「ああ……そういう、ことか」

			　鷹(たか)に視線を向ける。

			「現在、魔物と戦うだけの戦力を有している拠点は、この大陸で７つ存在すると推定されております。世界樹はそのうちのひとつです。大陸のほとんどの地は、魔物に占領され、破壊されました。わたくしたち人類は、この大陸から駆(く)逐(ちく)されつつあるのです」

			　ぼくたちは、顔を見合わせ、うわあと声をあげる。

			　思った以上にヤバい……。完全に末期的な状態じゃないか。

			　魔物たちがなにを目的としているのかとか、どういう戦争なのかとか、そのへん聞きたいことはいろいろあるけれど……。

			　選択肢は、ふたつある。

			　この世界の戦いに深入りするか。

			　そういったことのすべてに背を向け、とにかく育(いく)芸(げい)館(かん)の守りだけに専念するか。

			「カズっち。いま逃げても、きっと、無駄」

			「わかっている。実質、一択だってことは。でも、一応、みんなの意見も……」

			「意見？」

			　ミアは、肩をすくめた。

			「アリスちんとたまきちんが、このごに及んでカズっちについてこないとでも？」

			　アリスが、真剣にうなずく。

			　たまきが口もとをソースで汚しながら、コクコクうなずきつつ、口のなかの肉を咀(そ)嚼(しやく)する。

			　いいから、きみはゆっくり食べてろ。どうせこのあと、いつゆっくり食事できるかわかったもんじゃないんだから。

			　ぼくは、もう一度、鷹(たか)に向きなおる。

			「わかった。じゃあ、食事が終わったら転移門をあけてください。ここのひとたちのうち、希望者を連れて、門をくぐります。もちろん、ぼくたちは全員、行きます」

			「あなたの決断に感謝いたします、大魔術師カズ」

			「ただのカズ、でいいです。余計な称号はやめてください」

			　結論からいえば、町の生き残りたちは、全員が世界樹に同行することを選んだ。

			　この地に残っていても、生きることは難しい。ならば自分たちが亜人と呼ぶ者たちに頭を下げてでも生きていく。

			　それが自分たちの務めなのだと、さきほど兵士をどやしつけていた太いご婦人が笑っていた。

			　うーん、差別意識がありそうだなあ。とりあえず、彼らに対して挑発的な態度は厳禁だと戒(いまし)めておく。

			　ぼくは使い魔を全員、送(そう)還(かん)した。転移先に対する誠意である。いまはアリスとたまきがいるしね。

			「では、転移門をひらきます」

			　鷹(たか)が、丘の頂上、その中央に舞い降り、翼をおおきくはばたかせる。

			　青白い光が広がり、その場にいる１００名弱の人々を包み込む。

			　眩暈(めまい)と、吐き気。

			　巨大な渦に呑みこまれるような感覚がある。

			　意識が、薄れる。グロブスターに飛ばされたあのときと同じだ。

			　そして、ぼくたちは……。

		

	
		
			第92話　森のなかの街

			　

			　ワープしたぼくたちは、円筒形のホールのなかに出現した。

			　直径１００メートルほどの、薄暗い大部屋だ。

			　アリスやたまき、ミア、それに亡(ほろ)びた町の民90名ほどが、きょろきょろしている。

			　ぼくも周囲を見渡した。壁面は木製で、ざらざらしている。明かり採りの窓のようなものがあって、そこからやわらかい陽の光が差し込んできている。

			　ホールの出入り口らしき場所の前に、数名の人間が立っていて、こちらを見ていた。逆光で表情まではわからないが……。

			　背の高い男性たちが、中央の女性を警護するように立っている。でも、なんか彼らのシルエットに違和感があるような。

			「ケモミミ！」

			　ミアが、叫ぶ。

			　彼らの方へ、飛ぶように駆けだす。屈強の男たちが、ミアの勢いに、すわっ、と身構える。

			　だがミアは、男たちが制止するのを剣術ランク５くらいの動きでするりとかわし、彼らが守る女性に飛びかかる。

			　女性の耳に触る。

			　頭の横についている方の耳ではない。そう、彼女の頭の上でピンと立つ、まるで猫のような耳に……。

			　って、あ、尻尾(しつぽ)もある。あー、なるほど、これはそういう……。

			　女性が、悲鳴をあげる。声で気づいたけど、彼女は鷹(たか)の声のひとじゃないな。鷹(たか)の声のひとは、もうちょっと高い声だった。

			　で、男性たちは慌てて、猫のような耳を撫(な)で続けるミアを女性から引きはがそうとする。

			　大惨事だ。

			「アリス、捕まえてきて」

			「は、はいっ」

			　アリスは男性たちの間にするりと割り込み、ミアの首ねっこをひっつかんで持ち上げる。

			「にゃーん」

			　ミアがかわいらしく鳴いた。てめえ、ごまかされんぞ。

			「初対面のひとたちの印象を悪化させるな」

			「仕方がない。拙(せつ)者(しや)、ケモナーゆえ」

			　誰だよ拙(せつ)者(しや)って。こいつ……ほんとあのニンジャの妹だなあ。

			　ミアが襲(しゆう)撃(げき)した女性は、両腕で頭を抱えてうずくまってしまった。アリスがその女性にぺこぺこ頭を下げている。

			　周囲の男たちは、どうすればいいかわからず困惑していた。

			　あ、でもミアに対しては警戒しているのか、彼らの尻尾(しつぽ)がピンと逆立っている。彼らの頭の上にある耳も、緊張した様子でぷるぷるしている。

			　って、うーん、そうかー、全員、いわゆる獣人かー。そりゃー亜人とかいわれるわけだなー。

			　彼らは、ぼくたちと同じような頭の横につく耳のほかに、頭の上にも耳がついている。いったいどういう進化をしたら、こんな生き物になるんだろう。

			　というか、このひとたち、耳が４つもあって混乱しないのかな。

			　そういえば縄があったよな、とミアのリュックサックを開ける。

			　あ、首輪もある。リードもある。

			「ミア、これプレイ用？　動物用？」

			「もちろんプレイ用」

			　よし、とぼくは彼女の首に首輪をつけた。

			「お、おう、カズっちが高度なプレイを……」

			「たまき、このリードを握っててくれ。ミアが騒ぎだしたら、わかるな」

			「任せて、カズさん！」

			　ミアが「奴(ど)隷(れい)ごっこだ」などといってたまきと遊んでいる間に、ぼくは猫耳の獣人たちに歩み寄る。

			「連れが本当に失礼をしました。謝罪とかはあとでこいつにしっかりさせますので、すみませんが、リーンさんのところに案内していただけますか」

			「あ、こちらこそ申し訳ございません。すぐに……」

			　まだ男たちは警戒している様子だったが、あまり気にせず、女性の導きで外に出る。

			　視界がひらけ、陽光が降り注ぐ。

			　ぼくは目を細めた。

			　強い風が吹き抜けていた。

			　木造りの道が目の前にある。いや、橋だ。

			　って、え？　これって……。

			　ぼくは、ようやく現在置かれている状況を理解する。さっきまでぼくたちがいたホールは、とてつもなく太い木のうろのなかだったということだ。

			　しかもこの木のうろは、地面から十数メートルの高さにあった。ぼくたちが立っている橋もまた、それだけの高度に存在する。

			　橋がかかっているのは、ぼくたちのところだけじゃない。近隣の太い木々に木製の橋が渡されている。橋はあちこちで立体交差していた。橋と橋の中継点には広場がつくられ、そのそばには家が建てられている。

			　つまり、そう。いわばここは、樹上の町だ。

			　眩暈(めまい)を覚えるような光景だった。というか、これ、どっかの映画で見たような……。

			「ガラドリエルさまに会いに行かないとっ」

			　首輪をしたミアが、むほーっ、と叫んだ。ああ、なんかこういうとき、きみのこの反応はなごむなあ。

			　そう、ロード・オヴ・ザ・リングだ。

			　炎の怪物と戦ったあと、洞(どう)窟(くつ)から出て、そのあとの森の光景。木漏れ日の差すなか、綺(き)麗(れい)なエルフの女王がいて……。

			　左右を見渡せば、木板の橋を歩いているのは、猫耳や犬耳の男女だった。

			　たまに兎(うさぎ)っぽい長い耳のひともいる。みんな頭の上にも耳がついていた。

			　エルフっぽいひとはいない。

			　ミアはひとりで興奮しているけど。おまえ、ほんとに、もう……。

			「これは……リーアたんのお姿御開帳が楽しみですな。ぐふふ」

			「その呼び名はやめろ。あと口調も戻せ」

			「ん。むう」

			　ミアはぴたりと口を閉じる。

			　よしよし、お利口な子だ。頭を撫(な)でると、目を細めてこちらを見上げてくる。

			「こちらです」

			　と猫耳の女性が先頭に立つ。

			　ぼくたちは彼女について歩きだす。ぼくたちが助けた町のひとたちも、ぞろぞろとその後ろをついてくる。

			　橋がギシギシと鳴って、ときどき風で揺れて、結構怖い。

			「う、うう、カズさぁん」

			　たまきが、ぼくの服の端っこをぎゅっと掴(つか)んでくる。後ろでは、町の生き残りたちが怖がりながらおそるおそる歩く声が聞こえてくる。

			　猫耳のひとたちは、揺れる橋の上もいっこうに平気みたいだ。というか、この樹上都市に住んでいるひとの場合、不安定に揺れる橋の上を歩いているというのに、まったく身体が揺れていない。

			　ぼくたちは１歩進むたびにギシギシと木板をきしませているのに、彼女たちの場合、足音すらほとんど聞こえない。

			　うーん、やっぱ原住民は環境に対する適応度が違うなあ。この町を守る戦いとかになったら、やっぱり彼らみたいなひとたちが大活躍だろうなあ。さっき市街戦をやってきたばかりだからか、そんなことを考えながら猫耳の女性についていく。

			「なんか、びっくりすることばかりで、目がまわりそうです」

			　アリスが苦笑いする。

			　そりゃぼくも同じだ。で、たまき、きみはさっきからぼくの服をずっと掴(つか)んでいるけど……。

			「たっ、高いとこ、怖いわっ」

			「さっきフライであれだけ飛んでたくせに」

			「自分で飛んでいるならだいじょうぶなのっ」

			　あー、うん、なるほど。そういう高所恐怖症もあるかー。

			　ぼくはたまきの頭をやさしく撫(な)でた。

			「だいじょうぶだぞー、お漏らししたらちゃんというんだぞー」

			「カズさんっ、いじわるっ！」

			　たまきが涙目で睨(にら)んでくる。なぜかアリスまでぼくを睨(にら)んでいる。

			「カズさん、意地悪はダメです」

			「あ、はい、反省します……」

			　潔(いさぎよ)く頭を下げる。理不尽にも、ますますたまきに睨(にら)まれた。

			「やっぱり対応が違う……。カズさん、アリスのことなら素直に聞くんだ……」

			「きみだって、そうだろ」

			「う……っ、それはそう、だけどさっ！　なんか気に食わないのよーっ」

			　うん、気持ちはわかる。でもアリスは絶対正義なんだ。仕方がないじゃないか。

			　町のひとたちとは、橋が交差する中継点のひとつで別れた。

			　彼らはほかの兵士が案内する。検査をしたあと、疲れ切った様子の彼らを、ゆっくり休ませるという。

			　検査ってなんだろう。こんなファンタジー世界で感染症の検査とかあるんだろうか。

			　ぼくにアドバイスをくれた兵士や、一同を先導していた太ったおばさんが、最後にもう一度、手を振って激(げき)励(れい)してくれた。

			　さらに５分ほど歩く。

			　ぼくたちは樹齢何千年あるのかわからない巨木の前に辿り着いた。

			　これが世界樹……じゃないよな。まわりにも、同じくらいの樹がいくつかあるし。

			　ほんとこの森、巨木ばっかりだ。どうやったら、こんなに木々が育つんだろう。やっぱ魔法かなあ。

			　で、木のうろの前で猫耳の女性が声をかけたり、頭を下げたりしている。スカートから出た尻尾(しつぽ)が、緊張で硬直している。猫耳も、ピンと立っている。

			　ってことは、このなかにいるひとが……。

			「お入りください」

			　なかから、鈴の音のような声がした。リーンさんだ、とすぐに気づく。

			　ぼくが先頭になって、木のうろをくぐる。

			　なかは球形で、天井が高かった。木の壁面に従って、目の高さに点々ととりつけられた橙(だいだい)色の魔法の明かりが、内部を照らしている。

			　部屋の中央、藁(わら)を敷いた上に、あぐらをかく少女がいる。アイヌの民族衣装のような服を着た、犬耳の少女だった。耳さえ気にしなければ、ぱっと見た限りで、日本人のように見えた。

			　背(せ)丈(たけ)からすると、12、13歳に見える。でも落ちついた声からすると、もっと年上だろうか。

			　あー、だから身長の話題、嫌がったのかな。

			　髪の毛や耳を覆(おお)う毛の色は、黒。そしてぼくをすっと見つめる瞳(ひとみ)は、血のように赤い。
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			「お待ちしておりました、異世界からの来訪者さま」

			　少女が、いう。

			「改めて、自己紹介をさせてください。わたくしの名は、リーランダールカラークムール・ラ・フラームサール・ハファルダⅣ世。世界樹の守護者の当代における巫(み)女(こ)を務めております」

			　今度はミアもチャチャを入れなかった。まあ、余計なことをいったら外に放り出すけど……。

			　リーンさんは、ぼくを見て、なるほど、と呟(つぶや)く。

			「よい目をしておられます。毅(き)然(ぜん)と決断することができる者の目です」

			　ぼくは首を振った。

			　それはつまり、ひとを見殺しにできるということだろう。生きてよいひとと、死ぬべきひと、それを自分の勝手で選別できる人物、ということだろう。

			　実際、ぼくはこの３日間を、そうして生き抜いてきた。

			　中等部においては、ぼくと志(し)木(き)さんの一存で、助かる少女と死ぬ少女が選ばれてきた。彼女がぼくを褒(ほ)めているのかどうか、どうにもわからなくて、曖(あい)昧(まい)にうなずいてしまう。

			　リーンさんは、ぼくの複雑な心情をどう推し量ったのか、自分のもとに来て座るよう促(うなが)す。

			　猫耳の女性たちは、外に待機している。ここにいるのは、ぼくたち４人とリーンさんだけだ。

			　座布団が宙に浮かび、リーンさんの前に４枚、並べられる。

			　これ、魔法なのかな。なにかやったようには見えなかったけど……。

			「さて、なにからお話をするべきでしょうか」

			　ぼくたちは、リーンさんの前の座布団に腰を下ろし、彼女と向かい合う。

			　その胸は貧相であった。

			　本当に……子供なのかな。それにしては落ち着いている。

			「まずは、そうですね。この世界の現状について、説明いたしましょうか」

			　リーンさんは、ぼくを見つめる。ルビーの瞳(ひとみ)に、吸い込まれそうになる。

			　少女は皮肉に口もとをつりあげる。

			　そして、爆弾を投下した。

			「端的に申しあげましょう。この世界は、明日、滅亡します」

		

	
		
			第93話　巫(み)女(こ)リーン

			　

			　え、いまなんていった。

			　明日、世界は滅亡する？

			　なんだってー！

			　といいたそうに、ミアがこちらを見上げてくる。ええい、おすわりっ！

			「ちょっと意味がわからないわ」

			　わがパーティの特攻隊長たるたまきが、きょとんとした顔でそういった。

			　そりゃそうだ。いきなり、世界が滅亡するとかいわれたら、誰だってきょとんとなる。

			「証拠とか、あるの？」

			　ミアがいった。

			　リーンさんは「はい」とうなずく。

			「神(しん)託(たく)が、ありました」

			　神(しん)託(たく)。

			　神さまからのお告げ、か。

			　魔法があるような世界だ。神さまがいてもおかしくないし、そいつがヒトとコミュニケーションをとってもおかしくない。

			　さっき、ぼくは滅びた町のひとたちから、運命の女神アル＝サザールや戦神ガルゴスという名前を聞いた。

			　彼らにとって、人と神の世界は、それだけ近しいのかもしれない。だったら、この世界の人々にとって、神(しん)託(たく)というものが確定情報であっても……。

			　とはいえ、ぼくたちがそれを是とするべきかといえば、どうなのだろう。

			　あー、うーん、待てよ。ここで神(しん)託(たく)、というものの信憑性について議論しても仕方がないか。

			　重要なのは、目の前の彼女がそう認識しているということ。そして光の民は、その認識を前提に動いているとおぼしきことだ。

			「わかりました、ひとまず、そういうことで話を進めてください」

			　まずは情報を集めるべきだ、とぼくは判断し、先を促(うなが)す。

			　リーンさんは、ぼくたちがあまり「神(しん)託(たく)」という言葉に感じ入っていないことに気づいた様子だ。いまはそれでいいという様子でうなずき、話を再開する。

			「無論、わたくしたちも座して滅亡を待つつもりはありません。そのために、いまこうして戦っております」

			「モンスターとの戦いも、その一環なんですか？」

			「いいえ、そもそもモンスターたちとの戦いこそが、破滅からこの世界を救う鍵(かぎ)なのです」

			　いきなり世界滅亡とかいわれても困るし、よくわからない。

			　その上、モンスターと戦うことで世界を救う、か。いや、そもそも……。

			「わたくしたちが戦っている相手、すなわちモンスターとはなにかについて、ご説明が必要でしょうか」

			　ああ、先まわりしていわれてしまった。

			　オークたちに襲われてから、この３日。それはずっと、最大の謎(なぞ)であり続けていたことだ。

			　オークをはじめとする、異形の怪物。これをモンスターと呼ぶ。なにせ、ノートＰＣのＱ＆Ａでそういっていたのだから間違いはない。

			　で、このモンスターは、倒すと宝石になる。

			　宝石はミアベンダーにおける交換ポイント、トークンになる。

			　なんだか、とても生物には思えない。

			　でもこいつらは人間を見境なく襲ってくる。殺(さつ)戮(りく)するだけじゃない、オークは女の子とみるやレイプしてきた。

			　いろいろおかしい。

			　ぼくたちはこれまで、そのおかしさを疑問に思いながらも、否応ない戦いに巻き込まれてきた。疑問に答えてくれる者もなく、ただひたすらにモンスターを倒してきた。

			「教えてください」

			　だからぼくは、彼女の問いに首肯し、膝もとで拳(こぶし)を握って前のめりになる。アリスとたまきも、ぼくに釣られてか、拳(こぶし)を握る。

			「そもそも、モンスターとは本来、この世界の生物ではありません。例えるなら、そうですね、カズ、あなたの召(しよう)喚(かん)する使い魔のようなものです」

			「使い魔の……？　でも、使い魔は……」

			「はい、あなたの使い魔は倒してもマナ・ストーンにはなりませんね。これは召(しよう)喚(かん)契約の方法が違うからです。呼び出すための魔法が違う、とお考えください」

			　ああ、なるほど。そう考えると少し理解しやすいのか。

			　っていうか、わりと重要なことをさらっとたくさんいったな。

			「マナ・ストーンって……宝石、トークンのことだよね」

			　ミアが鋭く斬り込んだ。

			　リーンさんはミアを見て、小首をかしげる。

			「あの……ところで、このかたは、カズの奴(ど)隷(れい)なのでしょうか」

			　あ、しまった。ミアに首輪をしたままだった。

			　リードは、律儀にたまきが持っている。

			　ナチュラルに奴(ど)隷(れい)とかいってるけど、そういうのが普通な世界なんだな、やっぱ。でも彼女、鷹(たか)の視点のとき、ミアが首輪してないの見てるんじゃなかろうか。

			　いや、それを知っているからこそ、現状を不思議がっているのか。

			　ま、そのあたりははっきりさせておこう。

			「これはただのプレイです」

			　ぼくはきっぱりといった。

			　リーンさんは戸惑った様子で、ぼくとミアの顔を交互に見た。

			　ミアが「ん」とうなずく。

			「うちらの世界では常識的なこと。気にしないで」

			「左様でございましたか。申し訳ございませんでした」

			　頭を下げて、平謝りされた。頭を下げるというのは、この世界でもお詫(わ)びの動作になるらしい。

			　アリスが、困ったような顔でぼくとミアを睨(にら)み、リーンさんに先を促(うなが)す。

			「伝承によれば、はるか昔、まだ神々がこの地でひとと共に暮らしていたころ。いまはその名を忘れられた邪(よこしま)な神が、ほかの世界における生物の写し身として、モンスターの召(しよう)喚(かん)魔法を確立したといいます。長い年月が経ち、神々がこの地を去り、このマナ・ストーンによるモンスター召(しよう)喚(かん)の秘儀は闇(やみ)に葬(ほうむ)られた……はずでした」

			　彼女によれば、この世界にふたたびモンスターが湧きだしてきたのは、わずか１００年ほど前のことにすぎないという。

			　いまは亡き人族の小国が、大国に攻め滅ぼされる寸前、ちからを求めて賭けに出た。

			　どこからかこの秘義とひときわ純度の高いマナ・ストーンを手に入れ、モンスターを召(しよう)喚(かん)したのだ。

			　召(しよう)喚(かん)されたモンスターによって、侵略してきた大国は滅びた。

			　同時に、その小国もそのモンスターに滅ぼされた。はるかな時を経てこの世界に蘇(よみがえ)ったその化け物は、敵も味方も関係なく死と殺(さつ)戮(りく)を振りまいたという。

			　この存在を、ほかのモンスターは魔王と呼んでいるらしい。

			　なるほど、魔王か。

			　ほんとにいるんだな、魔王……。

			　いやまあ、これは魔王って翻(ほん)訳(やく)されちゃっているから、ぼくたちコンピュータ・ゲーム世代にとって少しアホらしい気がしてしまうのだろう。

			　たとえば、そうだな。信長とかアレクサンドロスとかチンギス・ハンとか、そういう連中が敵になっていると考えれば……。

			　あ、ちょっと勝てる気がしなくなってきたぞ。

			　それはともかく。

			　魔王を倒すべく、大陸中の国々が軍を送り込んだ。

			　彼らを待ち受けていたのは、魔王が召(しよう)喚(かん)した無数のモンスターだった。オーク、ホブゴブリン、ジャイアントといった、ぼくたちがこれまで戦ってきたやつらである。

			　同時に、魔王が支配するその大地は、この世界のものとは到底思えないような異形なかたちに変形していたという。

			　無残に敗北し、蹂(じゆう)躙(りん)され、ごくわずかに生き残って故郷に逃げ帰った兵士たちの証言であった。腐(ふ)海(かい)とかそんな感じになっちゃったんだろうか。

			　魔王は、この世界をひとの住めぬ異世界に変化させているのだ、と魔術師たちは結論づけたらしい。

			　それからしばらくして、モンスターたちが世界にあふれた。森に、山に、草原に、モンスターが出現するようになった。

			　とはいえ、ひともモンスターに対抗するため剣や魔術を磨いていく。

			　両者は、己の生存をかけて戦った。

			　長い時間が経った。

			「いまから５年ほど前のことです。モンスターが組織的に動くようになりました。それまではせいぜい１００体規模の集団であったものが、１０００体、ときには１００００体規模の軍勢となり、ひとの生存圏を脅(おびや)かすようになりました」

			　その５年前から、事態は急速に悪化する。

			　ひとの国々が、各個に滅ぼされていった。

			　慌てた一部の国が連合を呼びかけたものの、国家の足並みが揃うよりモンスターが進撃するスピードの方が速かったという。

			　ひとの生存圏は、急速に減少していった。

			　そして、いま。

			　ひとの拠点は、大陸でたったの７か所にまで、追いつめられている。

			　ちなみに、ここでいうひと、とはぼくたちが連れてきたような人族だけでなく、亜人たちすべてを合わせた広義の人類である。

			「そして、３日前。３つの神(しん)託(たく)がありました」

			　なるほど、ここでさっきいっていた神(しん)託(たく)が出てくるわけか。

			「ひとつ目の神(しん)託(たく)が、いまから４日後、つまり明日、世界は滅亡するということでした。ふたつ目は、そうさせないための方法。これについては後述します。３つ目が……」

			　リーンさんは、ぼくたちを順に見る。ひとつ、ゆっくりとうなずく。

			「異世界よりマレビトが来る、と。彼らと手を携(たずさ)えることは、破滅を回避する手段のひとつであるとも」

			「だから、ぼくたちを探していた？　あの鷹(たか)で？」

			「はい。あなたがたを発見した者のほかにも、わたくしたちは方々に使い魔を放っておりました。たまたま、そのうちの１体が、メキシュ・グラウと戦う不思議な者たちを発見したのです。奇妙な衣装をまとった、人族にしか見えない者たち。その者たちが、たったの数名で、あの神兵級個体を倒してしまった。神(しん)託(たく)にあった異世界からのマレビトとは、あなたがたに違いないと確信いたしました」

			　ぼくは自分の着ている学生服に視線を落とす。

			　この服装はそりゃ、奇妙だよなあ。付(ふ)与(よ)魔法がかかっているから、防具としての性能はたいしたものなんだけど……。

			　アリスたちに至っては、体操着にブルマである。とうてい、戦士の恰(かつ)好(こう)ではない。

			「ぼくたちがこの世界に来たのは、神さまが、ぼくたちにそういう……この世界を救う仕事をさせるため、なんですか」

			「それは、わかりません。ですが、神(しん)託(たく)のニュアンスから考えて、そうではないとわたくしは考えております」

			　ふうん、そう。

			　リーンさんがどこまで本当のことをいっているのかはわからないけど……。

			　相変わらず、ぼくたちの山がなんでこんな世界に来てしまったかは不明、なのか。

			　ぼくとしては、山まるごとひとつこの世界に持ってきた存在に対して、むしろ感謝すらしている。あの出来事がなければ、いまごろぼくは、破滅していただろうから。

			　だけど、アリスやたまき、ミアにとっては……。

			　ましてや、育(いく)芸(げい)館(かん)に残って戦っているだろう志(し)木(き)さんたちに至っては。

			　いやまあ、そういった感情は別にして、神(しん)託(たく)が本当なら、ぼくたちが彼らに協力するというのは……否応なし、だよなあ。

			　ぼくたちはいま、この世界にいる。

			　この世界の破滅とは無関係ではいられない。

			　しかし、明日、か。

			　神(しん)託(たく)が３日前ってことは、リーンさんたちでも４日しか余裕がなかったってことで、えらい急な話である。

			　３日前。

			　ぼくたちにとっては、この世界に来る前日、なのか。ぼくたちがこの世界に来たことと、なにか関係があるのだろうか。

			「いくつか聞いておきたいことがあるんですけど、いいですか」

			「ええ、どうぞ」

			「ぼくたちがもとの世界に帰る方法って、ご存じありませんか」

			「あなたがたがどういう手段でこの世界へ辿り着いたのかがわかりませんと、なんとも……」

			　ああ、そうか、そりゃそうだ。

			　ぼくは、ざっとこの３日間の出来事を説明した。いちばんの鍵(かぎ)になっているだろう、オークたちが守っていた、謎(なぞ)の石柱についても語ってみせる。

			　やはりというかなんというか、リーンさんは、石柱の話に食いついてきた。

			　あそこに書かれていた文字、リード・ランゲージでぼくが読んだ限りでは「座標固定、空間捜査、範囲限定」という単語。ただ、問題はその単語がどんな言語で描かれていたか、らしい。

			　あいにくと、リード・ランゲージでは言葉の意味を理解できるだけだ。どんな言語か、まではわからない。ぼくも、どんな文字だったかはあまり覚えていないし……。

			「たまき、覚えているか？」

			「まったく覚えてないわ！」

			　たまきは無駄に堂々と胸を張った。

			　うん、そうだろうと思ったよ。もちろん、ぼくも覚えてないぞ。

			「おそらくは、特殊な魔術言語であろうと思いますが……。奇妙なのは、この世界に来た直後、あなたがたの居住地にオークたちが襲ってきたという点ですね。まるで……」

			「ええ。ぼくたちをこの世界に呼んだのは、モンスター側の存在なのかもしれない、ってことですよね」

			　でも、それじゃ理屈に合わない気がする。

			　ぼくたちに白い部屋でちからを与えている、あいつ。あの存在は、じゃあ、なんでこの世界へぼくたちを呼んだ？

			　いや、待てよ。そもそも白い部屋の主と、この世界へぼくたちを呼んだ存在は、同一人物じゃないとしたら？

			　ぼくが考え込んでいる間に、アリスとたまきが、リーンさんへ白い部屋について説明する。

			　リーンさんがいうには、やっぱり、白い部屋やぼくたちのスキルシステムというのは特別らしい。まったくの素人(しろうと)が、たったの２日でメキシュ・グラウを倒せるほどのちからを得たと聞き、驚いていた。

			　ある程度は予想していたことだけど、やっぱり、そうか。スキルシステムを使っているのは、ぼくたちと、そしておそらくはモンスターだけなのか。

			　だとすると……白い部屋の主ってのは、やっぱりモンスターとなんらかの関わりがある？

			「カズ、お気をつけください。早計な判断は無用、いや有害だと考えます」

			　リーンさんのいう通りかもしれない。

			　それに、聞いておきたいことはほかにもある。

			「ぼくたちがいた山の場所は、わかりませんか」

			「現在、ほかの使い魔が大陸中を調査中です。みなさんがおっしゃる景色から判断して、ロック鳥が生息する南東部だと思われますので、そちらを集中的に捜(そう)索(さく)いたします」

			　ロック鳥か。

			　ぼくは、初日の夕方に見た光景を思い出す。

			　象を抱えて飛ぶ巨大な鳥。

			　うん、まあ、これもあの鳥を遠くに見た生徒の誰かが、ロック鳥だと判断したんだろうな。ファンタジーが好きなやつなら、知ってそうな単語だし。

			「使い魔には、迎え入れる側の転移門の魔法をセットいたします。みなさんを山に戻すことができるように」

			　こちらがなにもいわずとも、そこまでやってくれるか。

			　いや、そこまでやる、と宣言することで、交(こう)渉(しよう)のカードにしたということか。ここが、その大陸南東部とどれほど離れているかは不明だけど……。

			　徒歩じゃ遠いんだろう。

			　ぼくたちは、生き残るために戦ってきた。これからも、そうだろう。

			　もし明日、モンスターとの決戦があるとしたら。そして、その戦いが避けようのないものであるなら。

			　ぼくたちは嫌も応もなく、それに参戦せざるを得ないだろう。

			　ゆえにリーンさんは、ぼくたちを一時的に学校の山まで送り届けても、デメリットにはならないと判断した。

			　ぼくたちは、必ずまた、リーンさんのもとへ戻って来ると。ぼくが怖じ気づき、必要な判断ができないほど愚(ぐ)鈍(どん)になることはないと。

			　それは決して、信頼ではないだろう。ぼくとこうして話をした上で、ぼくがある程度、損(そん)得(とく)勘(かん)定(じよう)でもって動くことを確認したからなのだろう。

			　利害関係があるからこそ、ぼくは信用されている。

			「この点に関して、まだなにか、お聞きしたいことがございますか」

			「いいえ。それじゃ、さっきあとまわしにした、明日起こる出来事ってのを……」

			　そのときだった。

			　外が騒々しくなる。入り口の方を振り返れば、乱暴に橋を駆けてくる獣人の男たちの姿が見えた。

			「モンスターの侵攻が再開されました」

			　どうやら、悠長に話を聞いている余裕はないらしい。

		

	
		
			第94話　秘密兵器

			　

			　敵の侵攻と聞いて、リーンさんがぼくと視線を合わせる。

			「あなたがここまで便(べん)宜(ぎ)を図ってくださるのは、ぼくたちを戦力としてアテにしてるから、ですよね」

			「無理に、とは申しません。ですが現状、ちからを持つ者にお願いをしないほど、わたくしたちに余裕があるわけではないのです」

			　ぼくは、３人の仲間を順に見た。

			　アリスは「カズさんに、どこまでもついていきます」と笑った。

			　たまきは「任せて！　なんだってわたしが倒してあげるわ」とナチュラルに増長している。

			　そして、ミアは、相変わらずあまり表情を変えず、ぶっきらぼうな口調で「ん。やるべきことを、やろう、カズっち」といった。

			「ミア、きみは少し、変わったな」

			「そう？」

			「なんというか、落ちつきが出てきた気がする。昨日までに比べて」

			「だとしたら、カズっちの横にずっといるから。焦らなくていいと思えるようになったから」

			　焦りってなんだろう。ぼくは首をかしげた。

			　ミアは口もとを釣り上げて、笑う。

			「自分のこと、誰かに認めて欲しいって気持ち」

			「ぼくは、きみがいなきゃ困るな」

			「ん。だから、もう迷わない」

			　ぼくは「わかった、頼りにする」とミアの頭の上に手を乗せ、リーンさんに向き直った。

			　神(しん)託(たく)についてどこまで信じるか、はひとまず置いておくべきだろう。現実的に考えて、リーンさんたち光の民との共闘は、山に戻るための最短の道に思える。

			　ならば、共闘相手を助けるのは、当然のことだ。

			　少なくとも、助けるフリをする程度のことは。

			　最悪、適当に戦果を挙げて離脱すればいいだろう。

			「ぼくたちを使ってください。どこに行けばいいですか」

			　ぼくは、ひとつうなずいてあぐらを解き、立ち上がる。アリスたちもぼくに続き、起立する。

			　リーンさんは座ったまま、ぱん、と手を打ち鳴らす。

			　とたん、それまでなんの気配も、なんの調度もなかった部屋の奥が変化する。

			　空気が揺れる。突如として、部屋を横断するカーテンが生まれた。

			　いや、違う。それはきっと、もとからあったのだ。幻の魔法かなにかがかかっていたのだろう。

			　驚きから回復しつつ、ぼくはなるほどと思う。リーンさんはたったひとり、無防備にぼくたちの前に座っているように見せていた。ぼくたちを完全に信用していると。

			　実際は違って、あのカーテンの向こう側で護(ご)衛(えい)たちが待ち構えていた。

			　その魔法が、いま、消えたのだ。

			　カーテンの一部が持ち上がる。侍(じ)女(じよ)と思わしき女性たちの手が見えた。

			　カーテンをくぐり、ひとりの女性が出てくる。動きやすそうな皮鎧(よろい)を身につけ、腰に小剣を下げた、細身の女だ。

			　年のころは、ぼくと同じくらいだろう。

			　人形のように白い肌をした、銀の髪とルビーの瞳(ひとみ)を持つ少女だった。華(きや)奢(しや)な身体つきをしていて、獣人特有の３つ目、４つ目の耳がない。

			　一瞬、人間かと思った。

			　だがすぐ、そうではないと気づく。銀髪から覗く切れ長の耳を見てしまったからだ。
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			「エルフ……なんですか」

			　ぼくがその言葉を発した瞬間。

			　血のように赤い双(そう)眸(ぼう)が、強い意志をもって、まっすぐにぼくを射貫く。

			「ルシア、とお呼びくださいませ、カズさま」

			「あ……っ」

			　ぼくは息を呑んだ。

			　圧倒されそうになる。慌てて、首を振る。

			　もう一度、彼女と視線を合わせる。今度は、さっきほど呑まれなかった。

			　ひとつ、うなずいてみせる。

			「ええと……さま、はいらないです、ルシア……さん」

			　ルシアは、座布団の上であぐらをかくリーンさんと、一瞬、視線を交わす。

			　リーンさんが微笑(ほほえ)んだ。

			「ルシアは、いまは一兵卒としてあなたに仕えることを望んでいます。どうぞ、使い勝手のいい部下として、お使いください。使い潰してくださっても結構です」

			　ちょっと待って、聞き捨てならない単語が出てきたぞ。

			　まず、「いまは」ってなんだ。使い潰してもいい、ってどういうことだ。

			「彼女は、１か月前まで、とある国の王の娘にして、王位後継者としての順位は第17位でした」

			　エルフの王女、ということか？　ぼくはミアと顔を見合わせ、戸惑う。

			　リーンさんが、ゆっくりと首を振った。

			「その国は、いまはありません。国が存在した森もろとも、モンスターによって滅びました。指導者も、民も、そして木々すらも。彼女は、わたくしたちの庇(ひ)護(ご)のもと、かの国の言葉で終わらせる者を意味する言葉、ルシアと名を変え、一族の最後の始末をつけることを望んでいます。その命がモンスターを倒すために使われるなら、なおよいと」

			　なるほど、ぼくは理解する。

			　彼女は長(なが)月(つき)桜(さくら)と同じだ。身分が高い分、ある意味、無責任といえるかもしれないが……。

			　自分ひとりの命の使い方をどうしようが、ぼくにとってはどうでもいいことかもしれない。

			　結局のところ、ぼくが守ることができるのは、せいぜいがぼくの仲間たち、このパーティの皆と、育(いく)芸(げい)館(かん)の人々くらいだ。

			　さっきはなりゆきから町のひとたちを助けたけれど、彼ら全員をずっと守っていくことなんて、所(しよ)詮(せん)、できやしなかった。

			　彼女が無(む)謀(ぼう)にも自分からモンスターに向かっていくなら、止めることなどできないし、止める気もない。

			　ただし、一緒に行動している状態で、そんな自殺行為に走るのは困る。使い潰せる駒としていい、といわれたところで……。

			「あいにくと、ぼくは召(しよう)喚(かん)魔法の使い手です。捨て駒にする使い魔にはことかきません。自殺志願者は不要です」

			「召(しよう)喚(かん)魔法とて、無限に使えるというわけではないのでしょう？」

			「メキシュ・グラウとの戦いを見ていたのなら、おわかりのはずです。ぼくたちの戦闘に、戦いの心得もない素人(しろうと)など必要ありません。邪魔なだけです」

			　まあ、ちょっと前までは、ぼくたちも素人(しろうと)だったんだけどさ。

			　ミアが、まさにそうツッコミを入れたそうな顔でこちらを見てくる。

			　無視する。いまのぼくたちにとって、彼女のような素人(しろうと)が邪魔なことは事実だからだ。

			　いや、おそらく、だけど……。邪魔なのは、彼女だけではないだろう。

			　メキシュ・グラウに対する反応を見るに、この世界樹に集まる戦力の誰をとっても、ぼくたちの戦いにはついてこられない。

			　たぶん、ぼくたちは……。

			　この世界で、とても強い。

			　尋常じゃなく、圧倒的に、彼らをひとまとめにしたよりも強いのだろう。

			　はたして、リーンさんは、ぼくを見上げ……。

			　にっこりとする。

			　あ、これは……。してやられた、かな。

			「いまのリーンっちの顔、志(し)木(き)っちみたいだった」

			　ええい、余計なことをいうな、ミア。

			　きみの感想は、まったくぼくと同じなのだけど。

			「試したことを、お許しください。そうおっしゃられるあなたにこそ、彼女を預けたいと思います」

			「どういうことですか」

			　彼女は、ぼくたちがルシアを託すにふさわしい相手か、その人間性を試したのだ。

			　まあ、それはいいとしよう。

			　でも、じゃあ。その上でなお、ぼくたちにとって彼女が役に立つと？

			「わたくしが１００の言葉を尽くすより、証拠をお見せした方がよろしいでしょう。ルシア」

			「ええ、リーン」

			　銀の髪の少女はリーンさんとうなずきあう。

			　そのあと、ルシアはぼくの前に進み出て……。

			　右手を差し出してくる。

			　彼女に導かれるまま、ぼくは呆然と、彼女の右手を出す。

			　互いの手が重ね合わさる。ぼくの右手にあるものと同じ赤いぼんやりとした輪が、彼女の右手の小指にも生まれる。

			　パーティ・メンバーになったという印だった。

			「え、どういうこと？」

			　たまきが、目をぱちくりさせる。

			「ん。この世界のひととは、パーティが組めないはず……」

			「わたくしの国は、モンスターと戦うためのちからを得るため、特殊な品種改良を繰り返してきました。一族のなかで、ある種、もっとも成功を収めたのが……このわたくし、ルシアです」

			「品種改良……」

			「ひととモンスターを重ね合わせる、特殊な実験でした。多大な犠(ぎ)牲(せい)を払った兵器の作製は、いまこのときをもって完成したのです」

			　ルシアは目をつぶる。

			　小声で「これから、レベルアップいたします」と呟(つぶや)く。

			　ぼくたちが唖(あ)然(ぜん)とするなか……。

			　視界が揺らぐ。

			　気づくと、白い部屋にワープしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋には、ぼくたち４人のほか、当然のような顔をして、ルシアがいる。

			　ルシアが、周囲を見渡し「なるほど」と呟(つぶや)く。

			「ここが神(しん)託(たく)にあった、可能性の広間、ですね」

			　可能性の広間。初耳の単語だ。

			　いやまあ、たしかにそういわれてみれば、そういえなくもないなと考える。スキルを取得するイコール、可能性を得る、ということか。

			　ミアが兵士たちに聞いた限りでは、パーティ・システムやスキル・システムは、この世界の人々に適用されていないようだった。あれらの能力は、ぼくたち、異世界から来てしまった者専用なのだ。

			　と、そう思っていた、のだけれど……。

			　いつもと同様の白い部屋には、五台目の机と椅子、そしてノートＰＣが設置されていた。ルシア用のノートＰＣなのだろう。

			「ルシアさん、ＰＣを見てもいいですか」

			「ぴーしー、とは、そこに載っている機械でしょうか。どうぞ、ご覧になってください」

			　あ、やっぱパソコンなんて知らないか。

			　どういうことなんだろう。リーダーであるぼくの主観にあわせた部屋になっているとか……そういうこと、なのかな。

			　ノートＰＣの画面には、予想通り、ルシアのデータが日本語で表示されていた。名前も「ルシア」になっている。

			　本当の名前は別にある、ってさっきリーンさんがいってたけど……。

			　ここが完全にぼくの主観によって構成された空間だとすると、いろいろ腑(ふ)に落ちる。というか、そうじゃないと納得できないレベルだ。

			「ん。レベル１」

			　ぼくの脇からＰＣの画面を覗き込んだミアがいう。

			「ということは、ルシアちんはレベル０の状態でパーティを組んだ？」

			「あー、そうなるか。というか、どうしてパーティとかのことを知っていたんだ」

			　ぼくたちはルシアを見る。

			　ルシアは平然と「神(しん)託(たく)にあった通りに」と答えた。

			　あー、神(しん)託(たく)かー。

			　便利だな、おい。神さまに任せればなんでもＯＫってか。

			　いやまあ実際、こんな部屋、こんな装置があるからなあ。

			　白い部屋。

			　スキル。

			　神さま的なものを仮定でもしなきゃちょっと考えにくいレベルのテクノロジーである。

			　それとも、魔法でなんとかなるのか。どっちでもいい、とにかくそういうアレな感じのソレだ。

			「その神(しん)託(たく)っていうのは、ぼくたちのことについて、なにかいっていたのか」

			「森の木々を束ねるものアルヴァナは、おっしゃいました。きたるべきとき、異世界から来る方々が、わたくしたちにちからを与えてくれると。わたくしは、そのために生まれ落ち、そのために育てられました。わたくしの国は、わたくしのちからを使い、大陸に覇(は)を唱えるはずでした」

			　大陸に覇(は)を唱える、か。

			　エルフたちの国は、覇(は)権(けん)主義だったのか。いや、ぼくたちの世界の常識をあてはめちゃいけないのかな。

			　しかし、とルシアは首を振る。

			「行動を起こす前に、モンスターの軍勢が、わが国を落としました。おそらくは、わたくしのこのちからを狙って」

			　あー、なるほど。

			　そりゃ、このちから、危険すぎるとしかいいようがないよなあ。本来は、ぼくたちだけが持っているはずのちからだもんなあ。

			　でも彼女は、この世界で生まれた存在でありながら、ぼくらと同じスキルシステムのなかにいる。見たところ、レベルは１で、ほかの点は特にぼくらと変わりがないようだけど……。

			「あれ、待って、カズっち。スキルの下に、ウィンドウが重なってる」

			　ミアはそういって、ルシアのノートＰＣのマウスを動かし、重なったウィンドウを横にずらした。

			　メイン・ウィンドウの後ろから出てきたのは、特殊能力、と呼ばれるウィンドウだった。

			　特殊能力ウィンドウには、ふたつの単語が表示されている。

			　魔力解放。

			　レベルアップ抑制。

			　これ、ふたつとも、この子が持つ能力……ってことか？　つーか、どっちもすごそうなんだけど……。

			「この魔力解放という特殊能力について、ルシアさん、あなたはご存じでしたか」

			「はい。特殊な紋(もん)章(しよう)を身体に刻みつけることで、放出するマナの量を調整するという……わたくしの国が開発した秘術です。製造の方法については、国の滅びと共に失われてしまいましたが」

			「あなただけは、その能力を使える、と」

			　さっそくＱ＆Ａしてみた。とりあえず、特殊能力について。

			　返答は以下の通りである。かなり意訳があるが、たぶんこれで間違ってないはずだ。

			　

			・特殊能力ウィンドウに表示される特殊能力をなんらかの方法で得た場合、このウィンドウが生まれる。なんらかの方法とは、ミアベンダーを含む。

			　

			　ミアが素早くミアベンダーに駆け寄った。

			「増えてる」

			　そう呟(つぶや)き、目を皿のようにしてパネルの文字に目を走らせる。

			　だが、しばらくののち……。

			「高い」

			　がっくりと肩を落として戻ってきた。

			「やっぱり、いまじゃ無理か」

			「２０００ポイント溜まってから出なおそう」

			　ま、そうだよな。特殊能力とか、これあまりにも有用すぎるもんな、そりゃお高いか。

			　ぼくたちは顔を見合わせ、苦笑いする。

		

	
		
			第95話　特殊能力

			　

			　さて、と頭を切り替え、次の質問をする。３つの特殊能力についてだ。

			　すぐに返答が来る。

			　いくつか質問を重ね、わかったことは以下の通り。

			　

			・特殊能力、魔力解放とは、ＭＰの消費を調節することで、魔法の威力を増減させる能力である。

			　たとえば、彼女が風魔法を覚え、風魔法ランク３のライトニングを放つとき、ＭＰ消費を１にすれば弱い電撃が放たれる。ＭＰ消費を30にすれば、はるかに強力な電撃が放たれる。使用できる最大値は、本来の消費ＭＰの10倍まで。

			　

			・特殊能力、レベルアップ抑制とは、任意のタイミングまでレベルアップの処理を遅延させることができる能力である。

			　具体的には、彼女がレベルアップを抑制すると決めた場合、モンスターを殺してもレベルアップ処理が行われない。彼女はこの能力を用いて、すでにオーク60体分以上の経験値を稼いでいたという。一気にレベル10まで上がれるのか。

			　ただしこの能力、レベルアップを抑制することはいくらでもできるが、解放処理は24時間に１回だけ、という制限がある。

			　つまり、いま使ってしまったから、今日はもう打ち止め。このあと一気にレベル10になるしかない。

			　能力更新のタイミングは、きっちり24時間後。次にこの能力を使えるのは、明日のお昼すぎである。

			「彼女にパーティに入ってもらうかどうか、だけど」

			「ん。特殊能力が有用すぎる。ガチで火魔法あたりを覚えてもらうべき」

			　ミアがすかさず提案する。彼女らしくもなく、本気で興奮していた。こうしてみると、さっきまで「むほー」とかいってたのがいかに演技かよくわかる。

			　やーまー、彼女はゲーマーだからなあ。こんなすごい能力を見たら、ガチで欲しくもなるだろう。

			　ぼくはルシアを見る。

			「カズさまに、なんでも従わせていただきます」

			「ん？　いま、なんでもっていったよね」

			　ミア、そのネタはさっきもやっただろ。

			　いつもの飄(ひよう)々(ひよう)とした態度に戻った彼女の頭をぽかりと叩いて、ぼくはアリスとたまきの方を見る。彼女たちの意見も聞きたいところだが……。

			「あ、あの、わたしっ。カズさんが必要なら、その、愛人が増えても、構わないです！」

			「わたしも、カズさんが気にいったなら、抱いちゃえばいいと思うわ」

			　おいこら、きみら。ぼくのことをなんだと思ってる。

			　風評被害とはまったくいいきれないところが、なんとも情けないんだけどさ。

			「カズさまは優秀な魔術師とお聞きしました。多くの子孫を残す必要があります。医術師から、母体としてのわたくしの能力は平均以上であると、お墨つきを受けております。幸いなことです」

			　どういう意味で幸いなんですかね。そもそも医術師ってなんだ、ニュアンスからして、魔法で治(ち)療(りよう)するの？　この世界じゃ、そうっぽいなあ。

			「とりあえず、子供をつくるとかは置いといて……。あと、ぼくのことを呼ぶのに、さま付けはやめて欲しい。呼び捨てでもいいけど、うーん」

			　アリス、たまき、ミアを見る。

			「さん付け、あたりで。あと過剰な敬語もやめて欲しい。アリスたちと同じくらいで」

			「かしこまり……わかりました、カズさん。では、わたくしのことは、ルシアと呼び捨てにしてください」

			　こっちに対してはさん付けなのに？　と思ったけど、アリスやたまきもそうか。ミアも「カズっち」だし。でもぼくから彼女たちに対しては、完全に呼び捨てだ。

			　なんとなく、これまでは先輩、後輩の延長線上というのもあって、そういう呼び方になっていたなあ。別に呼び捨ててくれてもいいんだけど……まあ、いいか。

			「わかった、ルシア。それと……」

			「ほかに命令、ですか」

			「できれば、笑って欲しいな」

			　ルシアは、にっこりとした。

			　花が咲いたような、魅(み)惑(わく)的(てき)な笑顔だった。でも残念ながら、目だけは空(くう)虚(きよ)で、ぼくの後ろにあるっぽいなにか遠くのところを見ていた。

			「やっぱり撤回。事務的な笑顔なら、いらない」

			「残念です」

			　ちっとも残念そうじゃない口調で、ルシアはうなずく。

			　わざとなのか、からかわれているのか。

			「モンスターを殺したことがあるんだね」

			「はい。ほかの者が抵抗できなくしたあと、運ばれてきたモンスターを、何度も」

			「ん。見事なパワーレベリングだと感心するが特になにもないな」

			　うるさい、ミア。

			「なんでレベルアップしなかった」

			「できなかったのです。神(しん)託(たく)によれば、異世界から来た者(マレビト)と同じパーティになることで、初めて可能性の広間に赴(おもむ)けると」

			　なるほど。どうやら、エルフの国は、軍備拡張を狙って神(しん)託(たく)を使ったつもりで……その神さまに、いいように使われたっぽいな。

			　でも、待てよ。そうなると、エルフの神さまは、ぼくたちとルシアが出会うことを望んでいた？　ルシアがぼくたちの戦力になるよう、わざわざ介(かい)入(にゆう)していた、ってことか？

			　きなくさい。いろいろ怪しい。

			　少なくとも、彼女たちがいう神さまってやつらは……ぼくたちがこの世界に来る前提で戦略を練っていたことになる。

			　彼女みたいな存在がほかにもいるんだろうか。

			　神が用意した、駒。ぼくたちとめぐり合うべき存在。

			　彼らは、いったいなにを狙っているのか。ぼくたちになにをさせようというのか。

			　嫌だな、なにもかも疑ってしまいたくなる。疑(ぎ)心(しん)暗(あん)鬼(き)に囚(とら)われそうになる。

			　いや……とぼくは首を振る。現実的に、まずは目の前の事態に対処していこう。神さまの意図はともかく、彼女の能力は……ちょっと見過ごせないくらい有用に思える。

			　メキシュ・グラウとの戦いで、ぼくたちはかろうじて勝利した。

			　だけど、あれはきっと、敵の最大戦力ではない。

			　それどころか、聞いた話では、あれすらモンスター側の兵士の１体にすぎないのだという。

			　あんなものが複数体、同時に現れたら……。いまのぼくたちでは、全員がスキルのランクを９にしたところで、はたして勝てるかどうか。

			　正直、手詰まりを感じている。そんな現状で、彼女の存在は、ブレイクスルーになりうるかもしれない。

			「カズっち、勇気を出して、いおう。きみが欲しい、って」

			「あのなあ」

			「そして、おっぱいを揉(も)もう」

			　ミアがまた余計なことをいってくる。

			　ぼくは肩をすくめた。

			「もちろん、ルシアは欲しいよ。ただ、あくまで兵隊のひとりとしてだ。身体を要求したりはしない」

			「わたくしは、それで構いません」

			「ぼくが死ねっていったら……あ、ごめん、いまのナシ」

			　さっきのやりとりから、答えは明らかだ。

			　彼女は戦いたがっている。一度、ぼくたちとパーティを組んで、ちからを得たら、このあとは死ぬまで戦うのだろう。

			　だったら、ルシアはなおさら、ぼくたちのパーティにいた方がいい。彼女はぼくたちにとって有用だし、ぼくたちがいれば、彼女を守ることもできる。

			　ぼくは、ルシアに右手を差し出した。

			　ルシアはきょとんとする。

			「これは」

			「握手。ぼくたちの世界では、友好を意味する」

			　ルシアは「なるほど」とうなずき、おずおずと右手を伸ばしてくる。

			　互いの手を握る。白(はく)磁(じ)の肌を持つ少女の右手は、思いのほかやわらかくて、暖かかった。

			「きみのちからを貸してくれ」

			「はい。微力ながら、お力添えいたします」

			　ルシアが、笑う。今度は、さっきまでよりずっと自然な笑みに見えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ところで、とぼくはルシアの恰(かつ)好(こう)を見て、彼女が腰に下げる剣を指さす。

			「剣を使えるのか」

			「これは剣ではありません。儀式にも用いるため、そう見えるよう細工が為されておりますが……」

			　ルシアは剣とおぼしきものの柄に手をかけ、鞘(さや)から引き抜いた。

			　それはいっけん、指ほどの太さの細長く黒い棒に見えた。なんでもない棒。

			　ルシアが手首をひねった。次の瞬間、棒はぐにゃりとムチのようにしなり、しかも数倍の長さになる。

			　ミアが「おお」と感嘆の声をあげた。

			「多節鞭？　ううん、それも少し違う感じ？」

			「ボーン・ウィップと呼ばれる、わが国独自の魔導具です。マナを流すことでムチのように展開いたします。また、マナの流し方を変化させることにより……」

			　彼女が、鞭(むち)を振るう。

			　わずかに気合を入れたような感覚。

			　直後、鞭(むち)が硬化する。全長３メートル以上の長杖となった得物を、ルシアはピタリと止めてみせた。

			「ん。これは、あの伝説のガリアンソード……」

			「あなたがたの世界では、そういう名で呼ばれているのですか」

			　呼ばれてません。いや、似たような架(か)空(くう)の武器があるのは事実だけど。

			　それにしても、なるほど、棍(こん)とムチを自在に変化させるわけか……。結構すごいな。

			　しかも、ちょっと見た限りじゃ、かなりの腕前っぽい。これ、棍術スキルを上げたら、結構いい感じに前衛もできそうだ。

			　とはいえ……魔力解放の性能を考えると、火魔法も魅力的なんだよなあ。のちのち最大火力になりうる可能性を秘めているのだから。

			　ぼくは考え込んだ。唸る。

			　ミアが、ぼくの服の袖を引っ張る。

			「カズっち。提案、いい？」

			「あー、そうだな。ミア、ゲーム脳の代表として、きみの意見を聞かせてくれ」

			「遠距離火力は正義。相手の射程に入る前に倒してしまえば、どんな強敵も雑(ざ)魚(こ)」

			　なるほど、それはもっともだ。

			　メキシュ・グラウほどの遠距離火力の持ち主が相手だとさすがにもうどうしようもないけれど、ジェネラル程度なら、近づく前に倒す、というのは極めて正しい攻略法だろう。

			　ジャイアントでも同じだ。とにかく、先手を打って大火力を叩きこめるというのは、それだけでおおきなアドバンテージとなる。

			　これまで、ぼくたちの主力であるアリスとたまきは、まず相手に接近する必要があった。

			　ミアの攻撃魔法は、そこまで威力が高くない。あくまで補助を主眼として選んだのだから、当然ではあるのだが、それだけではいささか戦術の幅が狭くなるきらいがある。

			　というか、これまでの戦場が森のなかの学校周辺だったせいで、ぼくたちの編成がそれに最適化されすぎてしまっていた。

			「いまの段階でスキルがばらけるのも問題。まずは火魔法に全ポイントを注ぎ込んでもらうべき」

			「一番必要なのは、瞬間火力と面制圧能力……か。ミア、きみのいう通り、ちょうどいいっちゃちょうどいいな」

			　リーンさんとしては、ぼくたちに監視役をつけたいんだろう。

			　ぼくたちにとっては、ただの監視役ならゴメンだけど、それが有用な戦力なら話は別となる。

			「それがみんなにとって、ウィン・ウィン」

			「ウィン？　ミアちゃん、それってどういう意味？」

			　たまきが口をはさむ。ミアは口もとで笑う。

			「勝利するってこと。わたしたちは仲間が増えて勝利。ルシアちんは強くなって勝利。リーンちんはわたしたちの首に縄をかけて、しかもモンスターも倒せて勝利」

			「そっか、勝てばいいのね！」

			　おいこら、合っているけど、微妙に間違ってるぞ、その説明。

			　ぼくはアリスを見る。アリスは遠い目をして「たまきちゃん、英語、苦手ですから」と呟(つぶや)いた。ぼくはたまきの頭を撫(な)でて「おまえは本当にかわいいな」と笑う。

			「え、なに、どうしたのカズさん、どうしてそんなにやさしいの」

			「ん。なんとかほどかわいい」

			　ルシアはきょとんとして、ぼくたちのじゃれあいを眺めている。その瞳(ひとみ)が、どこか寂(さび)しそうに、宙をさまよう。

			「ところで、ルシア。きみは、明日世界が滅びるっていう神(しん)託(たく)について詳(しよう)細(さい)を知っているのか」

			　ルシアは首を横に振った。

			「わたくしも、あのときあの場所で、みなさんと共にリーンから詳(しよう)細(さい)を聞くはずだったのです。いまわたくしが知っているのは、それが世界の滅亡に関わるもので、明日の日没が刻限であるという程度です」

			「そうか。……いちおう聞いておきたいんだけど、神(しん)託(たく)、というのはどの程度、正確なものなんだろう」

			「みなさんは、神の言葉を疑うのですか」

			　ルシアは、またきょとんとしていた。

			　ああ、これもきょとんとされちゃうくらいのことなのね。うーん、そうかー、そういう類(たぐい)かー。まあ、いい。そのあたりについてはまた、あとで白い部屋で話し合おう。

			　目の前の戦いが優先だ。

			「じゃあ、ルシア。スキルランクを上げてくれ」

			「ええと……」

			　椅子に座り、ノートＰＣの前で、ルシアは困惑する。

			「あ、そりゃこの世界の人間がパソコンなんてわからないか。ミア、説明してやってくれ」

			「なぜ、わたし？」

			「いや、このなかで一番、友人とかにＰＣの説明してそうなのがきみだから」

			「そりゃ、ぼっちだったカズっちよりは……」

			　うぐう。泣くぞこら。

			　ミアは肩をすくめて「仕方がないなあ」とルシアに向きなおる。

			「手とり足とり腰とり教えてあげよう」

			「余計なスキンシップは禁止で」

			　ミアは思ったよりずっといい教師だった。ルシアはあっという間にＰＣの操作を習得し、火魔法のスキルを得る。

			　ぼくたちはもとの場所に戻る。ルシアのレベルがまた上昇する。今度は一気に、レベル10になる。スキルポイントを火魔法スキルにつぎ込んでもらう。いまはとにかく、一点集中だ。

			　

			　ルシア：レベル10　火魔法５　スキルポイント５

		

	
		
			第96話　世界樹

			　

			　もとの場所、木のうろにできた空洞の謁(えつ)見(けん)室に戻る。

			　リーンさんは、ルシアと視線を交わし、うなずきあう。

			「よかったわ、ルシア」

			「あなたのおかげです、リーン」

			　お互いの表情が緩んでいる。ふたりは、かなりの仲良しさんのようだった。

			　ふうむ。光の民の代表者であるリーンさんは、そんな仲良しさんを、ぼくたちのパーティに送り込むのか。

			　いや、リーンさんは為(い)政(せい)者(しや)だ。個人の好悪とは切り離して、ルシアを駒として使っているのかもしれない。それでも彼女がルシアという友人を大切にしていることは、その気持ちは、いまの笑顔ひとつで伝わってくる。

			　わざわざそれをぼくに見せるということは、つまり、それだけぼくたちを信用しているぞ、という圧力か。あるいはそれ以上に、どうかルシアを頼むと、為(い)政(せい)者(しや)の立場を超えて「お願い」しているのか。

			　どちらでもいい。ぼくたちにとって、ルシアはこの上ない「お買い得」な人材だ。

			　というかマジでもらっちゃうよこのひと。もう返さないよ。

			「あなたがたには、森の南西、第23街区に向かっていただきます。敵の１部隊がそちら方面より侵入してきたようなのです」

			「数は、どれくらいなんですか。あとモンスターの種類は」

			「１００体以上、５００体以下だと思われます。種類についての情報は、まだわたしのもとに到達しておりません。前線の指揮官にお聞きください」

			　なるほど、５００体以下か。

			　５００体って、それがすべてオークだとすれば、ぼくたちの山を襲った集団がそれくらいだよな。

			　ましてやホブゴブリンが５００もいると……そこに幹部クラスが混じると、ぼくたちだけじゃ無理だ。

			「基本的には、現地の部隊がことに当たります。みなさんには、特に強力なモンスターがいた場合の対応をお願いいたしたいと思います」

			「わかりました」

			　うん、その使い方が、一番いいんだろうな。経験値を稼ぐ分には、雑(ざ)魚(こ)を散らした方がいいんだろうけど。

			「ルシア、転移門への案内をお願いいたしますね」

			「わかりました、リーン。では、行ってまいります」

			　ルシアが笑った。とても自然な笑み。さきほどの冷たい笑みとは違い、目もとも緩んでいる。

			　ああ、こいつ、こんなふうに笑えるじゃないか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちは、一度転移門で世界樹に向かい、そこから地方転移門へワープするのだという。

			　ルシアが転移門まで案内してくれた。彼女の指示に従い、魔法陣のなかに入る。

			　そばに待機していたローブの兵士が、朗(ろう)々(ろう)と歌を歌った。

			　どこか君が代を思わせる、渋い歌だった。え、なに？　と思う間もなく、転移特有の、あの意識が途絶える不快感。

			　直後、ぼくたちの周囲の景色が変化している。

			　ぼくたちは、体育館ほどもある巨大な広間にいた。

			　まわりには多数の兵士。彼らはここにテレポート・アウトしては、キビキビと歩いて外に出ていく。

			　外で、人々が騒ぐ音がする。

			　いや、ええと、これは……。

			　ぼくたちは、誘われるように広間の外へ出た。

			　予想通り、この巨大な広間もまた、超巨大な樹のうろを利用してつくられたものであった。

			「やっぱり光の民の街って、どこも樹上にあるのか……」

			　外に出たとたん、強い風が吹き抜けて、ぼくはよろめいた。

			　耳鳴りがする。いや、これは……風に乗って、鈴の音のような歌が聞こえてきているのだ。

			「誰かが……歌っている？」

			「はい。結界を維持しているのです」

			　ぼくたちの一番後ろから、ルシアがいった。

			「これは世界樹を周囲の空間から切り離し、この転移門以外から出入りできないようにする、特殊な結界魔法なのです」

			「歌が？」

			「はい」

			　え、でも。この音は、どちらかというとフルートの音色のようで、でも歌のように耳に響いて……。

			「いったい、誰がこんな……ヒトのものとも思えないような音を……」

			「世界樹です。世界樹が、歌っているのです」

			　ぼくはルシアをまじまじと見た。彼女はさきほどまでと同様、平然としていた。

			　えー、マジ、なのか。

			「魔法がある世界。木が歌ってもおかしくない」

			　ミアがいった。

			　うわー、おまえ順応性高いなあ。

			「でも、ルシアさん。その世界樹って、どこにあるんですか」

			「あそこです」

			　ルシアが指差す、正面。

			　そこには、ただ緑色の壁面だけがあった。

			　いや、違う。

			　ぼくはすぐ、思い違いに気づく。それが１本の木なのだと、認識を修正する。

			　上下左右、見渡す限り果てしなく続くその壁面は、あまりに近すぎるがゆえの錯(さつ)覚(かく)。

			　それがとてつもない大樹であるがゆえに、天を仰(あお)げば雲すら突き抜ける絶壁のようにしか見えない。常識を突き抜けた雄大さゆえに、地平線の彼方(かなた)までもその絶壁が続いているようにしか見えない。

			　本来、円柱の形状をしているのだろう。ずっと遠くから見れば、どでかい、どでかい、巨大な木が見えるのだろう。

			「これが……世界樹、か」

			　ぼくは、感嘆の声を出す。

			　思わず、喘いでしまう。

			　圧倒されていた。背筋が震える。深い深い、畏(い)怖(ふ)を覚える。

			　こんなものを見て、いったいなんと口にすればいいのだろう。

			　こんな存在を前にして、どんな気持ちになればいいのだろう。

			　そして、ぼくは、こんなものが存在する世界に対して、どんな態度で臨めば……。

			「うわー、でっかーい」

			　たまきが、彼女らしい、とてもシンプルな感想を口にした。

			　いやはやまったく、彼女には敵わない。思わず、肩のちからが抜けた。

			　そうだ、ただでかい、と口をあんぐり開ければいい。あるものを、あるように捉(とら)えて、そこで終わりにすればいいのだ。

			「ルシアさん、行こう。戦場に」

			「わかりました。こちらです」

			　ルシアの案内で、樹上に渡された橋を歩きだす。

			　世界樹の観光なんてあとでいい。世界樹の意味について考察するのは、暇になってからでいい。いまぼくたちがするべきことは、ただ戦うことである。モンスターの脅(きよう)威(い)を打ち破り、共闘関係となった光の民を助けるのだ。

			　ぼくたちは別の大樹のうろに入る。

			　そこの転移門から、ワープする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　２度目にテレポートアウトした先は、ひどく混雑していた。

			　屈強な光の民の戦士たちが、樹のうろから出てきたぼくたちを一斉に睨(にら)む。

			　１００人以上の視線を浴びて、ぼくは思わず、たじろいだ。

			　ぼくが気おされたことに気づいたのだろう。犬耳を生やしたけむくじゃらの大男が、これみよがしに馬鹿にした表情で、上体を揺らしながら器用に吊り橋を渡って近寄ってくる。

			「なんだ、こんなやつらが、リーンさまのおっしゃっていた援軍ってわけか」

			　犬耳の獣人は、ぼくを見下ろして、鼻で笑う。睨(にら)みすえてくる。

			「お前みたいなガキに、なにができる」

			　なぜか、そんな彼の馬鹿にした態度が、シバのやつに重なった。

			　ぼくの脳裏を、あの忌(い)まわしい日々の光景がよぎる。

			　フラッシュバック。

			　まずい、とぼくは震えながら、とっさに顔をそむける。ここでパニックを起こすのだけはダメだ。しかしその態度は、余計に相手の嗜(し)虐(ぎやく)心(しん)を刺激してしまったようである。

			「こいつ、おれなんかにビビってやがるぜ」

			　ぼくに、１歩、近づく気配。

			　やばい、震えが止まらない。そんなぼくに、犬耳の男が手を伸ばしてきて……。

			　ぼくの手が、ぎゅっと握られる。

			　右手をアリスが、左手をミアが。

			　ぼくの震えが止まる。

			「そこまでに、してよ」

			　顔をあげれば、いつの間に動いたのか。たまきが白い剣を抜き、犬耳の男の首筋にその刃先を突きつけていた。

			　まさに電光石火。たまきの行動に、場の空気が変化する。

			　よそ者に侮(あなど)られた、と感じた血気盛んな男たちが、ほかの吊り橋からも接近してくる。

			　太い木のうろから出たところの広場で、ぼくたちは逃げ場がない。一方、光の民は、３方向の吊り橋から距離を詰めてくる。

			　いやまあ、全員でかかってきても、たぶんぼくたちなら、問題なくいなせるけど……。

			　それとこれとは、話が別なのだ。

			「カズっち、もうビビってない？」

			「実はまだ、かなりビビってる」

			　ぼくはひきつった笑顔を浮かべた。

			「じゃあ、逃げよっか」

			「でも」

			「ん。わたしたちがいらないなら、わたしたちは、勝手に動こう」

			「あ……ああ」

			　たしかにミアのいう通りだ。彼らを説得するために時間を費やすより、実際に戦ってみせた方がよほど手っ取り早い。

			　いやまあ、だいたい全部、怯(おび)えちゃったぼくが悪いんだけど。

			　そりゃ、侮(あなど)られるよなあ。リーダー失格だなあ。

			「カズっちのことを知らないやつには、好きなだけいわせておけばいい。ルシアちん、敵が侵攻してきた方角って、わかる」

			「はい。おそらく、この先の村が襲われたはずですが……このまま行くのですか」

			　一連のなりゆきを見守っていたルシアが、戸惑いがちに訊ねてくる。

			　ぼくは、意を決してうなずいてみせる。彼女を失望させたかもしれないけれど、それでもやはり、ぼくはこのパーティのリーダーなのだ。

			「形はどうであれ、まずは敵を削る。ぼくたちなら、単独で、被害もなしで、それができる」

			　ルシアはもう少しなにかいってくると思ったが、「そうですね」とうなずいただけだった。

			　ぼくがディフレクション・スペルをミアにかける。ミアがフライを全員に拡散させる。

			　ぼくたちは空に舞い上がり、唖(あ)然(ぜん)とする光の民をおいてきぼりにして、一路、敵のいる方角へ飛ぶ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　30分ほどのち。

			　ぼくたちは、地上の茂みに潜(ひそ)み、炎に包まれた樹上の村を下から観察していた。たぶん、あそこも光の民の住み処であったのだろう。

			　護(ご)衛(えい)の兵士はいたのだろうか。

			　いたとしても、あの町における戦いのように、あまり役には立たなかったのか。

			　なおルシアによれば、光の民の一般兵士は剣術ランク２程度であるらしい。さっきぼくたちに因(いん)縁(ねん)をつけてきたやつも、そのくらいだという。

			　もっとも彼らは、弓も上手で、剣も槍(やり)も槌も使える。盾にも熟達している。

			　そりゃまあ、そうだよな。スキル・システムなんてない人々にとってみれば、いろいろ少しずつできた方が、兵士として優秀になる。ぼくたちと違って、スキル・ポイントなんてないんだから。

			　さてぼくたちは、樹上の村を観察している。いや、樹上の村だった、が正しいのだろうか。

			　村は壊滅していた。守備隊は全滅、村人たちも殺されたか、逃げたか。橋のおおくは焼け落とされ、樹のうろのいくつかも激しく炎が噴き出している。

			　そして、残った橋の上を、木々の周囲を徘(はい)徊(かい)する者たちがいる。

			　その上半身は、青白い肌のヒトのようであった。

			　だが下半身は、６つ脚の蜘(く)蛛(も)である。

			　あれも……モンスター、なのか。

			「アラクネ」

			　ルシアがなにかいう前に、ミアが呟(つぶや)く。あ、てめー、汎(はん)用(よう)言語システムを操ろうとしやがったな。

			　いやまあ、メキシュ・グラウみたいに馴染みがない固有名詞より、ぼくたちにとってわかりやすい名前の方がいいけどさ。

			　はたして、直後にルシアは。

			「はい。あれはアラクネというモンスターです」

			　そういった。

			　ミアが、にやりとする。

			　おまえなあ。

		

	
		
			第97話　世界樹の森の戦い１

			　

			「アラクネは口から蜘(く)蛛(も)の糸を吐き出し、拘(こう)束(そく)してくるといいます。また高い運動能力を有し、木から木へと飛び移るそうです」

			　上半身が人間、下半身は蜘(く)蛛(も)のモンスターを遠くから観察して、ルシアが説明する。口ぶりからすると、あくまで知識だけで、実際に見たのは初めてなのだろう。

			　説明を聞く限り、森に特化したモンスターみたいだ。

			「蜘(く)蛛(も)の糸は、火に弱いそうです。また弓矢や槍(やり)を使っても、光の民の兵士より腕が立つそうです」

			　ってことは、武器のランクが３くらいか？

			「そういえば、ここまで飛んでくる途中で、逃げるひとは見かけなかったよね」

			「わたくしたちが使用した転移門は、軍事用の転移門として機密指定になっております。光の民の一般人が使用できる転移門は別の場所にあります。そちらに逃げたのでしょう」

			「ってことは、モンスターたちもそれを追いかけている？」

			「おそらくは。ここにいるのは、追撃に加わらなかった部隊だと思われます」

			　残りモノか。

			　それでも、この村全体で30体以上のアラクネがいるようだ。

			　ランク３の敵だけが相手なら、30体でもなんとかなるだろうけど……。

			「とりあえず、突っ込んでいい？」

			　待機に焦(じ)れたのか、たまきがいう。

			　たしかに、いつまでも隠れているわけにはいかない。ここは思い切って攻撃を仕掛けるか？

			　ぼくは、いまのうちに皆に付(ふ)与(よ)魔法をかけておく。まずは定番のキーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アーム、クリア・マインド。ミアとルシアにはスマート・オペレイション。それと、ディフレクション・スペルからのレジスト・エレメンツ：火。

			　さらに、ミアにディフレクション・スペルを使う。ミアは直後にフライを行使し、全員に飛行能力を与える。

			　身体がふわりと浮きあがり、ルシアが「わわっ」と慌てた。銀髪の少女は、反射的にぼくの腕にしがみつく。思ったよりふくよかな双丘が、ぼくの腕で押しつぶされる。

			　アリスが「むー」とぼくを睨(にら)む。待ってください、いまのはセーフ、緊急避(ひ)難(なん)です。

			　っていうかきみ、ハーレムＯＫとかいいながら、割と嫉(しつ)妬(と)深いよね。

			　もちろんアリスの嫉(しつ)妬(と)はぼくにとってご褒(ほう)美(び)なんですが。
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			「カズさん、にやにやしてます」

			　アリスが口を尖(とが)らせた。

			　はい、すんません。調子に乗りました。

			「たまき、蜘(く)蛛(も)の糸に気をつけて、敵の注意を惹(ひ)きつけろ。アリスとミアはその後ろで支援。ルシアはぼくと一緒にここで待機」

			　ところで、と一応、ルシアに訊ねる。

			「光の民の倫理観的に、この村をまるごと破壊して敵を倒すと……ぼく、恨まれるかな」

			「どうしても必要だった、ということであれば、カズさんの弁護をいたします。ですが、森を不必要に破壊する行為は、彼らにとって好ましいことではありません」

			　そりゃそーか。

			　っていうか、村を破壊することより、森を破壊されることを嫌がるわけか。

			「それに、生き残っている住民が、まだいるかもしれません」

			「敵に占(せん)拠(きよ)されているのに？」

			　そういったあと、中等部の校舎でオークたちに捕らえられて、慰(なぐさ)み者にされていた少女たちの姿を思い出す。このアラクネってやつらも、そうってことか？

			「みなさんがグロブスターと呼ぶモンスターに、生(いけ)贄(にえ)として捧げられているかもしれないということです」

			　あ、なるほど。あいつかー。

			　グロブスターの役割について、もっと聞いておくべきだったかな。いまは時間がないけど。

			「わかった。とりあえず、穏便に敵を全滅させられるよう努力する。たまき……ヘイスト」

			「うん、任せて！　いってきます！」

			　たまきはヘイストによって全身を赤く輝かせ、草むらから飛び出す。地面を蹴り、宙を舞って旋回しながら、樹上、３体固まったアラクネのもとへ向かう。

			　アラクネたちはすぐたまきに気づくが……。

			「ライトニング・アロー」

			　ミアが７本もの雷の矢を放つ。３体に目標をばらけさせているため、１体あたり２本から３本。

			　だが、命中した雷の矢によって、アラクネたちは鋭い痛みを覚えたようである。

			　蜘(く)蛛(も)型モンスターが悲鳴をあげる。たまきへの注意が、一瞬、それる。

			　その一瞬で、たまきは敵に肉薄していた。アラクネたちは慌てて槍(やり)を構えようとするが……。

			「遅いわっ」

			　たまきが白い剣を振るう。

			　まだアラクネとは３歩ほど距離があった。気が早い、と思ったのだ、が。

			　次の瞬間、まるで彼女の剣が伸びたかのように見えた。

			　少し離れた位置からの白い光輝を残した斬(ざん)撃(げき)によって、アラクネの胴が真っ二つに斬り裂かれる。

			　えー、いまのって……。

			「ん。レベルアップ」

			　ミアが呟(つぶや)く。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「見た見た、カズさん！　わたしの必殺技！」

			「あ、ああ、見た……けど」

			　白い部屋に行くなり、たまきが嬉(き)々(き)として飛びついてきた。

			　とりあえず頭を撫(な)でてやる。けど、これって……。

			「メキシュ・グラウ相手じゃ効かないので、さっきは使わなかったんですけど」

			　アリスが苦笑いする。

			「たまきちゃん、ランク８になったとき、斬り裂くちからを遠くに飛ばせるようになったって……」

			「おおう、ファンタジー」

			　ミアがあんぐりと口をあける。

			　いやまあ、ファンタジーではあるんだけどさ。ぼくだって、呆(あつ)気(け)にとられてるよ。

			「どうやったんだ」

			「少し離れた相手に当たる気がしたの。だから、ずばしゃー、ってやったら、ずばーってなって、どしゃーん、だわ！」

			「日本語で話せ」

			　いやまあ、だいたいニュアンスはわかるけどさ。

			「ん。武道でいう、遠当てみたいな技っぽい。はるかに威力があるけど」

			　ミアがいう。

			　波動拳とかソニックブームみたいなもんか。これはもう、理屈どうこうじゃなくて、そういうもの、なんだろうなあ。

			　ランク８、マジぱねえっす……。

			「でもね、遠くの相手にはきかないし、威力もあまり出ないの。だからメキシュ・グラウには使わなかったんだ」

			「だいたい、どのくらい先まで飛ばせるんだ」

			「いまみたいに叩き斬るなら、２、３歩先が限界かなあ。相手を吹き飛ばすだけなら、10歩先でもできるわ」

			　おお、やりかた次第では、結構便利そうだ。たまきにそんな臨機応変さを望めるかというと、どうにも微妙な気はするけど……。

			　これ、ランク８になったら誰でも使えるのかな。

			　あるいは、ランク８プラス白い剣のちからなのか。

			　実験してみよう。ぼくは適当な剣を召(しよう)喚(かん)し、たまきに渡す。

			「これでぼくに、その遠当てを使ってみてくれ」

			　そういって、10歩離れたところに立つ。

			　たまきは「任せて！」といって剣を振るい……。

			　風圧は、すごかった。さすがにランク８だと思う。

			　でも、それだけだった。

			「あ、あれー？」

			「たまき、次は白い剣でやってみてくれ」

			「そうね、わかったわ！」

			　たまきは白い剣に持ち替え、斬(ざん)撃(げき)を放つ。10歩の距離を置いて、その光輝がグンと伸長する。

			　気づいたとき、ぼくの身体は、吹き飛ばされていた。

			　白い部屋の壁に激しく叩きつけられる。激しく背中を打ちつけられ、ぼくは潰れたカエルのような声をあげた。

			「カズさん、だいじょうぶですか！」

			「わ、わあっ、カズさん！」

			　アリスとたまきが駆け寄ってくる。

			　たまきは涙目だ。いや、ぼくがやれっていったんだからさ、気にするなよ。

			　お腹を見れば、ぼくの着る服のお腹に、１本、黒く煤(すす)けたスジが入っていた。これが……遠当ての威力か。

			　っていうか、白い剣の追加能力、みたいなものなのか？

			　こんなちから、ジェネラルは使ってこなかったと思うけど……。

			　いや。ふと思い出す。

			「指弾って、この白い剣のちからで増幅してたのか！」

			　忘れもしない、ミアの腕をちぎり取ったあの一撃の威力。ただ石を飛ばしただけにもかかわらず途方もなかったあの破壊力は、ひょっとして、この白い剣のちからだったのかもしれない。

			　あいつから白い剣を奪ったときには、すでに指弾を封じたあとだったせいで、気づかなかった。

			　いやまあ、いまとなっては真相はわからないし、どうでもいいことなのかもしれないけど。

			「うーん、カズさん、わたしも石をバシーって飛ばしてみる？」

			「やめとけ、やめとけ。たまきはそんな複雑なことしなくていい。目の前の敵を剣で斬り伏せていればいいんだ」

			「わかったわ！　あれ、なんでアリスもミアちゃんも、そんな生温かい目なの？」

			　きょとんとするたまきの頭を、ぼくはよしよしと撫(な)でた。

			　いいんだ、きみはそれでいいんだ。昔から、アホの子ほどかわいいっていうだろう。

			　さて。それはそれとして、とぼくはルシアに向き直る。

			「なにか、いいたいことがあれば、いまのうちに聞くよ」

			　ぼくたちのやりとりを黙って見ていたルシアは、ハッとした様子でぼくを見る。

			　しばし、互いに沈黙。うう、気まずい……。

			　まあ、ぼくから切り出すか。

			「たとえば、さっき、ぼくが兵士ひとりにビビってたこととか、不思議に思っていたみたいだから」

			「はい。カズさん、あなたはまるで、気弱な一般人のように思えました。なのに、いざ戦いとなると、誰よりも冷静に戦場を見て、的確な判断を下せるようです」

			「ほんの２日前の昼までは、気弱な一般人だったからね。わかるだろう。ぼくたちがこの３日間を生き延びることができたのは、スキルシステムのおかげだ」

			　でも、心はスキルのようには成長しない。クリア・マインドがかかっていたらまた違うのかもしれないけど、あいにくあのときは、付(ふ)与(よ)魔法が切れていた。

			　生身のぼくは、所(しよ)詮(せん)、その程度なのだ。

			「あなたは、ひどくアンバランスなのですね」

			「ああ。きみにも、このことは理解しておいて欲しい。……ひょっとしたら、きみが指揮を執った方が上手くいくかもしれない」

			　ルシアは首を振った。

			「たとえ、たった３日の経験しかないとしても、あなたがたはその３日間で、常人の数年分の経験を積んでいたのでしょう。手慣れた戦い方を見れば、わかります。対してわたしは、手に入れた魔法を使うタイミングすら逸してしまいました」

			　なるほど、それはあるかな。

			　もう、何体オークを倒したかわからない。ホブゴブリンだって、まとめてたくさん殺した。

			　そして、メキシュ・グラウ。神兵級と呼ばれるあれにすら、臆(おく)せず戦うことができた。

			　ことモンスターを相手にしての戦いでは、彼女に対して一日の長があるだろう。

			「心配なさらずとも、カズさん。わたくしはあなたの立場を奪う気などありません。あなたが戦い以外に素人(しろうと)だとしても、陰から補助いたしましょう。ただ、ひとつだけ申し上げるなら……。指揮官は、堂々としていてください。あなたが堂々としているだけで、この部隊の活躍を見た光の民の兵士たちは、勇気づけられるのです」

			　なるほど、そうかもしれない。あの兵士が怒ったのも、心強い援軍として期待していた相手が、ぼくみたいな弱々しい男だったからなのかもしれない。

			　ぼくは肩をすくめてみせる。

			　まあ、いい。いまは、目の前の状況について対処しよう。

			　それと、そう、聞かなきゃいけないことが、もうひとつある。

			「グロブスターについて、詳しく教えてくれないか。ああ、さっきちょっと名前が出たから、思い出したんだ。あれはいったい……なんなんだ」

			「グロブスター、ですか……」

			　ルシアは目を伏せた。しばし、沈黙する。

			　なにごとか決心を促(うなが)すように、２度、３度と首を振り、顔をあげて、ぼくを見る。

			「あれは、モンスターたちの侵略の動機そのもの、すべてを終わらせるための兵器です」

			　亡国の王女は、胸もとに置いた手をぎゅっと握った。

		

	
		
			第98話　世界樹の森の戦い２

			　

			　ルシアは語る。グロブスターとは、モンスターたちがその地に穿(うが)つ楔(くさび)であると。

			　どういう原理かはわからないが、生(いけ)贄(にえ)の女性をエネルギーに変換して、転移門の役割を果たすという。

			　またトークンと組み合わせることで、一部のモンスターを生み出すこともあるという。

			　後者については、アリスたちが洞(どう)窟(くつ)で見た、蜂のことだろう。グロブスターによって蜂の卵を産みつけられた少女たち。ぞっとする話だった。

			「生(いけ)贄(にえ)にできるのは、女性だけなのか」

			「報告書を見る限り、そのように考えられているようです。わたくしは現物を見たことがありません」

			　なるほど、そりゃ王女さまにあんなエログロなものは見せないよなあ。

			　ぼくたちの山でも、オークは女の子だけを選んで洞(どう)窟(くつ)に連れていった。グロブスターの生(いけ)贄(にえ)にできるのは、本当に女性だけなんだろう。

			　こんな世界だ、マナがどうとか適当な理由があるに違いない。そのあたりについては思考停止した方がよさそうだ。

			　事実として、グロブスターという存在がモンスター侵略軍の基(き)軸(じく)になっているのだから。

			「グロブスターを放置すると、その地はモンスターの拠点となってしまいます。転移門のエネルギーさえあれば、次々と新たなモンスターを呼び出せるのです。メキシュ・グラウのような戦略級のモンスターが複数呼ばれてしまえば、その地の奪(だつ)還(かん)はほぼ絶望的であるといえます」

			　あー、なるほど、そりゃそうだよな。

			　さっきのヘシュ・レシュ・ナシュでの戦いの場合、ホブゴブリンの隊長が、グロブスターを苦し紛れに呼び出した。そのグロブスターが、１体だけ、メキシュ・グラウを召(しよう)喚(かん)した。

			　町が占(せん)拠(きよ)され、女性たちが生(いけ)贄(にえ)となった場合、メキシュ・グラウが複数体、呼び出されていたかもしれないってことか。

			「だったらいま、この地にグロブスターがいたら……。それって、だいぶマズいんじゃないか」

			「はい。グロブスターが出現する条件はよくわかっていませんが、もしこの第23番街区に神兵級モンスターが複数出現したならば、この地の放(ほう)棄(き)は決定的となるでしょう」

			「奪(だつ)還(かん)を狙ったりはしないわけ？」

			「この地を転移門ネットワークから切り離してしまえば、モンスターが世界樹の中心部に現れる心配もありません。今日、いたずらに戦力を擦り減らすわけにはいかないのです。決戦は、明日なのですから」

			　そういやそうだった。明日、世界が滅亡するようななにかが起こるんだっけ。

			　リーンさんたち指導者にとっては、１０００人の一般人の死よりも１００人の兵士の方が重要なのだ。なにせ明日、失敗すれば、この大陸の人々はすべてを失うのだから。

			「加えて、グロブスターは、世界を転換させます。いくつもの国が、モンスターによる長い占(せん)拠(きよ)ののち、ひとが住めぬ不気味な魔界に変(へん)貌(ぼう)しました」

			「魔界って……」

			「腐(ふ)臭(しゆう)漂う草原、奈落の底のような不気味な生物であふれる森、そして濁った毒の湖、そういったもので構成された……おそろしい世界だと聞きます」

			　あー、つまり普通の大地を腐(ふ)海(かい)にしちゃうような、そんな感じか。

			　どれくらい放置していたら、そうなるのかな。ぼくたちの山の場合、３日目の午前中にあれを始末したわけだけど……。

			「ま、そういうことなら、さっさとグロブスターを見つけて、潰そうか」

			「そうね、わたしに任せて！　あんなグロ物体、ずばーんってぶったぎってやるわ！」

			　たまきは相変わらず、鼻息が荒い。

			　うん、えーと、まあ、期待してます。

			　ミアのスキルポイントは貯めるしかない。ぼくたちはもとの場所に戻る。

			　

			　ミア：レベル20　地魔法４／風魔法７　スキルポイント２

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋から帰還して、すぐ。

			　たまきは剣を薙(な)ぎ払い、残る２体の蜘(く)蛛(も)人間を始末する。

			　そのタイミングで、最初に倒したアラクネが宝石に変わる。

			　青い宝石が１個だった。

			　うわー、こいつ１体で、エリートと同じくらいのちからがあるってことか。こりゃたしかに、普通の兵士じゃどうしようもない。

			　樹上の町が騒がしくなる。あちこちの樹のうろから、アラクネが顔を出す。

			　作戦通り、たまきはあまり遠くまでいかず、橋を渡って迂(う)闊(かつ)に近づいてきたアラクネ２体の方へ突進する。

			　アラクネたちが、立ち止まった。一斉に、口から白い糸の束を吐き出す。

			「わっ、わーっ」

			　勢いのついていたたまきは、蜘(く)蛛(も)の糸が展開されるなかに突っ込み、見事、からめとられてしまう。

			　人間サイズの白い繭(まゆ)ができあがった。

			　あーもー、充分に警告したのに！

			　だが幸い、ぼくたちとたまきの距離は30メートルといったところだ。これは、充分に攻撃魔法の届く範囲内である。

			「ルシア、ファイア・アローだ。目標、たまき」

			「え……？　は、はいっ」

			　一瞬、戸惑ったルシアだが、ぼくの命令に従い、ファイア・アローを放つ。５本の矢は、白い糸にからめとられたたまきに全弾命中。

			　繭(まゆ)が燃え上がる。

			　たまき自身には、レジストがかかっている。さしたるダメージではないはずだ。

			　はたして、たまきは「あっつーいっ」と叫びつつ、繭(まゆ)から飛び出してきた。白い剣を、ぶんと振りまわす。火のついた蜘(く)蛛(も)の糸が四方に飛び散る。

			　その一部はアラクネたちのもとにも届く。蜘(く)蛛(も)人間は、慌てて身についた火を消そうとバタバタする。

			　ルシアによると、このあたりには昨日、大雨が降ったらしい。木々は根から水を大量に吸い上げ、樹皮も湿っている。おかげで、木の枝には引火しなかった。

			「いまのうちだ、アリス、ミア」

			「はいっ」

			「ん」

			　アリスが突進する。ミアの放ったライトニング・アローが、アラクネたちを串刺しにする。

			　たまきは空中でぐるぐる回転して、目をまわした様子で、ふらふらしている。

			「ふあぁ、カズさぁん、助けてーっ」

			　おい、こら……。

			　いやまあ、囮(おとり)としての役目は果たしているんだけどさ。

			　アリスの刺(し)突(とつ)が、アラクネの１体の心臓を貫(つらぬ)く。ここでぼくがレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋に来たとたん。

			　アリスが「だいじょうぶ、たまきちゃん」と火だるまになった親友を気遣う。

			「だいじょーぶ、だいじょーぶ！　レジストのおかげであんまり熱くなかったわ！」

			「ごめんよ、たまき。でも、あのときはあれが一番だと思った」

			「わかっているわ、カズさん。……でも」

			　といって、たまきは上目遣いにぼくを見上げ、にへらと笑う。

			「あとでたっぷり、慰(なぐさ)めて欲しいわ」

			「あー、うん、そりゃもちろん、たまきの気が済むまで」

			　とりあえず頭を撫(な)でてやると、たまきは気持ちよさそうに目を細める。ま、いまはこれでいいだろう。

			「それじゃ、ぼくはこれで、召(しよう)喚(かん)魔法を上げようと思う」

			「付(ふ)与(よ)魔法じゃなくて、いいんですか」

			　アリスがきょとんとする。

			　５人パーティになったから、付(ふ)与(よ)魔法を上げると戦力の向上も著(いちじる)しいわけなんだけど……。

			　前衛が増えたならともかく、後衛が３人になったわけだからなあ。

			「敵の数も多い。使い勝手のいい盾がいれば、アリスは中衛として戦える。かわりに使い魔がたまきのフォローをすればいい。たまきがひとりで孤立するのは……な？」

			「あ……そうですね」

			「え、なに？　なんでカズさんとアリス、見つめ合って以心伝心っぽい感じになっちゃってるの？」

			　なんでもなにも、いまの一連の戦いでよくわかっただろうに……。

			　きみって子は、ほんと、ひとりにさせると危なっかしいのだ。いや、そこがいいってのもあるんだけどさ。

			　少なくとも、未知の敵に対して物おじせず突っ込めるというのは、ある種の才能だと思う。これがミアなら、慎重にいきすぎていたことだろう。

			「ん。適材適所」

			「そういうもの……なのでしょうか」

			　ルシアが小首をかしげていた。うん、いやまあ、わからなくてもいいです、こんな妙な信頼感。

			　かくしてぼくは、召(しよう)喚(かん)魔法をランク８に上げる。

			　

			　和(かず)久(ひさ)：レベル26　付(ふ)与(よ)魔法５／召(しよう)喚(かん)魔法７→８　スキルポイント９→１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻ってすぐ。

			　残る１体は、ミアが放った２発目のライトニング・アローによって矢ぶすまにされ、絶命する。

			　青い宝石へと変化した。

			　よし、順調だ。とはいえ敵はすでにこちらに気づき、あちこちから集まってきている。

			　こうなると、さすがに前衛の手が足りないだろうから……。

			「サモン・グレーターエレメンタル：ファイア」

			　ぼくの呼びかけに応じ、身の丈２メートル半を超える炎に包まれた巨人が出現する。巨人の手には、炎に包まれた長い曲刀が握られていた。

			　ランク８の召(しよう)喚(かん)魔法は、ランク５のエレメンタル召(しよう)喚(かん)の上位版なのだ。今回出てきたファイア・エレメンタルも、ランク５バージョンよりひとまわりおおきい。

			　その戦闘力も、桁(けた)違(ちが)いだ。使い魔の戦闘力はおおむねランクマイナス２であるから、このファイア・エレメンタルは、アリスと同じくらい強いはずである。

			「ミア、こいつに……」

			「ん。フライ」

			　こちらのもとまで降りてきたミアの飛翔魔法によって、ファイア・エレメンタルの身体がふわりと宙に浮く。ぼくもファイア・エレメンタルにキーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アームをかける。

			「アリス、下がれ！　ファイア・エレメンタルはアリスのかわりにたまきのサポート！　いけ！」

			「心得た、ご主人」

			　ファイア・エレメンタルは野太い声でそういって、舞い上がる。ぼくとルシアとミアは、アリスに護(ご)衛(えい)されながら慎重に上昇する。

			　その間も、たまきとファイア・エレメンタルは敵の陣の薄いところへ突撃、破壊を撒き散らす。さらに１体、アラクネを倒したところで、ルシアが「レベルアップしました」と告げる。

			　次の瞬間、ぼくたちは白い部屋に赴(おもむ)いていた。

		

	
		
			第99話　世界樹の森の戦い３

			　

			「アラクネの経験値はオーク５体分で確定、かな」

			　経験値を検算し、ぼくたちはうなずきあう。

			　やー、つまりエリート・オークと同じってことですかい。エリートよりは弱い……のかなあ。

			　いや、ぼくたちが強くなりすぎてて、もはやエリートがどれくらいだったか思い出せないんだけど。昨日のいまごろだと、まだそこそこ怖い敵だったんだけどなあ。

			　

			　ルシア：レベル11　火魔法５→６　スキルポイント７→１

			　

			　ルシアの白い手が、ぎこちなくエンターキーを叩く。

			　ぼくたちは白い部屋を出る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　たまきの背中をファイア・エレメンタルが守り、たったのひとりと１体が、アラクネたちの集団で暴れまわる。

			　戦場の地形も、たまきたちの味方をしていた。狭い橋の上では、前後１体ずつしか襲って来られない。

			　アラクネの下半身は蜘(く)蛛(も)だから、人間よりだいぶ横幅が広い。そのせいで、20体以上いる敵の間で渋滞が起こっていた。

			　よし、この調子なら……。

			「楽勝ね！」

			　たまきが叫ぶ。おい、それはフラグだ。

			　はたしてフラグを立てたのが悪かったのか、ちょうどそのタイミングだったのか。アラクネたちは、一度、潮が引くように後退する。

			「え、あれ？」

			　たまきが戸惑った、次の瞬間。

			　周囲の橋に散ったアラクネたちが、一斉に糸を吐き出す。

			　粘性の幅広い糸ではない。太く長い糸が、たまきの頭上を抜けて対面の樹に張りつく。

			　直後、アラクネたちが跳躍する。ワイヤーアクションのごとく、糸をロープとしてターザンジャンプする。10メートルから、個体によっては20メートルもの距離を飛び、四方八方からたまきに襲いかかる。

			　これは……まずい。

			「ミア、反重力！　ルシアは攻撃！」

			「ん。リヴァース・グラビティ」

			「ファイア・ストーム」

			　ミアの風魔法ランク７によって、たまきの周囲で重力が消える。たまきは、フライのちからでくるんと一回転、左手で橋の縁にしがみつく。

			　重力を考慮して斜め上に跳躍したアラクネたちは、目標となったたまきの頭上を通過する。

			　そこに、ルシアの火魔法ランク６、炎の嵐が襲った。

			　アラクネたちは、荒れ狂う炎に糸を焼かれ、さらに全身を業火にあぶられ、悶(もだ)え苦しむ。そのまま、たまきの頭の上を越えて対面の木々に激突する。

			　ちからなく、地面まで墜(つい)落(らく)していく。

			　落下したのは、全部で４、５……６体か。そいつらは地面に衝(しよう)突(とつ)し、息絶え、青い宝石に変化する。かろうじて３体が樹の幹に張りつく。

			「ライトニング・アロー」

			「フレイム・アロー」

			　ミアとルシアのつくり出した雷と火の矢が、それら瀕(ひん)死(し)のアラクネに次々と突き刺さる。トドメを刺されたアラクネたちは、順番に地面に落ち、仲間と同様の運命をたどる。

			　たまきが橋の上に戻った。

			「うっわー、びっくりしたーっ」

			「すまんな、たまき」

			「ううん、助かったわ。ナイス判断、カズさん！」

			　残るアラクネは10体と少し。こいつらは、さすがに恐れをなして後退する。

			　いまのうちに、とぼくたちもたまきのもとへ赴(おもむ)く。少し服を焼け焦げさせつつも、たまきはニカッと笑ってぼくを迎える。

			「やったわ！」

			「がんばったな。だけど、まだ……」

			「来ます」

			　アリスが鋭く叫ぶ。彼女の視線の先を見れば、目深に緑のローブをかぶった２体のアラクネが、木のうろから出てくるところだった。この２体が、一斉にたまきを指差す。

			「え？　あ、あれ……」

			　たまきの目が、うつろになる。少女は、白い剣を橋の上に取り落とした。

			「たまきちゃん！」

			　それだけではなく、身体をふらつかせ、樹上の橋から落ちかける。駆け寄ったアリスが、かろうじてたまきの身体を支える。

			　まあ、たまきはフライがかかっているから、落ちてもだいじょうぶのはずなんだけど。

			　いや……そうでもないかな。飛ぶちからすらなくなったように思えた。

			　いまのは……。ぼくは緑のローブのアラクネたちを睨(にら)む。

			「魔法か！　アリス、たまきにキュア・マインド！　ミア、ルシア、あのメイジに……」

			　ぼくが命令をいい終える前に、ミアとルシアは「ライトニング・アロー」「ファイア・ストーム」と攻撃魔法を連射する。

			　だがメイジ・アラクネは、ほぼ同時に両手を前に突き出す。彼らの前面に虹色の膜のようなものが出現する。

			　って、あれは。背筋に鳥肌が立つ。

			「まずい、敵のリフレクションだ！」

			　ぼくは咄(とつ)嗟(さ)に、一行の前に出る。

			　ライトニング・アローとファイア・ストームが、メイジ・アラクネの手前で反射され、ぼくたちに襲いかかってくる。

			　こうなったら、ぼくだって！

			「リフレクション」

			　ぼくが出現させた虹色のバリアによって、もともとはミアが放ったライトニング・アローが、ふたたび反射される。

			　さすがにファイア・ストームは防ぎようがなく、正面からまともに食らうが……。

			　こちらは、レジストのおかげで髪がチリチリと焼ける程度で済む。

			　２重反射された電撃の矢が、ふたたびメイジ・アラクネを襲う。今度はさすがに反射できなかったようだ。２体のメイジ・アラクネの全身に突き刺さる。

			　メイジ・アラクネたちは身をよじり、苦(く)悶(もん)の声をあげる。

			　あ、あぶねーっ。

			　それにしても、モンスターがリフレクションを使ってくるなんて……。

			　その前にたまきがぼうっとなったのは、あれもやっぱり、なんかの魔法だよな。火魔法ランク４のキャンドル・デイズ、という相手を幻(げん)惑(わく)させる魔法に、症状が似ていた気がする。

			　キャンドル・デイズは、見たものをぼうっとさせる炎を出す魔法だ。

			　今回、たまきのまわりに炎とかは見えなかったから、実際には違う魔法なんだろう。

			　たぶん、ぼくたちが覚えられるスキル・システムの範囲外に存在するなにか。

			　付(ふ)与(よ)魔法と、もうひとつ別系統の魔法を使うのか？　いや、独自の魔法系統、たとえていうならアラクネ魔法、みたいなものを持っているのか？

			　なんにせよ、厄(やつ)介(かい)だ。さっさと潰したい。

			「火エレ、突っ込め！　たまき、きみは……」

			「もうだいじょうぶ！　よくもやってくれたわね！」

			　たまきが剣を拾う。

			　ファイア・エレメンタルとたまきは、体勢を崩したメイジ・アラクネたちに突っ込む。そうはさせじと、ぼくたちに向かって横の橋から普通のアラクネたちが突進してくるが……。

			　ここは、追加で護(ご)衛(えい)を呼ぼう。

			「サモン・グレーターエレメンタル：ウィンド」

			　蒼(あお)く長い髪をなびかせた半透明の美女が、ぼくの要(よう)請(せい)に応えて姿を現す。

			　グレーター・ウィンド・エレメンタルだ。

			「風で橋を揺らしてくれ」

			「はい、マスター」

			　彼女はぼくの指示に従い、突風を巻き起こす。ぼくたちのもとへと繋がる橋が、強風におおきく揺れる。アラクネたちが、橋の上で立ち往生してしまう。どうせすぐ太い糸をロープにして脱出するだろうが、いまはその数秒が貴重だ。

			「アラクネのもとに突撃。倒さなくていい、混乱させてくれ」

			「了解です、マスター」

			　ウィンド・エレメンタルが宙を舞い、橋の上のアラクネたちに襲いかかる。接近してくるウィンド・エレメンタルに、アラクネたちが矢を放つ。

			　だが次の瞬間、ウィンド・エレメンタルの周囲で突風が巻き起こる。風の結界によって、すべての矢が軌道を曲げられた。風の美女には、１本たりとも矢が届かなかった。

			　蜘(く)蛛(も)の糸も同様だった。この風の結界を打ち破ることができず、ウィンド・エレメンタルの左右に白い糸が散る。

			　アラクネたちとしては不安定な橋の上から離脱したいだろうが、いま下手にジャンプしたら、どこに落下するかわからない。結果的に、膠(こう)着(ちやく)状態が生まれる。ウィンド・エレメンタルはむやみに接近せず、槍(やり)の届かない距離でアラクネたちを手こずらせることに専念していた。

			　よし、賢いぞ。いまのうちに……。

			　ぼくは、たまきたちに視線を戻す。ちょうどメイジ・アラクネのもとに辿り着いたたまきが、白い剣を振るって、このモンスターをローブの上から斬り裂くところだった。

			　メイジ・アラクネは悲鳴をあげ、距離を取ろうとするが……。

			「エレクトリック・スタン」

			　ミアの放った対象を麻(ま)痺(ひ)させる魔法が、メイジ・アラクネの動きを拘(こう)束(そく)する。

			　たまきは、裂(れつ)帛(ぱく)の気合のもと、剣を振りおろす。メイジ・アラクネは、それでも……しぶとく身を転がす。

			　蜘(く)蛛(も)人間の左腕が飛んだ。青い血が舞う。

			　たまきは追撃しようと、剣を折り返し……。

			「たまき、リフレクションに気をつけろ！」

			　ぼくはとっさに、叫ぶ。

			　ほぼ同時に、メイジ・アラクネが残る右手を前に突き出した。だが……。

			「わたしだって！」

			　たまきは、ほんのわずか、剣を振るうタイミングを変化させる。

			　踏み込みを半歩、ずらす。芸術的な牽(けん)制(せい)動作だった。たまきの誘いに乗り、メイジ・アラクネが、己の正面に虹色のバリアを出現させる。

			　ぼくのそれと同様、バリアが出現している時間は、ほんのわずか。そのわずかを逃してしまえば、メイジ・アラクネにはもはや、身を守る術など残されていない。

			　たまきの、今度こそ完(かん)璧(ぺき)なタイミングで放たれた横薙(な)ぎの一撃が、メイジ・アラクネの首を刎(は)ね飛ばす。息絶えたメイジ・アラクネは、青い宝石を３個、落とした。

			「レベルアップです」

			　ルシアが告げる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋へ赴(おもむ)く。

			　今回はスキルポイントも温存だ。とりあえず、たまきの活躍を褒(ほ)めちぎっておく。

			「もっと褒(ほ)めていいのよ、カズさん！」

			　頭を撫(な)でてやると、たまきは陽気に笑う。

			「でも、くれぐれも注意は……」

			「わかっているわ、気をつける！」

			　本当にわかっているのかなあ。……不安だ。

			　まあ、細かいことを気にしてばかりでも仕方がない。

			　すぐ白い部屋を出る。

			　

			　ルシア：レベル12　火魔法６　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　もとの場所に戻ったすぐあと。

			　ルシアは、もう１体のメイジ・アラクネを追いつめるべく、ファイア・エレメンタルをサポート。フレイム・アローで傷を与え、フレイム・バインドで炎の輪をつくり出して拘(こう)束(そく)する。

			　メイジ・アラクネも、こちらに向かって魔法を放つ。ぼくらの足もとから影の触手が伸びてくる。

			　ぼくは慌てて空に舞い上がるが、ルシアは触手に全身をからみとられ、悲鳴をあげる。

			　悶(もだ)える姿が艶(なま)めかしい……ってそうじゃなくて！

			「アリス、ディスペルだ！」

			「あ、はいっ。ディスペル」

			　アリスが、治(ち)療(りよう)魔法のランク３、ディスペルを放つ。これは場にかけられた魔法を除去するという、いわばカウンター魔法だ。影の触手は、アリスの放った浄化の光によって消滅する。拘(こう)束(そく)から解かれたルシアが、素早く距離をとる。

			　さて、と残る１体のメイジに視線を向ければ、もはや守る者もなく孤立したそいつは、ファイア・エレメンタルの攻撃を受け、青い血をまき散らしていた。

			「ん。こっちにも、エレクトリック・スタン」

			　ミアも適(てき)宜(ぎ)、サポートを入れている。なおかつ、１体目を倒したたまきが参戦する。

			　こうなると、増援が足止めされているメイジ・アラクネには、もはやまったく勝ち目がない。最後には、やはりこちらに対してもたまきがトドメを刺す。

			「なんだか、わたし、ほとんど仕事してませんけど……」

			　アリスが苦笑いする。

			「レベルアップです」

			「だね！」

			「ん」

			　また３人同時にレベルアップか。

		

	
		
			第100話　世界樹の森の戦い４

			　

			　たまき、アリス、ミアが同時にレベル21になった。

			　それも当然かもしれない。現在、たまきとアリスが経験値30点差、アリスとミアの間は20点差にすぎないのである。

			　対してアラクネ１体を倒して手に入る経験値は60点もある。メイジ・アラクネともなれば、きっと２００点近くになるだろう。

			「ところで、ルシア。これでアラクネのボスは倒したわけだけど、やつらは撤退すると思うか」

			　ルシアは首を振った。

			「魔法を使うアラクネは、リーダーではありません。アラクネたちのリーダーは、一般にチャンピオンと呼ばれる前衛タイプの個体です」

			　え、マジか。

			　あー、しかもいま、ルシアはチャンピオン、っていったな。これは命名法則に従って自動翻(ほん)訳(やく)が入ったってこと……なのかな。

			「ちなみに、アラクネのタイプって、メイジ、チャンピオンのほかには？」

			「ジャンパーと呼ばれる、跳躍能力に特化した個体がいるそうです。また、レジェンドと呼ばれるおそろしい個体がいる、という噂もあります。遭(そう)遇(ぐう)した兵士たちの妄想、と切って捨てる者もいますが……もしレジェンドが存在するとしたら、そのおそるべき戦闘力は、間違いなく神兵級に分類されることでしょう」

			　うわー、なんだそれ。神兵級って、つまりメキシュ・グラウみたいなやつってことか。

			　軍団と一緒にあんなのが出てきたら……。

			　冗談じゃないぞ。メキシュ・グラウのときは、あいつ１体だったから、かろうじて勝利を拾うことができた。

			　もし乱戦のなかであのクラスの敵を相手にするとしたら、ちょっと、どころじゃなく厳しいと思う。

			「でもさ、もしボスがいるなら、いま出てきてないとおかしいよね」

			　たまきが、もっともなことをいう。

			「ん。あの場所にいたアラクネは、主力が光の民の兵隊さんを追っていった、その残りだって話、だから」

			「そうですね、ミア。チャンピオンは本隊の指揮をとっている可能性が高いでしょう。もしレジェンドがいるとしても、そちら側の可能性は高いと考えられます」

			　つまり、といってルシアは微笑(ほほえ)む。

			「わたくしたちには、いくつか選択肢があります。そのうちのひとつは、こうして本隊から外れた敵部隊を適(てき)宜(ぎ)、強襲し、経験値と実績を重ねることです。リーンも、わたくしたちの発言力が増えることを喜ぶことでしょう。光の民の本隊は苦戦を強いられるでしょうが、些(さ)細(さい)なことです」

			「おお、黒い！」

			　ミアが両手をあげ、嬉しそうに叫ぶ。

			　なんできみ、そんなに嬉しそうなんですかねえ。

			　というか、このひとの笑み、どこかで見たことがあると思ったけど……。

			「ルシアって、志(し)木(き)さんに似てる気がするなあ」

			「リーンっちもたいがいだけど、ルシアっちもなかなか」

			「あ、やっぱりそう思いました？　じつは、わたしも」

			　アリスが遠慮がちに口をひらく。

			　彼女にしては珍しく、辛口である。いや、本人は辛口のつもりがないかもしれないけど。

			「その場合でも、この街を探索し、生き残りとグロブスターの捜(そう)索(さく)だけは行うべきです。グロブスターは絶対に潰すべき戦術目標ですし、生き残りを救うことは、わたくしたちの評判向上につながるでしょう」

			「うん、ルシアっち。きみは志(し)木(き)っち２号だ」

			　ミアがうんうんうなずき、ルシアの肩に手を乗せる。

			　ルシアはきょとんとして小首をかしげる。

			　首尾よく山へと転移門が開通したら、すぐにでも引き合わせるよ……。

			　さて、それにしても、とぼくはルシアの様子を窺(うかが)う。

			　彼女は、さきほどぼくが兵士に受けた仕打ちを考慮して、わざとこういうふうに煽(あお)っているのだろうか。

			　ぼくを馬鹿にしたやつらに対して、相応のお返しがあるべきだと。

			　そう、言葉で誘いつつ、ぼくを試しているのかもしれない。

			　ぼくがどこまで感情に引きずられるのか、プライドを傷つけられた状態で、どこまで冷静に判断できるのか。

			　実際のところ、あの程度でぼくの思考は曇らない……と思いたい。

			　うん、だって昨日の夜、ぼくはもっと怒っていた。シバにアリスを奪われ、その状況でなお、シバを殺さなかった場合のシミュレーションをして……。

			　結局、あいつが生きていることは百害あって一利なしだと判断した。

			　あの選択は、熟(じゆく)慮(りよ)の上で選んだことだ。

			　志(し)木(き)さんも賛同してくれた。

			　だから、たぶん。今回も、ぼくは判断を間違えない。

			「基本方針の確認。アラクネが逃げても、深追いはナシで。拠点占(せん)拠(きよ)だけで満足しよう」

			　今回、スキルポイントは貯めるだけだ。

			　もとの場所に戻る。

			　

			　アリス：レベル21　槍(そう)術(じゆつ)６／治(ち)療(りよう)魔法５　スキルポイント６

			　たまき：レベル21　剣術８／肉体１　スキルポイント５

			　ミア：レベル21　地魔法４／風魔法７　スキルポイント４

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋から帰還した直後。

			　アラクネたちは、算を乱して逃げ始める。

			　ありゃ、メイジがやられたと思ったら、すぐ退散か。まあ、もはや彼らに勝ち目もないし、守る上司もいなくなったってことだろう。

			　いちいち相手にするのも面倒だし、ちょうどいい。

			　使い魔たちには、深追いはするなと指示する。

			　その指示を出す前に、グレーター・ウィンド・エレメンタルがアラクネを１体、電撃弾を放って潰していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　敵がすべて逃げたあと。

			　ぼくは２体の使い魔に加えてカラス５体を召(しよう)喚(かん)し、ディフレクション・スペル＋ナイトサイトで暗視を与えたあと、樹のうろの偵(てい)察(さつ)に出す。もし敵が潜(ひそ)んでいたり、罠(わな)が仕掛けられていたりしたとしても、使い魔が潰される分にはなんの問題もない。

			　ほどなく、あちこちの大樹のうろを覗いていたカラスの１体が戻ってくる。

			　テレパシーによれば、なかにグロブスターがいるとのことだ。

			　ぼくたちの間に、一気に緊張が走る。

			「たまき、アリス。グロブスターがモンスターを召(しよう)喚(かん)していないかどうか、警戒しつつ接近。危ないと思ったら飛んで逃げて」

			　改めてフライをかけ、そう命じる。

			　ぼくとミア、ルシアはたまきとアリスの後ろからついていく。

			　恐れていた奇襲はなかった。教室ひとつ分くらいはありそうな、木のうろの空洞。その中央に、不気味に脈動する肉塊がある。

			　グロブスターだ。

			　薄暗いその空間から、排(はい)泄(せつ)物(ぶつ)の臭いと甘い臭いが混ざり合ったような、鼻をしかめたくなる不快な臭いが漂ってきている。

			　女性の呻(うめ)き声、喘ぎ声が聞こえる。

			　予想通り、グロブスターの肉塊には、複数の女性が埋め込まれていた。耳が顔の横と上、合わせて４つあることからして、光の民なのだろう。

			　グロブスターが脈動するたび、女性たちが苦痛とも快楽ともつかぬ声をあげる。

			　白い肌に張りつく汗が、差し込む陽光を浴びて、てらてらと艶(つや)やかに輝く。思わず喉を鳴らしてしまい、アリスとたまきに睨(にら)まれた。

			「ん。カズっちも男の子。仕方がない」

			「ミア、きみはそんなところで、ものわかりのいい女を演じなくていい」

			　それはさておき、彼女たちを助け出してやらなければならない。

			　この仕事は……一度やったことがあるアリスとたまきに任せるのが無難か。彼女たちに指示を出す。

			「ミア、ついてきて。ほかの木のうろも、一応、覗くだけ覗いておこう。使い魔が探っただけじゃ、怖がって隠れたままの住民もいるかもしれない」

			「えー、わたしも見てたい。後学のために」

			　なんの後学だよ。

			　ごねるミアを引きずって歩きだす。

			「ルシア、きみは作業の監督と、助けたひとたちのケアを」

			「わかりました。お気をつけて」

			　まあとにかく、なにか理由をつけてあの場を離れられればよかったのだ。

			　正直、女性があんなふうになっている姿は、あまり見たくない。

			　本能的に情欲を感じてしまうのは仕方がないにしても、あまりに痛ましいその姿を直視し続けるのは、申し訳ない気持ちになる。

			「カズっち、エッチな気持ちになってるなら……」

			　妙なことをいいかけたミアのおでこに、デコピンを見舞う。ミアは額を押さえて、むうと上目遣いに睨(にら)んでくる。

			「まだ戦場だ。余計なことは考えるなよ。それこそ死亡フラグだぞ」

			「うわ、カズっち死亡フラグとかなにいってるの。これだから現実と空想がごっちゃになるひとって」

			　ミアは、大げさに肩をすくめてみせる。

			　殴りたい、この笑顔。

			「真面目にやるぞ。勝ったと思った直後に奇襲されるのが、一番怖い」

			「ん。まわりの気配とかわかればいいのにね。いまばかりは、兄の手でも欲しい」

			　あー、ニンジャはこういうとき、頼りになりそうだなあ。

			　偵(てい)察(さつ)スキル持ちが欲しいところではある。

			　……偵(てい)察(さつ)スキル持ち、か。

			「一応、地面があるところならアース・エレが、空気の流れを読むならウィンド・エレが得意なんだけど」

			「こういう樹の上とかは、無理？」

			「インヴィジブル・スカウトを使う手はあるけど……」

			　召(しよう)喚(かん)魔法ランク８のサモン・インヴィジブル・スカウトは、透明な偵(てい)察(さつ)兵を呼び出す魔法だ。

			　この使い魔は、隠(おん)密(みつ)能力と索敵能力に優れるが、戦闘力は皆(かい)無(む)である。わざわざ偵(てい)察(さつ)のためにＭＰ64点を恒常的に消費するのは、現状だとかなり辛いものがある、とはいえ……。

			「不意を打たれたら、元も子もないよ」

			「おっしゃる通り、だな……」

			「火エレは削りたくない。使い魔のヒールは、もうアリスちんとルシアちんにお任せでいいし、あまり付(ふ)与(よ)魔法を使わないでも、先に敵さえ見つけられれば……先手必勝、ルシアちんの火力で殲(せん)滅(めつ)すればいいよ」

			　なるほど、さすがミア。戦術レベルでどういう対応をすればいいのか、瞬時に計算してくれる。

			　となると……たしかに使い魔を３体、展開するのもアリか……。

			　ぼくたちは具体的な戦術オプションを話し合いながら、無残に壊滅した街のなかを見てまわる。

			　光の民の死体があちこちに放置されていた。彼らが倒したものなのか、宝石があちこちに落ちている。それらもすべて、回収させてもらう。

			　ぼくたちが倒したアラクネの分も含めて、青い宝石は全部で21個にもなった。

			　これまでと合わせて、ぼくたちが保持するトークンは８１０個分。そろそろ、なにかいいものが買えるかもしれない。

			　でも、またなにか急に欲しいものが出てくるかもしれないし……。

			　うーん、難しいところだなあ。

			「ルシアちんの魔力解放まで貯めるのも、アリ」

			「でもあれ、トークン２０００個分だろ」

			　そう、ルシアの持つ特殊能力、魔力解放を取得するには、いまぼくたちが保持している全額の、さらに２倍以上ものトークンを必要とする。しかも、それでパワーアップするミアは、あまり攻撃魔法の行使が有用だと思っていない様子である。

			「いまのところは、いらない。でも、いつか必要になるような敵が出てくるかもしれない」

			　ミアはいう。

			　うーん、それってつまり、メキシュ・グラウを超える強さを持った敵、ってことかなあ。

			　その上で……ルシアの火魔法がきかない相手。

			　充分にありえる気がするのが、怖いところである。

			　ほんと、モンスター側の戦力の限界が読めない。この先、さらにインフレしていったら……。

			　ぼくたちのスキルランクは、９が限界なのだ。

			　こちらは頭打ち、しかし敵側はどんどん強くなるって……。

			　悪夢だなあ。

			「だいじょうぶ。なんとかなる」

			　はたしてミアは、ぼくの内心にどれだけ気づいているのか。

			　笑って、フライでちょっと宙に浮き、少し上から器用にぼくの頭を撫(な)でる。

			　うーん、慰(なぐさ)められてしまった。

		

	
		
			第101話　世界樹の森の戦い５

			　

			　考え抜いたすえ、ぼくはサモン・インヴィジブル・スカウトを呼び出す。

			　透明の使い魔が目の前に現れた……はずだ。

			　見えない。

			　仕方がないな。付(ふ)与(よ)魔法ランク３のシー・インヴィジビリティを使う。

			　これは自分自身にしか使えない魔法だ。そのかわり、長く効果が続く。いまのぼくなら、最低でも２時間半以上、透明になった存在を看破できるようになる。

			　透明なものを見られるようになったぼくの目の前に、全身真っ黒い猫背の人型生物が出現する。

			　いや、もともといたインヴィジブル・スカウトが見えるようになったのだ。

			　シー・インヴィジビリティを使っているにもかかわらず、その輪郭は薄ぼんやりとしていて、顔の表情もよくわからない。たぶん、最初からそういう生物なのだろう。

			「この村のまわりに敵がいないかどうか、見てまわってきてくれ」

			「かしこまりました、主君」

			　インヴィジブル・スカウトは女性の声でそういって、走り出す。

			　ものすごいスピードで目の前から消える。うーん、あれで女の使い魔なのかー。いやまあ、別に男でも女でも関係ないけどさ。

			　ただ偵(てい)察(さつ)のためだけに64点ものＭＰ消費は……どうなのかなあ。

			　今回は、敵がどこに散らばっているかまったくわからないから使うけど。

			　光の民から、せめて偵(てい)察(さつ)役のひとたちくらいは借りてくるべきだったかもしれない。その折(せつ)衝(しよう)を面倒がって、逃げるように飛びだしたんだから、自業自得なんだけど。

			　グロブスターがいた木のうろに戻る。肉塊のなかから助け出された女性たちが、一糸まとわぬ姿で、ぐったりと壁面に身体をもたせかけていた。

			　目をそらす。

			　グロブスターの姿は、すでにない。アリスたちが倒したのだろう。

			　たしか、黄色い宝石１個になるんだっけか。

			　トークン１００個分。結構いい儲けだ。

			　でもグロブスターのやつ、経験値はゼロなんだよな。まあ、戦闘能力はいっさいなさそうだから、そのせいかもしれないけど。

			　いろいろ謎(なぞ)が多い。

			「グロブスターに取り込まれていた８人全員、命が助かりました」

			　アリスが報告する。

			「ルシアさんがいうには、グロブスターに取り込まれてからあまり時間が経たないうちに解放されおかげだ、とのことです」

			「それは……よかった。そうか、そうだよな。ぼくたちがあの山の子たちを助け出したのは、３日目の午前中だもんな」

			「はい。半日以内なら、狂うことも少ないそうです。転移のエネルギーを貯め込むためには、最低でも１日以上、生(いけ)贄(にえ)を取り込み続ける必要があるって。それ以上のちからを使うには、さらに日数がかかるみたいですよ」

			　なるほど、だからこそ敵も、迂(う)闊(かつ)にグロブスターを召(しよう)喚(かん)するわけにはいかないのか。

			　１日以上も、弱点を晒(さら)すことになる。

			　ぼくたちがグロブスターを倒したときは、まだまる２日経っていなかった。実は結構、やばいところだったのかもしれない。

			「でも、洪水に巻き込まれた町で呼び出されたグロブスターは、すぐにメキシュ・グラウを呼び出したよ」

			「ひょっとしたら、近くに配置し、充分に生(いけ)贄(にえ)を取りこんでいた個体を呼び出したのかもしれません。そういう奇襲の事例も報告されています。もっともその場合、反動でグロブスターが使い潰されてしまうとのことです」

			　なるほど、充分に準備していれば、そういうことも可能なのか……。

			　今回は、敵が完全に勝った、と思い込んでいた。モンスターたちは、ぼくたちの奇襲を想定していなかった。

			　ぼくたちは敵の油断を突くことができた。当然かもしれない。この地を守っていたアラクネたちを倒すには、光の民の兵士がいったい何人必要となるのだろう。そして、大軍で移動していれば、アラクネの本隊がその存在に気づいてしまう。

			　１００人規模の部隊が上手く隠(おん)密(みつ)してこの地を奇襲できる可能性は……。

			　まず、ないだろうなあ。

			　ぼくたちが少人数で、かつ圧倒的な戦力を有するがゆえに、敵の裏をかけた。いま、モンスターたちは、ぼくたちという飛び抜けた存在を想定していない。ならば……次にぼくたちは、どういう行動に出るべきか。

			「いまごろ、光の民の本隊は、敵の主力とぶつかっているだろうか」

			　ルシアに訊ねる。

			　銀髪紅眼の少女は、おとがいに手を当て少し考え込んだあと、「さきほどの様子からしますと、一度は戦わなければ、兵の不満が爆発してしまうでしょう」と答える。

			「つまり、指揮官は戦いたくないけど、一戦交えるはずだと？」

			「できれば、明日の作戦のために戦力を温存したいでしょうから」

			　血気盛んな兵士たち。

			　さっきぼくたちは、そんなやつらに絡まれた。鬱(うつ)陶(とう)しいなと思ったけど……そりゃ、故郷に攻め込まれているんだ、怒りもするよな……。

			　そうだ、ぼくたちの敵を間違っちゃいけない。

			　光の民の兵士たちは、ちょっとばかりぼくたちを冷たい目線で見た。でもそれは、彼らが故郷を守りたいと強く願うがゆえの、ちょっとした暴走にすぎない。

			　彼らは、まだ利用できる。ならぼくたちがするべきことは、ひとつだ。

			　ぼくは顔をあげる。

			「これからとって返して、光の民と交戦しているだろうアラクネの本隊を強襲する。光の民と挟み撃ちにすることで、敵を打ち破る」

			　ぼくは今後の方針を定め、一同を見渡す。

			　アリスとたまきは、無条件の信頼でもってうなずいた。

			　ミアは少し考えたすえ「ん。敵の数次第？」と小首をかしげる。

			「ルシア。アラクネたちの数はわかるか」

			「グロブスターから助けた方々に訊ねた限りでは、多くとも５００体前後、といったところでしょう」

			　５００体。事前にリーンさんが予想した最大値だ。雑(ざ)魚(こ)ばかりならともかく、ぼくたちも戦ったメイジや、ルシアも噂でしか知らないチャンピオン、レジェンドといった個体がいることも考えると、ぼくたちだけで敵のなかに飛びこむのは無(む)謀(ぼう)だろうか。

			　逆に考えよう。ぼくたちは、メイジ、チャンピオン、レジェンドといった光の民では手に負えないだろう上位個体だけを潰してまわるのだ。そうであればこそ、インヴィジブル・スカウトを呼び出した意味が出てくる。

			　まずはインヴィジブル・スカウトが敵中を偵(てい)察(さつ)し、アラクネの群れが光の民と戦うのに夢中なうちに、ボスの居所を突き止める。

			　ぼくたちはボスをスナイプして、最速で離脱する。それを繰り返す。

			　基本方針は、こんな感じでいいだろう。ぼくは自分の考えを、簡単に皆に話した。

			「悪くない作戦だと考えます」

			　ルシアが冷静にいう。

			　その上で亡国の王女は、「ですが」とひとことつけ加える。

			「リスクが高い方法です。だいいち、光の民が、そこまでアラクネ相手に善戦できるかどうかわかりません」

			「じゃあ、どうするべきだ」

			「光の民の軍隊が壊滅状態に陥(おちい)り、アラクネたちが残党狩りを始めたタイミングで介(かい)入(にゆう)するべきです。一般人の光の民が逃げまどっているのであれば、なお敵の戦力は分散されるでしょう」

			　うわーすげー、えげつない。

			　でも、たしかにその方が安全かもしれない。モンスターたちは、勝利した、と思ったその瞬間にリーダーを殺されるのだ。

			　上手くいけば、敵の混乱が続く間に多くのアラクネを始末できる。ある程度囲まれたとしても、いまのぼくたちなら、対処の方法はいくらでもある。

			　ボスクラスさえ先に始末してしまえば、という話ではあるが……。

			　ならなおさら、敵が一番、油断しているところを突くべきだ。

			　ルシアの作戦は正しい。まるで志(し)木(き)さんのように、正しい意見だと思う。

			　でも。

			「却下だ」

			　ぼくはそういって、首を振る。

			「そのやりかたじゃ、光の民の信頼は得られない。今日の戦いには勝てても、明日にはつながらないよ」

			　ルシアは、そんなぼくを見て、微笑(ほほえ)んだ。

			「その通りだと思います」

			「きみはぼくを試したね」

			「はい」

			　ああこいつ、これっぽっちも悪びれてねーっ。

			　こんなところまで志(し)木(き)さんっぽいよこのひと。ま、いいけどさ……。

			「それで、ぼくの回答は何点？」

			「１００点満点で65点といったところでしょうか」

			「参考までに、なにがまずかったかな」

			「方針がブレているように感じます。経験値を稼ぐか、光の民を守るのか、あるいは光の民にわたくしたちの強さを見せつけるのか、方針を決めた上で、一貫した行動をとるべきでしょう。このシステムならば、雑(ざ)魚(こ)をたくさん倒した方がレベルアップは容(た)易(やす)いはずです。ボスを倒すことがレベルアップへの近道、というのはいささか詭(き)弁(べん)であると考えます」

			　あーもーその通りだよ、ちくしょう。

			　彼女の言葉は、いちいち正しい。ほんとに志(し)木(き)さんみたいだ。

			「じゃあ、ぼくの提案を叩き台にした上で、どうすればいいと思う」

			「光の民にわたくしたちの強さを見せつけ、発言力の強化を第一に狙うべきです。グレーター・インヴィジビリティで全員そろって敵集団のリーダーに接近、一斉攻撃でこれを倒したあと、残る敵から迅(じん)速(そく)に離脱、以後は周辺の雑(ざ)魚(こ)を掃(そう)討(とう)しつつ光の民と合流、ころあいを見て撤退いたしましょう。光の民の軍が充分に賢明ならば、わたくしたちにあわせて戦場から離脱するはずです」

			　文句のつけようがない計画だった。

			　なにより素晴らしいのは、これならぼくたちの危険が最小限になるだろう、ということだ。

			　いざとなれば光の民に敵をなすりつけてしまえる。

			　っていうか、ルシアは絶対、そっちを狙っている。

			　こいつ、光の民にいじめられてたんじゃないか。そんなことを考えてルシアを睨(にら)む。

			　ルシアは平然と、ぼくの視線を受け止め、じっと見つめ返してくる。

			　まるで、まだぼくのことを試しているかのようだった。

			　いや、実際にそうなのかもしれない。

			　ルシアにとって、ぼくは信頼に値する指揮官なのか。彼女はこうして、ぼくの資質を計っているような気がしてならない。

			　うう、プレッシャーだなあ。

			「わかった、きみの献策を採用しよう。これからも頼む」

			　そういうと、ルシアは口もとで微笑(ほほえ)む。

			　いつもより、少しだけ自然な笑みに見えた。

			　ちょうどそのタイミングで、インヴィジブル・スカウトが帰ってくる。

			「主君、敵の姿は見当たりません」

			「わかった。じゃあ、移動しよう」

			　なにもないところから女性の声が聞こえたことに、ぼくとミア以外の一同がびっくりする。

			　ぼくはインヴィジブル・スカウトを召(しよう)喚(かん)し、周囲を調べさせていたことを告げる。

			「助けた女のひとたちは、ここに隠れていてもらえばいいかな」

			「できれば、別の木のうろに隠れるべきですね。モンスターたちが撤退する際、ここのグロブスターを利用する可能性が非常に高いです。彼女たちには、そう申し伝えておきます」

			「わかった、そのあたりはルシア、きみに任せる」

			　対外折(せつ)衝(しよう)能力に関しては、この世界の住人であり、王女として相応の教育を受けてきたであろう彼女が最適だ。

			　この仕事のためだけでも、彼女を連れてきた価値があるというものなのだけれど……それ以上にはるかに役だってくれているのは、嬉しいことだ。

			　うん、嬉しいことのはず……なんだけどなあ。

			　いまのうちに、とぼくたちは軽く打ち合わせを行う。

			　数分で全員の準備が整った。

			　ぼくはカラスたちを送(そう)還(かん)する。この先は、インヴィジブル・スカウトがいれば充分だろう。

			　ディフレクション・スペルがかかったミアのフライにより、ぼくたちはまたも宙に舞い上がる。

			〈『ぼくは異世界で付(ふ)与(よ)魔法と召(しよう)喚(かん)魔法を天(てん)秤(びん)にかける』⑤へ続く〉

		

	
		
			番外編　志(し)木(き)縁(ゆかり)子(こ)に天(てん)秤(びん)はいらない２

			　

			　３日目、午後。

			　アリスちゃんとたまきちゃんを送り出したあと、わたしたち育(いく)芸(げい)館(かん)組は、戦力の強化と中等部の安全圏拡大を目標に、オークと蜂の掃除を行った。

			　今日からレベル１になったひとたちも、レベル２、レベル３と段階的に底上げしていっている。一部、あまり戦闘をしたくないという子たちも、レベル１にはなってもらった。

			　アリスちゃんとたまきちゃんの親友であるすみれちゃんは、拘(こう)束(そく)状態のオークを殺すのに10分くらいかかっていた。さすがのわたしでも、なかなか死ねずもがき苦しむオークに、ほんの少し同情を覚えたほどだ。

			　本人は槍(やり)を突くときに２度ほど転んで、泥まみれの擦り傷だらけである。

			　その光景を見ていた誰もが「この子は前線に出しちゃいけない」と強く思ったという。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)の心がひとつになって、なによりのことだった。

			　そんなすみれちゃんも、マネジメントに関しては誰よりも卓(たく)越(えつ)した手腕を発揮する。

			　とにかく段取りが上手い。30人からなる育(いく)芸(げい)館(かん)組の全員に目をくばり、最適のパーティをつくって送り出してくれる。

			　おかげで、わたしの仕事が大幅に楽になった。正直、忙しくて死にそうだったから、すごく助かっている。高等部とのパイプづくりに専念できた。

			　そう、目下の最重要課題は高等部だ。

			　召(しよう)喚(かん)魔法を覚えた子に使い魔のカラスを使ってもらい、ミアちゃんのお兄さんと連絡を交わすこと、数度。

			　わたしたちは、田上宮(たがみや)結(ゆう)城(き)先輩と、中等部の入り口付近で会談することになった。

			　会談には、長(なが)月(つき)桜(さくら)ちゃんと後衛ふたりを連れていった。あまり人数が多いのもアレだしね。

			　打ち合わせ通りの時間になって、待ち合わせ場所のそばの森から、芝居がかった高笑いが聞こえてきた。

			「ミアちゃんのお兄さんですね。エロゲマニアの」

			「待つでござる！　あれは昔のこと、いまはたしなみ程度でござるよ！」

			　出会い頭のジャブでからかってみたところ、木の陰から忍者装(しよう)束(ぞく)の男が飛び出してきた。

			　うわ、このひと、本当に忍者の恰(かつ)好(こう)しているんだ……。なんかすごい。

			　しかも、会談にひとりで来るなんて。

			　いや、違うか。偵(てい)察(さつ)スキルを伸ばしている彼にとっては、むしろほかのひとがいると邪魔なのか。

			「なんでそのことを知っているでござるか！」

			「ミアちゃんから聞き出しておいただけです。交(こう)渉(しよう)で有利になるように、いろいろ」

			　いろいろ、ということで意味ありげに笑ってみせた。これもジャブだ。

			　忍者さんは、おおげさに慌て、ひるむように後ずさる。いちいちリアクション芸人しているわねえ。

			「おぬし、なかなかやるでござるな……っ」

			「なんてキャラが濃い……」

			　普段からあまり表情を変えない桜(さくら)ちゃんまで、呆れ顔になっていた。彼女の表情を変化させるなんて、たいしたひとだと思う。

			「本題をいいでしょうか、先輩。あなたの大好きないまのエロゲ展開について、お互いの状況と今後の方針を」

			「ツッコミたいでござるが、いちいち反応していると話が進まないでござるな。まずはお互いにパーティを組むでござるよ」

			「はあ、構いませんが……適当なオークを倒しにいくんですか」

			「しからば」

			　忍者先輩は、これみよがしにぱちん、と指を弾いた。

			　直後、彼の背後でちいさな爆発が起こる。

			　わたしたちは、白い部屋にワープした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　わたしは、桜(さくら)ちゃんたちと顔を見合わせ、小首をかしげる。

			　結(ゆう)城(き)先輩が、腕組みして呵(か)々(か)と笑った。頬面でわからないが、きっとドヤ顔していると思う。

			「死ぬ寸前のオークを森のなかに隠しておいたでござるよ！　首に火薬を巻きつけて、右手の指を弾くと同時に、左手でこっそり爆弾の起爆スイッチを押したでござる！」

			「な、なんて無駄な演出……」

			「ここに来るまで適度にオークを狩り、あと一体でレベルアップするよう経験値を調整するのがいささかたいへんだったでござる」

			「あなたがミアちゃんの比じゃないくらい、ネタに生きているのはよくわかったわ」

			　もう、敬語を使う気が失せた。きっとこのひとは、そんなこと気にしないだろうし。

			「ま、おかげでこの部屋に来られたし、ここなら思う存分、話し合えるから、そのことは感謝するわ」

			「うむ。拙(せつ)者(しや)としても、１年の女(じよ)傑(けつ)と謳(うた)われた志(し)木(き)殿とは、一度腹を割った話し合いをしてみたかったでござるよ」

			「女(じよ)傑(けつ)って……。勝手になにをいっているのよ」

			「一部の好事家の間で、腕組みした志(し)木(き)殿に上から目線で『ゴミめ』といわれるのは最高のご褒(ほう)美(び)だと評判でござった」

			　桜(さくら)ちゃんが、無言でわたしを見た。

			　違うから。そんなこと、したことないから。

			「個人の趣味は、尊重」

			「待って、誤解しないで。って、結(ゆう)城(き)先輩！　いい加減なこといわないでください！」

			「むう、本当でござったのに……。裏同人誌も含めて、隠れたファンは多かったでござるよ」

			　裏同人誌ってなによ！　ああもう、いい、ツッコまないんだから！

			　なんかこの学校、ほんとごく一部の闇(やみ)がものすごい深かったんじゃ……。

			「さて、まずは高等部の現状でござるが」

			　忍者は、さらっと本題に戻す。うう、頭を切り替えよう。集中、集中……。

			　彼の報告によると、高等部は結(ゆう)城(き)先輩をリーダーとする組織と、旧シバ派に分かれて行動しているようだ。

			　旧シバ派、といっても、ようは結(ゆう)城(き)先輩がギルティと判断した、前科アリアリのひとたちね。

			　でもそういうひとが、50人くらいいるとか。

			　忍者派は、これまで隠れ潜(ひそ)んでいたひとたちに男子寮の良識派とかを加えて、やっぱり50人ほど。お互いに遺(い)恨(こん)はアリアリだけど、ひとまず当面の敵であるオークが学校をうろついている間は休戦協定、ってことになっているらしい。

			　まあ、そうよね。人間同士で争っていたら、共倒れになるかもしれないし。この三日目になって、新しい敵が出てきたことも危機感を煽(あお)っている。この先、また敵が増える可能性だってあるかもしれない。マトモな神経をしていれば、それがわかるはずだ。

			　問題は、一部のひとたちがこれっぽっちもマトモじゃないことで……。

			「旧シバ派はいまだ男子寮を占(せん)拠(きよ)し、なにやら企んでいるようでござる。育(いく)芸(げい)館(かん)の方々も、気をつけて欲しいでござるよ」

			「正直、高等部の揉(も)めごとをこっちに持ち込まないで欲しいんだけど」

			「面目しだいもないでござる」

			　結(ゆう)城(き)先輩は深々と頭を下げた。殊(しゆ)勝(しよう)なことだ。

			　こうして下手に出られると、彼がリーダーになった経緯も聞かされているこちらとしては、あまり強くいえない。結局のところ、カズくんたちがシバ派をめちゃくちゃにしたことが、巡り巡っていまの高等部の混乱を招いたといえるのだから。

			　もちろんシバというリーダーは最低だったし、彼を殺さなければカズくんとアリスちゃん、ひいては育(いく)芸(げい)館(かん)の安全は確保できなかった。

			　だから仕方ない、といえば仕方ないのだけれど……。

			　その尻(しり)拭いは、すべて目の前の男がやってくれた。

			　多少、後始末が残っているにしても、ほんと半日程度でよくやったと思う。話に聞く限り、いまの忍者派のまとまりは期待以上よ。この分なら、数日後には育(いく)芸(げい)館(かん)以上の戦力になっているかもしれない。人数なら向こうの方が上なんだし。

			　ま、そのころにはオークが枯(こ)渇(かつ)しているだろうけど。

			　……この山のオークの絶滅こそ望んでいた展開なのに、どうして枯(こ)渇(かつ)を心配しているんだろ、わたし。目の前の忍者にアテられちゃったのかしら……。

			「ときに、ＭＭＯのやりすぎで全寮制の学校に叩き込まれた志(し)木(き)殿」

			「なんでそのこと知ってるのよ！　わたし誰にも話してないのに！」

			　正確には、この白い部屋でカズくんにだけは話したけど……カズくんがこのひとにその話をした……とは思えないのよねえ。

			「忍びの調査能力を甘く見てはいかんでござるよ」

			「おまわりさん、ストーカーです」

			「それはさておき、志(し)木(き)殿。貴殿は愚(ぐ)妹(まい)たちの今後について、どういった予測を立てているでござる？」

			　カズくんやミアちゃんは、グロブスターによってどこかにワープしてしまった。アリスちゃんとたまきちゃんは、ふたりの護(ご)衛(えい)として送り出した。そうした一連の経緯は、結(ゆう)城(き)先輩に伝えてある。

			　圧倒的に強かったあの４人の行く末について、彼が心配するのはもっともだ。でも……。

			「さあ。そのうち、さくっと帰って来るんじゃないかしら」

			「ずいぶんと楽観的でござるな」

			「ま、くよくよ悩んでも仕方ないし。あの４人なら、帰って来られなくても、適当になんとか生きていけそうだもの。それより、４人が抜けたことによる戦力低下の方が悩みの種ね」

			「ふむ……。実際、ミアのやつが風魔法をランク９にすれば、シェイプ・ライトニングでこの世界を何周もして、ここに戻って来ることも可能でござろうな。あやつひとりならば、という前提でござるが」

			　やっぱり、そこに気づいてたか。うん、それもあって心配してない、ってのもあるわ。

			「最悪の場合でも、それでお互いに連絡を取り合う手はある。ごめんなさいね、あなたの大切な妹さんに会わせてあげられなくて」

			「いま会うと殴られそうゆえ、無事さえ確認できていればいいでござるよ……」

			　高等部の英雄は、そういってブルブルと震えた。

			　ミアちゃん……なんでそんなに、お兄さんに恐れられているのよ……。

			〈了〉
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